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１・スズメの子は自立心が強め












　ユスティーナが三歳のときに、母が流行病で亡くなった。

　幼かったのでよく死というものを理解していなかったが、もう母と遊ぶことができないと言われ、とても悲しかったことを覚えている。

　母は罹患りかんが発覚したときから感染防止のため屋敷の一室に隔離されてしまい、ユスティーナは死に目にも会えずまだ幼いからという理由で葬儀にも立ち会えなかった。

　ユスティーナが母はどこにもいないのだという自覚を持つのが遅れたのは、仕方がないことのように思う。

　そのせいでユスティーナはしばらくの間、母はまだ屋敷のどこかにいるのではないかと思っていた。

　それが幻想だということを思い知らされたのは、ユスティーナが四歳のときだ。突然二歳下の異母妹と継母が屋敷にやってきて、新しい家族だと紹介された。

「新しい家族って……だってお父様、お母様は？」

　たとえ亡くなったとしても、母への愛は当然続くものだと思っていたユスティーナは驚いてそう尋ねた。

「もういない人のことを言っても仕方がないでしょう？　これからはあたくしがこの屋敷の奥様なのよ」

　ユスティーナの質問に答えたのはソニヤと名乗る女性だった。

　よくわからなかったが、使用人の話を立ち聞きしたところによると、ソニヤは父の『愛人』でライラは『外で作った子』だという。

　もううっすらとした記憶になってしまった母よりも随分若い女性で、ユスティーナはソニヤにどう接してよいのかわからなかった。お継母様、と呼んだら頬をぶたれ、「アンタの母親になるつもりはないわ」と冷たく突き放された。父はなにも言わず黙ってそれを見ていた。

　それでもユスティーナはソニヤに挨拶をしようと顔を上げた。精一杯のカーテシーで礼を尽くしたが、帰ってきたのは嘲笑だった。

　ソニヤは初対面のユスティーナに顔を近付けてよく観察し、「プッ」と軽く噴き出した。

「アンタ、そのそばかすみっともないわねえ」

「え、……あ」

　ユスティーナは最初なにを言われたのかわからなかった。

　確かにユスティーナにはそばかすがある。

　両の頬と鼻梁びりょうの中ほどにパラパラと散ったそれは、抜けるような白い肌で目立っていた。

　亡き母はいつもユスティーナのことをかわいいと言ってキスしてくれていたから、自分の容姿が人に笑われるようなものだとは終ぞ知らなかった。

　初めて感じる羞恥に身体を硬直させていると、父のクスターは苦笑いをする。

「まあ、この子はライラとは違うさ」

　そう言って、父はライラの頭を撫でた。

　妹だと紹介されたライラは肌に染みひとつないとても可愛らしい子供だった。

　艶めいて綺麗にカールしている黒髪が光に当たってキラキラと輝くのを見て、ユスティーナは一目で好きになった。

　ライラもユスティーナを見て笑ってくれたため、新しい家族関係は良好とは言えなくとも、まだ我慢できると思っていた。

　ライラを家族として受け入れたと同時に、自分を慈しんでくれた母はもういないのだという想いがユスティーナの胸にじんわりと広がった。

　だが六歳のある日、使用人に指摘されると認識が変化する。

　メイドの中でも年若いアニーが、ある時こっそりと耳打ちをしてきた。

「大丈夫ですか？　おつらくありませんか？」

「え……？」

　なにを言われたのかわからず、ユスティーナは首を傾げる。

　アニーはユスティーナに「お嬢様はいじめられていますよね？」と告げた。

　そんな意識は全くなかったユスティーナはどういうことか尋ねた。

　そして知ったのだ。

「アンタは本当になにをやらせても駄目だね」と言うソニヤの基準が驚くほど高く設定されていることに。

　アニーの話によると、ユスティーナのできる範囲は同じ年頃の子供と遜色ないどころかかなり高水準であるとのことだ。

「え、だって食事のマナーもぜんぜんだめだって言われるし、お勉強も、家事の手伝いも……」

「執事さんもお嬢様の食事マナーは全く問題ないと言ってらっしゃいましたし、家庭教師の先生もお嬢様は優秀だと褒めていらっしゃいました。それに普通の貴族のお嬢様は、身の回りのことを自分でやったりはしないものです」

「え、でもソニヤ様は……」

　ユスティーナは部屋の掃除からベットメイクから掃除や洗濯や食器洗い、簡単な料理までひとりで生活できるようにとソニヤから言われ、メイド長から仕込まれていた。

「その証拠にライラ様はなにひとつやらないじゃないですか」

　そう言われてユスティーナは手を打つ。

「言われてみればそうね！　ライラはまだ幼いからと思っていたけれど、よく考えたらわたしが身の回りのことを自分でやり始めたのと同じ年になっているわ！」

　ユスティーナはソニヤから言われたあらゆることを『娘として認めてもらうための試練』だと自分に言い聞かせていた。幼心にもそう考えなければ乗り越えられないと思う程度には疑問に思っていたのだ。

「私の立場では奥様にもメイド長にも意見することもできず申し訳ないのですが……」

　眉を下げて顔を伏せるアニーがか細い声で謝るのを見て、ユスティーナは堪らない気持ちになった。

（家族でもないアニーがこうして胸を痛めてくれているのに……家族であるはずのソニヤ様はそう思ってくださらないのね……）

　ユスティーナは大きく息を吐いた。

　心の中の澱おりが身体までをも重くしたような気がしたのだ。

「ううん、ありがとうアニー。言ってもらわなきゃわたしはまだずっと気付かなかったかもしれないわ」

　ユスティーナは悟った。

　盲信、良くない。

　これからはきちんと自分で考えなければ。

　ユスティーナはこの時、自分の未来に責任を持てるのは自分しかいないのだと、強く思った。

「お嬢様……、お力になれることは少ないかもしれませんが、困ったことがあれば私に相談してくださいね」

　アニーが眉を下げたまま決意の籠った顔でそう言ってくれたことが、ユスティーナには心強かった。

　思い返せば、父は昔からあまりユスティーナに関心を寄せたことがない。継母のソニヤと異母妹のライラとは家族団欒しているのをよく見かけるが。

　自分は六歳だし、妹はまだ四歳だから……そう思っていたが、実際には疎外されていたのだ。






　その日ユスティーナは小さなバスケットを手に、黙々と歩いた。

　自分で昼食用にサンドイッチを作ってピクニックに出てきたのだ。

　ちょうどソニヤとライラは出掛けていて、口うるさく言う人物はいなかった。

　アニーをはじめ、他の使用人たちも『たまには息抜きを』と言って快く送り出してくれた。

　ピクニックとは言ったものの、ユスティーナには行く当てがあるわけではなかった。

　ただ、母が元気になったら一緒にピクニックがしたいという希望があったことを思い出したのだ。

　一応ユスティーナは出かける前のソニヤに聞いてみた。

　一緒にピクニックに行きませんか、と。

　自分が働きかけることによって、新しい家族の絆が生まれればと思ったのだ。

　だがそれは叶えられなかった。

「なにを言っているの？　アンタにはやらなければいけないことがたくさんあるでしょ？　遊び歩く時間があるなら、屋敷中のカーテンを洗濯しておきなさい」

　ソニヤがけんもほろろにそう言いつけ、ライラはそのやりとりを見て心底可笑しそうに唇を歪めていた。

　最近ライラはユスティーナをメイドのように扱うようになった。

　少し前までは『ティーナ、ティーナ！』と懐いてくれていたのに。

　もしかしたらソニヤから仲良くしないように言い含められているのかもしれない。

　カーテンは午前中のうちに使用人たちと協力して洗濯した。

　さすがに屋敷中のカーテンをまとめて洗って干すのは無理なので、順次進めていく。

　自分の一言で使用人に余計な仕事を増やしてしまったことに申し訳なさを感じていたユスティーナは、おみやげに野イチゴでも摘んで帰ろうと、大きな公園がある地区まで足を延ばすことにした。

　てくてくと歩いていると、大きな屋敷があった。

　確か伯爵家の屋敷だと思いながら屋敷沿いに歩く。屋敷の裏手には芝生が植えられており、こんなに広ければここでピクニックができそうだと柵越しに眺めていると、誰かが剣の稽古をしていた。

　大人と子供が木製の模擬剣で打ち合っていたが、剣を合わせた威力に耐え切れず、子供が剣を取り落とす。

「あっ」

　大人がそこで動きを止めると思っていたユスティーナは驚きに目を見張る。追い打ちとばかりに子供の手を打ったのだ。

「うっ」

「戦場では剣を落としたからといって、相手はそれを拾うまで待ってくれません。すぐに身を守り、剣を取らねば命を落とします！」

　打たれた手を押さえながら膝をついてしまった子供に、大人はため息をついて剣を下ろす。

「その手では今日はもう無理ですね。冷やしておいてください」

「……」

　優しい言葉を掛けることなく、大人は歩いて行ってしまった。

　子供は手を押さえたまま、その場に蹲うずくまる。

　ユスティーナは後先を考えずに柵に駆け寄った。

「ねえあなた、大丈夫？」

「……っ、誰だ！」

　子供が厳しい誰何すいかの声を上げる。

　鉄柵越しに見つめ合ったユスティーナは息を呑んだ。

　あまりに美しい子供だったのだ。

　緩い癖のある金の髪は太陽の光を受けてキラキラと輝き、その瞳はアメジストを嵌め込んだように神秘的な光を宿している。

「まあ、あなた……、なんて美しいの……っ」

　思わず感じたまま口に出したユスティーナに、その子供は声を荒らげた。

「美しいなど……女じゃあるまいし！」

　気分を害したような尖った声に、ユスティーナはまた驚く。

「まあ、あなた男の子だったのね？」

「お前ェ……っ」

　精一杯低い声で威嚇するその子供は、怒っていてもやはり美しくて、ユスティーナは鉄柵ギリギリまで近寄る。

「ねえ、そんなことよりも、さっき打たれたところをすぐ冷やしたほうがいいわ」

　見ると手の甲から細い手首にかけて真っ赤になっている。ソニヤに打たれたことがあるユスティーナは、経験上すぐに冷やさなければ腫れ上がってしまうと知っていた。

「こ、これくらい平気だ！　それに知らないやつの言葉など、信用できない」

　子供は強がりか、それとも本当に痛くないのかユスティーナの言葉に耳を貸そうとしない。

「ユスティーナ！　わたしはユスティーナよ！」

　再び模擬剣を握って振ろうとした子供に向かって、ユスティーナが叫ぶ。その声量に驚いた子供がビクリと肩を震わせた。

「は、……なに？」

「わたしはユスティーナよ！　ピクニックに行く途中なの！　ほら、これはサンドイッチよ、全然怪しくないわ！」

　手に持ったバスケットを高く掲げてブンブンと振る。

　あまりの興奮ぶりに子供が駆け寄ってくる。

「わかった、わかったから静かにしろ。先生が戻ってきちゃうだろ！」

「あ……っ」

　子供の手を打つような大人がまた戻ってきては大変だ。ユスティーナは慌てて口を噤む。その仕草が可笑しかったのか、子供は大人びたため息をつくと、木の陰にあったテーブルの上の水差しでハンカチを濡らし手首に巻き付けた。

「ほら、これでいいか？」

　ユスティーナの言う通りに患部を冷やした子供は疲れたようにその場に座る。

「変な子供だな」

　そう呟いたのを、ユスティーナは聞き逃さなかった。

「変な子供じゃないわ！　ユスティーナよ！」

「……変なユスティーナ」

「もうっ！」

　ぷくっと頬を膨らませてじたじたと足を踏み鳴らすユスティーナに、子供は小さく笑った。それは女神が祝福したような美しい光景で、ユスティーナはぼうっと見惚れてしまう。

「あなたって本当に綺麗ね。ねえ、あなたのことをアメジストの妖精って呼んでもいい？」

　ユスティーナがそう尋ねると、子供は心底嫌そうに顔を歪める。

「止せ、そんなんじゃない」

　うっかりとひらひらと痛めたほうの手を振ってしまい、痛みに顔を顰しかめた。

「ねえちょっと手をここから出して？」

　ユスティーナは鉄柵の隙間から手を差し出す。

　子供が小首を傾げながらも言われた通りにすると、ユスティーナは髪を束ねていたリボンを解いてクルクルと手首に巻かれたハンカチの上から縛り付ける。

「おい……」

「ちょっと動かないで。わたしそんなに器用じゃないから」

　濡れたハンカチを固定するのに四苦八苦するユスティーナは、自分を見つめる子供の視線の雰囲気が変化したことに気付かなかった。

「できた！」

「ありがとう、ユスティーナ」

　自己満足からしたことに予想外の感謝の言葉を受けて、目を丸くする。だが、すぐに嬉しさが身体中に広がり、ユスティーナは満面の笑顔を返す。

「どういたしまして！」

「ニコだ」

　子供は僅かに頬を緩めて名乗った。

　ユスティーナはまるで野良猫が心を開いてくれたように嬉しくなってニヨニヨと顔を緩ませた。

「わたし、友達ってはじめてよ！」

「……そうか」

　ニコは『俺たちは友達になったのか……？』とでも言いたそうな顔をしていたが、ユスティーナがあまりに喜んでいるので、それを受け入れたようだ。

　二人はそのまま鉄柵越しにいろんなことを話した。

　それによるとニコはこのエルヴァスティ伯爵家の親類に当たり、家の事情があってここで暮らしているという。

　詳細を説明されたわけではなかったが、ニコの表情からして、なにか深刻な事情があるのだと察したユスティーナは好奇心を押し止めた。

　誰にでも言いたくないことはある。

　ユスティーナだって亡き母のことを根掘り葉掘り聞かれたらいい気分はしない。

　話しているうちに空腹になり、ユスティーナはバスケットを開けてニコに中身を差し出した。

「わたしが作ったの！　食べて！」

「……」

　ニコはサンドイッチにチラリと視線を走らせる。

　それはさっきバスケットを振ったせいで中に挟んだ具が飛び出て、お世辞にもおいしそうとは言えない様相を呈していた。

「ええとね、ちょっと崩れて見た目が悪いけどこれがチーズとハムとレタス！　こっちはたまごとツナとオニオン！　これは口直しのトマト！」

　なかなか手を出さないニコに気がついたユスティーナは、ハッと思い至る。

「あ、あまりものでごめんね……お肉とかがよかったよね……」

　ユスティーナのいつもの軽食だったが、ライラやソニヤは同じ軽食でも肉や魚介をたんまりと挟んだものを食べている。

　しかもトマトを丸ごと齧れだなんて、伯爵家の血縁者に失礼だったと思ったのだ。

　意気消沈してバスケットをしまおうとしたユスティーナの手に、ニコが触れた。

「え？」

「いや、どれにしようか迷っていただけだ。俺はこれが食べたい」

　そう言ってたまごサンドを摘まむと大きく口を開けて齧りつく。

　そのまま一気に食べ進み、ニコはそれをたった三口で食べ終えてしまった。

「うん、美味い。トマトも貰っていいか？」

「あ、うん……」

　トマトは屋敷の隅にある菜園から、ユスティーナ自ら収穫したものだ。真っ赤に熟したトマトはユスティーナの大好物ではあるが、ライラは苦手にしている。

　美味しくないと言われるのではないかとドキドキしていたユスティーナの心配をよそに、ニコはトマトももりもりと食べた。

「美味かった」

　口の周りを汚しもせず食べ終えると、ニコはそう言って笑った。

　その笑顔はやはり美しく、ユスティーナは照れくさい気持ちになる。

「あ、じゃあわたし……そろそろ行くね。お大事にね！」

　ニコの手を指差してユスティーナはそそくさと立ち去った。

　なぜか顔が熱い。

　小走りになって目当ての公園に着いたユスティーナは大判のハンカチを敷いて芝生に座る。まだ息が整わないながらもバスケットを開けてトマトに勢いよく齧りついた。

（おかしいわ、このトマト……味がしない……っ）

　ユスティーナはいつまでも治まらない動悸を不思議に思いながら、熱くなった頬を必死に仰いで熱を冷ました。

　残ったチーズサンドを食べてから、空になったバスケットにお土産用の野イチゴを摘む。

　公園の少し奥に入ると多く自生しているので、あまり荒らされておらずバスケットの半分ほど摘むことができた。

「アニーと一緒にジャムを作ろうかな」

　そして、ビスケットかスコーンを焼いてニコに……ユスティーナの脳裏に先ほど会ったばかりのニコの美しい顔が思い浮かぶ。

　最初はぶっきらぼうだったが、だんだん打ち解けて最終的にはサンドイッチを食べてくれた。

（妖精のように美しいのに、野良猫みたいに警戒心が強くて……）

　思い出してユスティーナは頬を緩ませる。

　異母妹のライラはとてもかわいいが、そのライラよりもニコはさらに美しい容姿をしていた。

「仲良くなれたらいいな……」

　帰りも同じ道を通ったがもう伯爵邸の裏庭にニコの姿は見当たらず、残念に思ったユスティーナは重い足取りで帰路についた。






　それからユスティーナは時間を作ってニコに会いに行くようになった。

　もちろんそれにはソニヤとライラの目をかいくぐる必要があったものの、メイド長を除く使用人一同が手を貸してくれたため、そう難しいことではなかった。

　その上ソニヤもライラもやれショッピングだの観劇だのお茶会だのと、頻繁に出掛けるものだから、ユスティーナはソニヤの機嫌を損ねなければ、ほぼ自由に出歩くことができたのだ。






　何度も通ううちにニコはユスティーナを裏庭に入れてくれるようになり、一緒におやつや軽食を食べる仲になっていた。

　親しく話をするうちに、ニコは二歳年上であることがわかった。

　同じくらいの年齢だと思っていたユスティーナは大袈裟に驚いてしまい、ニコの機嫌を損ねた。

「二歳差なんて誤差みたいなものよね」

「なにを言う、二歳も差があれば全然違う！」

　ムキになるところをみるに、ニコは上下関係に重きを置くタイプなのかもしれない。ユスティーナはそれ以上その話題をつつくのをやめた。

　相変わらず剣術の教師は厳しいらしく、授業の後に会うと汗だくで打ち身だらけということが何度もあった。

「ねえ、そんなに厳しい先生で大丈夫なの？　もしかしてニコはいじめられているんじゃないの？」

　心配になって聞いてみたことがあったが、ニコは首を横に振る。

「そんなんじゃない。先生は俺が強くなるために鍛えてくれているんだ。俺もそれを望んでいる。将来のため……生き抜くために」

　アメジストの瞳が決意で輝きを増した。

　ユスティーナはニコから目が離せなくなった。

　美しいばかりではない、自分の人生を人に委ねることなく歩くのだという意志を感じ、その思いに共感したのだ。

（わたしも……ニコみたいになりたい、自分の人生を輝かせたい……できれば、ニコの隣で！）

　しかしこの気持ちを口にするのが少し恥ずかしくて、ユスティーナは身を捩る。

「将来かぁ……。ニコは将来どうするの？」

　なにげなさを装って尋ねると、ニコは思いがけず長考したあとおもむろに口を開いた。

「俺は将来……城で仕事をする」

　そう言って模擬剣を振るう。

　すっかり様になった剣を扱う様子に、ユスティーナは胸の前で手を打ち鳴らす。

「わあ、もしかして騎士様になるの？　素敵！」

　騎士はユスティーナのような少女はもとより、アニーのようなメイドたちにも人気の職業だ。

　逞しい身体に長剣を難なく振るう姿、そして民を、主を守ろうとする騎士道精神。

　そこには乙女の憧れがぎゅうぎゅうに詰まっている。

「まあ、……ざっくり言えばそういう事になるだろうな……」

　ニコが歯切れ悪く肯定すると、ユスティーナは立ち上がって飛び跳ねる。

「じゃあ、わたしもお城で働こうかな！　早めに家を出たいの！」

　ユスティーナはこれまで自分の将来に夢を抱いていなかった。

　ソニヤがいる限り自分の扱いがこれ以上良くなるとは思えないし、このままいけば恐らく年頃になった途端に父かソニヤの都合がいい、貴族か金持ちの商人に輿入れすることになるだろう。

　そこにユスティーナの意思は反映されない。

　貴族に生まれたからにはそういう将来も致し方なしと思うが、権利を取り上げられ義務だけ押し付けられるのはユスティーナにはいかにも不平等に思えたのだ。

　ユスティーナは以前アニーが本当はお城勤めをしたかったのだと聞いたことがあった。

　しかし子爵家や男爵家という比較的下位の貴族令嬢が多く、平民である自分は書類審査で落ちてしまったという。

　つまり子爵令嬢であるユスティーナならお城勤めが可能であるということだ。

（いい考えじゃないかしら？　家にいるよりもずっとずっと自由なのでは？　それに、ニコがお城で騎士様になるのなら……ずっと一緒にいられるかも）

　たまにしか逢えないニコと、一緒のところで暮らせるなんてとても素敵なことだと思えた。

「うん、そうよ！　そうしよう！　わたし、お城で働くわ！」

　ユスティーナは両の拳を握り、突き上げるようにして宣言する。

　その様子を黙って見ていたニコは口角を僅かに上げて微笑む。

「そうか、ユスティーナはそんなに俺と一緒にいたいのか」

「う、うーん……そう言われるとなんだか違う気もするけれど……概おおむねそうかな？」

　ニコが言うことをそのまま肯定すると、なんだかむず痒い気持ちになる気がしたユスティーナは言葉を濁す。

　一緒にいたいなんてまるで結婚したいと思っているみたいだ。

「よし、じゃあ約束だ。大きくなったら一緒にお城で暮らそう」

　ニコはずいっと右手を伸ばすと、手のひらを上に向けた。ユスティーナが小首を傾げると「手を」と短く言う。

（ああ、握手？）

　約束を交わすなら指切りでは？　と思ったが、求められるままに手のひらをそっと重ねた。
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　ニコはその手をすいっと掬い上げるとユスティーナの手の甲に唇を押し付けた。

　それはユスティーナでも知っている、親愛の証だ。

「ちょっと、ニコ……！」

「約束だからな。本番ではもっとちゃんとしてやる」

　ニコは意味深なことを口にすると、ニヤリと意地悪く唇を歪めた。






　ニコのよくわからない宣言のあとも、二人の関係は変わらなかった。

　ユスティーナは隙を見てエルヴァスティ伯爵邸に遊びに行ったし、ニコは相変わらず鍛錬していた。

　だが、しばらくするとニコは裏庭で鍛錬する時間を短くし、座学の時間を取るようになった。

　身体を動かす方が得意だったらしいニコは座学に苦戦していたが、裏庭で自習中に横からユスティーナが助け舟を出し、なんとか乗り切った。

　同年代の令嬢よりもいくらか勉強が進んでいることは知っていたユスティーナだったが、二歳上のニコに教えられるほどの知識を既に詰め込まれていたことに驚いた。

　そのうちにユスティーナの存在はエルヴァスティ伯爵に知られることとなり、自由に敷地内に立ち入ることを許された。

　恐縮するユスティーナのために木陰にベンチが設置され、お茶と茶菓子が供されるようになった。

　ユスティーナはこれまで家主に無断で敷地に侵入していたことを詫び、辞退しようとしたが、ニコが構わないと言ったため恐縮しながらも厚意を受け入れた。

「わたしには過ぎた扱いだわ……」

「分不相応、か？」

　ユスティーナが困惑を深めていたある日、ニコと共にいつも休憩するベンチ付近に席が増設され、エルヴァスティ伯爵と夫人がやってきた。

　今日はここでお茶をするという。

　水入らずを邪魔しては悪いと思い、挨拶をして立ち去ろうとしたユスティーナの手をニコが掴む。

「いいから座れ」

「でも、……うん……」

　ユスティーナは失礼のないように最大限気を遣い、伯爵夫妻とのお茶会に臨んだ。

　マナーは知っているものの、こうして誰かとお茶の席を囲むなどしたことがなかったユスティーナはひどく緊張していた。

（ここで粗相をしてしまったら、もうここへは来れないかもしれない……っ）

　そうなればニコと会うことも難しくなってしまう。

　またアニー達使用人とだけ会話する生活に逆戻りになると、背筋がゾクリと寒くなった。

　膝の上に置かれたユスティーナの手を、ニコが握った。弱くもなく、だが強くもないそれは俯うつむいていたユスティーナの心をジワリとあたためた。

「……前に、俺はここの親戚のようなものだと言っただろう？」

「え、ええ……」

　ニコが口を開く。

「俺は実家……では疎まれていてな。それを不憫に思った伯爵が引き取って面倒を見てくれているのだ」

「ニコ、そんなことを言うものではない。父君は、君のことを大事に想っている」

　エルヴァスティ伯爵が眉を顰めてニコを窘める。

　その隣で夫人も「そうよ、滅多なことを口にするものではないわ」と柔らかく注意する。

　夫妻の態度に明らかな優しさと思いやり、そして僅かな遠慮を感じたユスティーナは戸惑いつつも、夫妻が本当にニコのことを心配しているのだと理解した。

　握られた手を握り返し、視線があったニコに微笑む。

「こちらの家にニコがいてくれてよかったわ。こうして会えたもの」

　ユスティーナは父やソニヤ、そしてライラからは得られない感情がニコといると湧き上がってくるのを感じる。

　少し照れくさくてあたたかいそれを、大事にしたいと思う。

　ニコはユスティーナを握った手にさらに力を込めた。

　テーブルを挟んで向かいに座った夫妻は、顔を見合わせて驚いたあと目を細めた。

　いろいろ質問されたユスティーナは包み隠さずに話した。

　家の事、新しい家族の事、自分の気持ち……夫人が痛ましそうにユスティーナを見たが、彼女はそれに笑顔で答える。

「だからわたしは早く家から独立して、将来はお城で働こうと思っているんです」

　そのために勉強をしているのだと告げると伯爵が口を開く。

「しかし君はクロニエ子爵家の長子だろう？　将来は婿を取って家を継がなくてはいけないのでは？」

　伯爵の質問に、ニコの手がまた強くなる。

　顔には全く出ていないが、ニコの心の動きが知れるようで、ユスティーナは頬が緩むのを感じた。

「いいえ。明言されたわけではないですが、継母の言動を見るに、恐らく家を継ぐのは異母妹なのでしょう」

　そばかすのあるユスティーナに比べたら、シミひとつない美しい容姿を持つライラはいかにも貴族令嬢としてどこに出しても恥ずかしくない自慢の娘に違いない。

　父親もライラを溺愛しており、ソニヤがユスティーナを追い出そうとしても異論を唱えることはないだろう。

　それに悲しさを感じることがないわけではないが、ユスティーナは前向きに捉えている。

「わたしはクロニエ子爵家から解放され、自分のしたいことが出来るのです。下位とはいえ貴族令嬢として生まれたにしては破格の好条件かと存じます」

　王城で職に就くにはどうしたらいいか、ユスティーナは既にアニーに確認している。紹介状があれば、とりあえずメイドとして潜り込めそうである。

　寂しさもあるが、働いているうちに家族を懐かしく思う気持ちは薄れるだろうと断じたユスティーナに、夫人が頬に手を当ててため息をつく。

「こんなに聡明で可愛らしいお嬢さんなのに……クロニエ子爵は見る目がないわ。なんてもったいないことを……」

　優しい夫人の言葉を否定することもできず、ユスティーナははにかんだ。

　なんだかんだ言っても、貴族社会というのは見栄と金で出来ているのである。

　子息は家を存続させるための部品で、令嬢は家を繁栄させるための撒き餌。

　故に令嬢は美しければ美しいほどいい。

　余計な知恵など不要、むしろ少し足りないくらいが都合がいい。

　ユスティーナは親の本音と建て前をよく知っていた。

　面と向かって『ライラとお前では白鳥とスズメだ』と言われることもある。比べるのも烏滸おこがましいということだろう。

「もし君さえよければ、ここを第二の家だと思ってくれ」

　エルヴァスティ伯爵はそう言うと立ち上がった。

「ユスティーナ、次からは正面から訪ねてくるように」

　片頬を上げた伯爵は、夫人と共に席を立った。

　見送ったユスティーナはぽかんとしながらニコのほうを向いた。

　彼はじっとユスティーナを見つめていた。その顔が、どこか誇らしげに見えたのは気のせいだろうか。

「ねえ、今のどういうことだと思う？」

「言葉通りだろう。次からは正面玄関から入ってこい」

　力強くユスティーナの手をまた握ったニコはそう言ってようやく手を放してお茶を飲んだ。

（よくわからないけれど……またここに来ていいってこと……なのよね）

　これまでニコと隠れて逢っていたユスティーナには、多少なりと後ろめたさがあった。子爵は階級的には伯爵の下である。

　そんな身分で、しかも家でつまはじきにされている子供にそのような慈悲を掛けてくれる道理などあろうとは思いもしなかった。

（優しい方たち……そしてそれはニコも）

　鍛錬をしているときのぎらついた顔とは違う、気品すら感じる横顔は最初に逢ったときと変わらず美しい。

　ニコをじっと見つめたユスティーナは少しの違和感を覚えた。

「あれ……ニコ、もしかして背が伸びた？」

　ユスティーナが尋ねると、ニコは口角を意地悪く上げた。

「今頃気がついたか、鈍いやつめ」

　出会ったときは同じくらいだったニコの目線は、いつしかユスティーナよりも上になっていた。

（そういえば力も強くなったし、身体の厚みも）

　模擬剣を振るう姿が、剣舞のように見えることもある。

　ユスティーナは剣のことは詳しくないが、振るう際の余裕が恐らく美しい動作に結び付くのだろう。

　美しく華奢だった男の子が急速に男になっていくのを間近に見て、ユスティーナは胸がときめくのを感じ、手で押さえる。

　ドキドキと高鳴る鼓動は手を押し返すような勢いだった。






　それから数年。

　ユスティーナは十七歳になっていた。

　十五歳になったライラの社交界デビューに合わせて、ユスティーナもデビューすることになり、慌てて準備が進められている。

　と言っても、ユスティーナの準備はそんなに大変ではない。

　ドレスは白と決まっているし、デザインもソニヤがライラのドレスを選ぶついでに勝手に決めてしまった。

　そこにユスティーナの意見は全く反映されない。

　ソニヤとライラの中でのユスティーナの立ち位置は、ライラの付き人のようなものだからだ。

　アニーを始め使用人たちはその仕打ちに憤慨したが、ユスティーナはそれどころではなかった。

（社交界デビューともなれば、お城に行ける……！）

　二年前から騎士としてお城勤めをしているニコに逢えるかもしれない、数少ない機会だからだ。

　ユスティーナは使用人だろうと付き人だろうと、お城に行ける口実になるのなら、なんでもよかった。

「でも、これではスリップとそう変わらないので……ちょっと手を加えましょうね」

　あまりに手抜き過ぎるし、なによりも下品だ。下着と変わらないドレスを手に持ったユスティーナは苦笑いをしてアニーに頷いた。

　ユスティーナにしても、こんなドレスでは胸を張ってニコに会いに行けないと思っていたので、アニーの申し出はありがたかった。

　ソニヤのことだ、ユスティーナのシャペロンどころかエスコートの手配もする気はないのだろう。

（もしもニコがまだお屋敷にいたらエスコートをお願いしたのに……いいえ、そんなこと言っては駄目よね。ニコは自分の力で未来を切り開いているんだから、応援してあげないと）

　ライラは見目がよく、ダンスの上手な従兄弟にパートナーを頼んだと言って浮かれていた。

　関心を向けないと機嫌が悪くなるので、ユスティーナは「いいなあ」とだけ反応した。案の定ライラはにんまりと勝ち誇った笑みを浮かべて、得意げに自分が準備したドレスの素晴らしさや高価なアクセサリーなどを自慢していた。

　それをはいはい、すごいわねと言いながら、ユスティーナは心が擦り切れていくような気持ちになっていた。

（ああ、ニコに逢いたい……）

　会って、話をしたい。それが無理なら近くで同じ空気を吸いたい。それも叶わないなら、頑張っている姿を遠目からでもいいから一目見たい。

　そうすれば、きっと勇気が湧くから。

　実はニコが騎士として王城に行く前、なにかあったらエルヴァスティ伯爵家に来るように言われていた。

　ニコもいないのにそんなことできないと恐縮したユスティーナに、伯爵夫妻は遠慮せずに来てほしいと言ってくれた。

　特に夫人は息子もニコもいない屋敷はつまらない、なにもなくても遊びに来てほしいとユスティーナの手を握って懇願した。

　その気遣いはありがたいが、さすがに厚顔が過ぎると思ったユスティーナはまだ一人で伯爵邸を訪問したことはない。

　だが時折、ニコと伯爵夫妻との昼下がりのお茶の時間を懐かしく思い出す。

　ユスティーナがアニーと相談しながらデビュタント用のドレスに手を加えていると、執事が一通の手紙を持ってやってきた。

「お嬢様、エルヴァスティ伯爵家からお手紙が届いておりますが……」

「えっ、伯爵様から!?」

　思ってもみない出来事に動揺しつつ執事から手紙を受け取ると、封筒には確かに伯爵夫人の名が記されていた。

　ユスティーナは逸る気持ちを抑えて封を切る。

　中には『手紙を読んだら是非早いうちに来てほしい』と書かれてあった。

　詳細は不明だが、そこから切迫した状況を感じ取ったユスティーナは慌てて出掛ける準備を始める。

「ちょっと出かけて来るわ！」

「お嬢様、もしかしてエルヴァスティ伯爵様となにかかかわりがあるのですか？」

　事情を知らない執事が心配そうに尋ねてくる。

　伯爵家やニコのことは、話が広まり過ぎるとどこからソニヤに漏れるかわからないので秘密にしていたユスティーナは、言い訳を考えて斜め上を見る。

「ええと、実は前に伯爵夫人の落とし物を拾って届けたことがあったの。そのときに私物を置いてきてしまったみたいで、その連絡なの。忘れ物を取りにいくだけよ」

　訝しげに眉を顰める執事に何度も『大丈夫だから』と言い含めてユスティーナは伯爵邸へ急いだ。

　なにか良くないことがあったのだろうか、もしかしてニコになにか……。

　騎士には怪我が付き物だという。

　屋敷で行っていたよりもずっと厳しい訓練が課されるだろうし、貴族子弟もいれば叩き上げの騎士もいる。規律も厳しいだろうし、もしかしたら顔が美しいからといじめられたりするのかもしれない。

（ああ、ニコ……！）

　逸る気持ちを抑えきれず、ユスティーナはいつの間にか走り出し、伯爵邸に着くころには息も絶え絶えになっていた。

「まあ、ユスティーナ！　そんなに息を切らして……もしかして走ってきたの？」

　玄関ホールで這ほう這ほうの体になってしまったユスティーナを迎えてくれた夫人が驚きの声を上げる。

「あの、急ぎの用って、一体……、もしかしてニコになにか……っ」

　汗だくのまま縋りつくようにして夫人に尋ねると、彼女は大きな瞳を見開いてからウルウルと潤ませた。

　わなわなと唇が震え、頬が紅潮していく様は美しかったが、不吉さを増していくようで恐ろしい。

「夫人……っ」

「ああ、可愛いユスティーナ！　すっかり大人びて……それに元気そうで安心したわ」

　伯爵夫人はユスティーナを抱き締めるとその柔らかな頬に自らの頬をすり寄せた。

「驚かせようと思って、思わせぶりな手紙を書いてしまってごめんなさい！　ニコは大丈夫よ！　ああ、自分の事よりもあの子の心配をするなんて、ユスティーナはなんて優しいレディなんでしょう！」

　エルヴァスティ伯爵夫人がなでくりなでくり、ユスティーナの頬といい頭といい、あらゆるところを撫でまわした。

「あの……っ、夫人？　では一体どういったご用件で？」

　ユスティーナが声を掛けると、夫人は我に返ったのか、両手を叩いた。

「あら、いけない！　ユスティーナ、こちらにいらして」

　優雅な淑女の顔を取り戻した夫人は、ユスティーナの手を引くと、たくさんある部屋の一室に案内した。

　そこには一体のトルソーが置かれており、真っ白なドレスを着せられていた。

「あなたにこれを見せたくて呼んだのよ」

「わあ……っ、とっても素敵ですね！」

　それは上品で美しいドレスだった。

　ユスティーナが目を奪われたのを満足げに眺めた夫人は、メイドに命じてトルソーからドレスを外させ、それをユスティーナの身体に宛がった。

「少し直しが必要だけれど、大丈夫そうね」

「え？」

　驚いて声を上げたユスティーナに、夫人はにっこりと微笑む。

「これは私がデビューのときに着て、娘が生まれたら仕立て直してあげようと思っていたものなのだけれど……。残念ながら息子しかできなかったから、無駄になってしまったの。良ければユスティーナがもらってくれないかしら」

　思いもよらない夫人の申し出にユスティーナは目を白黒させた。

「え、そんな！　とんでもないことです……っ」

　おさがりとはいえ、こんな上等なドレスをもらうわけにはいかない。ユスティーナが固辞すると夫人が俯いた。

「あ、そうよね……こんな時代遅れも甚だしいドレス、着ても恥ずかしいだけよね」

　ごめんね、無理を押し通そうとしてしまったわ。

　そう言って寂しそうに笑う夫人を、ユスティーナが放っておけるわけはなかった。

　首をもげるほど激しく横に振ると、夫人の手を取って一気にまくしたてる。

「恥ずかしいだなんて、そんなことあるわけないじゃないですか！　こんな素敵な夫人の思い出のドレスに、わたしなんかが袖を通していいわけないと！　そう思って！」

　このドレスが不満なわけではない、自分がこのドレスに相応しくないのだと言うと、夫人は柔らかく目を細めてユスティーナの手を握る。

「気に入ってくれたのなら、受け取ってほしいわ。あなたが着なければこれはクローゼットで朽ちていくだけなんだもの」

　首を傾げる夫人は美しかった。慈愛で後光が差したかのように感じたユスティーナは、気付けば首を縦に振っていた。

「はい、夫人……、ありがとうございます……」

　それから伯爵家のお針子が微調整をしてくれて、ついでに今風のデザインに近付けるように少しアレンジを加えると言ってドレスを持って下がった。

　ユスティーナは夫人とお茶を飲みながら尋ねる。

「あの夫人……大変ありがたいのですが、どうしてここまで良くしてくださるのですか？」

　ユスティーナは伯爵家になんのゆかりもない。

　ニコの友人ではあるが、そのニコでさえ、親類の子を預かっているだけで夫人の実子ではない。別に息子がいるというから、継嗣けいしがなく跡継ぎにと考えているわけでもなさそうだ。他家の事情をのぞき見る趣味はないが、自分への好待遇の理由がわからなくて、ユスティーナは戸惑う。

（継母のソニヤですらこんなことをしてくれないのに、なぜ……）

　夫人の親切を素直に受け止めることが出来ない自分に嫌気が差しながら、湧き上がる疑問を止めることが出来ない。

　そんなユスティーナを見つめた夫人はニコリと口角を上げた。

「私にもあるのよ、そばかす」

「え？」

　驚いて夫人の顔を凝視する。しかしユスティーナと同じ茶色のシミは見えない。

　夫人はクスクスと笑いながら自分の頬や鼻梁を指し示す。

「化粧をしているから隠れているけれど、私もあなたと同じように肌が白いからすっぴんだと目立つの」

　あまり凝視してはいけないと思いつつ、ユスティーナは夫人の滑らかな肌から目を離すことが出来ない。

（夫人にも、そばかすが……？　こんなに優美なのに？）

　ユスティーナはそんなふうに思っている自分に違和感を覚えた。

　夫人が優美なこととそばかすがあることに因果関係はないはずなのに、どうしてそう思うのだろう。

『なんて不器量なのかしら』

『アンタ、そのそばかすみっともないわねえ』

　耳の奥にソニヤの蔑む声が甦ってくる。

　幼い頃からそんなふうに言われ続けていたユスティーナは、知らずそばかすがある自分ではなにをやっても認められないのだと思い込んできたのだと気付く。

　それを払拭するように、勉強にも家事にも言われるままに精を出してきた。

　しかしいくら頑張っても、そばかすはなくならない。ゆえにやっぱり自分は駄目なのだと信じた。

（呪縛だわ）

　長年自分を息苦しく縛っていたものがようやくわかったユスティーナは、目の前の霧が晴れたようなすっきりした気分で夫人を見つめた。

「あら、なんだかとてもいい顔になったわね」

「はい、夫人のお陰です。ありがとうございます……あの、抱きしめても？」

　上目遣いであざとい表情のユスティーナと視線を合わせた夫人は、声を上げて笑い、そして二人してきゃあきゃあ言いながら抱き合った。






　パーティー当日、準備万端のライラと両親、そしてライラのパートナーの従兄弟で馬車はいっぱいになった。

　無理をして詰めれば乗れなくもないがライラがそれを嫌がった。

「いやよ！　ドレスがしわになってしまうし、それに優雅じゃないわ！」

　確かに四人乗りの馬車からぞろぞろと五人が降りてくるのは少々みっともない。

「いいわ、わたしは歩いていくから」

　自分が言い出さなければ場が収まらないとわかっていたユスティーナが手を上げて申し出ると、ソニヤが鼻息も荒く「当然でしょう！」と言い放つ。

「ライラの晴れの舞台なのに、自分ものこのことデビューしようだなんて厚かましいにもほどがあるのよ！　遅れないようにしなさいよ。アンタはライラの付き添いなんだから！」

　馬車で行くほうが早く着くのは道理なのに、無理を言う。

　ため息をついて馬車を見送るとユスティーナは歩き出した。

　前々からわかっていたことである。

　クロニエ子爵家の紋章がついている正式な馬車は一台で、四人乗りだ。

　普通に考えたら乗り切れないのはわかるはず。

　だから従兄弟が乗ってきた馬車と二台に分かれていくのかと思ったのに、そちらの馬車は馬を休めるという名目で屋敷に置いていくそうだ。

　ならば屋敷の厩舎にいる馬に乗せ換えることもできるのに、それもしないとのことで、呆れて声も出ない。

（まあ、いいけれど）

　ユスティーナはコートを羽織ると見送りに出ていたアニーに手を振る。

「じゃあ、ちょっと行ってくるわね」

「お嬢様、待ってください、今、馬車を……」

「勝手に馬車を使ったとなれば叱られてしまうわ。それに馬車は渋滞するだろうから、近道をすれば歩いて行っても間に合うわ」

　ユスティーナはひらひらと手を振ると歩き出す。王城でパーティーが開かれるため、王都ごと浮足立っているようだ。

　露店も出てにぎやかだし、ランタンに明かりが灯されて美しい。

（それにしても、ドレスの事……突っ込まれなくてよかった）

　エルヴァスティ伯爵夫人から頂いたドレスを身に纏い、薄化粧をしたユスティーナを見てソニヤは眉を顰めたものの「頑張って手直しした」という言葉に顔を背けた。

　品よく仕上がっているのが気に障ったのだろう。

　デザインが古臭い、下手だわと言い捨てたのみで、それ以上文句を言ってこなかった。

　よく見ればスリップのようなドレスが、多少手直ししたくらいでここまでの出来になるわけはないのにソニヤは気付かないようだった。

（まあ、もともとわたしに興味がないから当然と言えば当然かしら）

　たくさんの馬車がユスティーナを追い越していく。

　行き先はもちろん王城だろう。

　今夜はほとんどの貴族が招待されているはずだ。

　街の様子を見ながら少しのんびりしてしまったと気付いたユスティーナは、少し焦って早足で歩く。

　いくら王城への道が渋滞していたとしても、こちらは徒歩だ。

　大丈夫だとは思うが、万が一ライラの支度に遅れてしまっては目も当てられない。帰ったらきついお叱りを受けてしまうだろうことは想像に難くない。

　足早に歩くユスティーナを立派な馬車が追い越し、少し先で停まった。

「ユスティーナ！」

「まあ、夫人！」

　馬車の窓から顔を出したのはエルヴァスティ伯爵夫人だった。

　御者が恭しく扉を開けると、夫人が駆け寄ってきた。

「どうしたの、こんなところを歩いているなんて」

「あ、これは……事情がありまして……」

　まさか家の馬車に乗車拒否されたとは言い難く、笑って誤魔化す。

　だが夫人はピンときたようで、眉をキリリと吊り上げるとユスティーナの手を引いた。

「うちの馬車に乗りなさい。一緒に行きましょう！」

「そんな、申し訳ないです……」

　遠慮していると、中からエルヴァスティ伯爵まで降りて来てしまった。

「ユスティーナ、ドレスがよく似合っているね。さあ、乗りなさい。遅れてしまうぞ」

「伯爵様……ありがとうございます」

　二人からそう言われては、断ることはできない。

　他人の親切に心があたたかくなるのを感じながら、ユスティーナは伯爵家の馬車に相乗りさせてもらうことになった。

　馬車の中では二人から散々美しいと褒められ、少々逆上のぼせた感があったユスティーナだった。

　伯爵家の馬車は子爵家の馬車よりも優先して中に入ることができたため、無事にライラと合流することができ、ユスティーナは安堵の息をついた。

「遅れなかったのね、もしかして走った？」

　クスクスと忍び笑いをする異母妹の顔には嘲りが浮かんでいたが、ユスティーナはそれを受け流す。

「間に合ってよかったわ」

　ユスティーナにとって、王城に来る機会は大変重要だ。

　将来の勤務先になるし、それにここにはニコがいる。

　先ほど伯爵がニコは会場を警備しているはずだから、多分逢えるだろうと教えてくれた。

（逢えると言ってもお仕事中だし、少しでも顔が見られれば御の字なんだけれど）

　あまりきょろきょろしては品がない。

　ユスティーナは目だけを動かして警備の騎士の様子を探る。

　金髪はこの国には多いので、それだけを目印にしても見つけるのは難しい。

（美形よ……遠目からでもわかるくっきりとした美形を目の端ででも捉えられれば……）

　国王にデビューの挨拶をする間も気もそぞろでニコを探すユスティーナの視界を、美形の影が掠めた。

（ニコ……？）

　半眼にしていた目をカッと見開き、焦点を合わせたユスティーナはぎくりとした。それは玉座と同じ列に並ぶ、王族の席だったのだ。

　金の髪に紫の瞳のその人物はニコとよく似ていた。

　鍛えているのかがっしりとした肩に引き締まった体つきをしている。だが、よくよく目を凝らしてみると僅かに違う。

（驚いた……よく似ているけど違う人だわ。それにあの方は王子様よね……？）

　最後にカーテシーをして国王の前から去り、次の令嬢に順番を譲る。

　このネニア国の国王には二人の子供がいる。

　第一子がヒルダ王女。ユスティーナよりも五歳年上で二十二歳。そして第二子のヴィルヘルム王子。こちらは十九歳のはずだ。

　ネニア国では女性も王となることが出来るが、即位するには国王からの指名が必要となる。

　国王は今のところ後継を指名してはいないが、諸侯の間ではヒルダ王女になるのではという見方が多い。

　王妃のイーリスがヒルダを溺愛しているし、当のヒルダの性格が良く言えば強気、悪く言えば強欲だからだ。

　弟にやるくらいならそれがなんであれ自分のものにしようという気持ちが強いらしい。

　ヴィルヘルム王子は気弱なのか、それに楯突くことはないという。

（見たところ身体を鍛えているようだし、そんなに弱気なふうには見えないけれど）

　心と身体は違うということだろう、と納得してユスティーナは不自然にならない程度に辺りを見回す。

　ニコが見当たらない。

　もしかしたら会場ではなく、場外の警備に回ったのかもしれない。

　意気消沈を隠せないままダンスの時間になった。

　ライラが従兄弟のエスコートで張り切ってホールの中央に躍り出る。

　美しいライラは豪華なドレスも相まって注目の的だ。

　付き添いと言ってもユスティーナだって今日がデビューなのだから踊ってもいいのだが、ライラと同じところでユスティーナが踊るのを家族はよく思わないだろう。

　本来であれば父親がダンスの相手を務めてもおかしくないというのに、父親にはその気がないようだ。

　ユスティーナは周りの視線が背中に刺さるのを気にしながら、ホールから抜け出して果実酒でのどを潤す。

　白いドレスで、見るからにデビューであるとわかるユスティーナが踊りにいかないのはひどく目立つ。

　しかしホールを去ればちらほらと同じような令嬢が見受けられた。

　ダンスが嫌い、もしくは怪我をしている、やんごとない事情がある……みんなそれぞれに理由がある。

　ライラは従兄弟とのダンスが終わったら、次は恐らく父親と踊るだろう。そしてそのあとは彼女の美しさにぽ～っとなった誰かと順番に踊るのだろう。

（本当に、わたしなんかとは大違いで、ライラはモテるんだから）

　グイっとひと息にグラスを空にすると、後ろから肩を叩かれる。驚いて振り向くとそこには従兄弟がいた。

「あら、どうしたの？」

　もう最初のダンスが終わってしまったのかと尋ねると、従兄弟は鼻で笑う。

「子爵が娘とダンスしたがってね、譲ったのさ」

「それは父が失礼しました」

　ユスティーナの知らぬこととはいえ、せっかく頼んだパートナーに恥をかかせるようなことをしてしまったことを謝罪する。

　そんな恨み言を言いに自分をここまで探しに来たのかと内心思っていると、従兄弟の腕がユスティーナの腰に触れた。

「……なんの真似？」

「父親の尻拭いは娘がするべきでは？」

　従兄弟の下卑た笑いにゾッとする。

（なぜわたしが……）

　そう突っぱねたいところだが、父の不手際があったことに変わりない。

　これがもし、ソニヤがしでかしたことなら事情は変わってくるだろうが……。ユスティーナはため息をついた。

「わたしがあなたとダンスを踊ればいいの？」

　そう尋ねると従兄弟は片眉を吊り上げた。

「はあ？　コケにされたのにそんなことで腹の虫が治まるかよ。ちょっとこっちに来い」

　従兄弟はユスティーナの手を掴んだまま大股に歩きだす。

　常にはない強引さにユスティーナはグラスを置く間もなく、引かれていった。

「ちょっと、待ってよ！　どこに行くの？」

　どんどんとひとけのないほうに進んでいく気がして、声を掛ける。初めて登城したユスティーナは彼がどこへ向かっているのか、まったくわからない。

　従兄弟はとうとう回廊から外へ出ると、そのまま中庭を突っ切って歩く。

　パーティーの会場からは既に遠く離れ、楽団が奏でる音楽もほとんど聞こえなくなる。

「ねえ、待ってったら！　わたし、行かないわ！」

　従兄弟だからと思ってここまで付いてきたが、さすがにこれ以上は危険な気がした。ユスティーナは従兄弟の手を無理矢理引き切ると立ち止まる。

　抵抗されたのが気に障ったのか、従兄弟は目を眇すがめると舌打ちをした。

「ちっ、不器量なうえに男に従順じゃないなんて……いったいどんな教育を受けてきたんだお前は！」

　声を荒らげて再びユスティーナを掴もうと腕を伸ばしてくる従兄弟……いや、不埒な男の目は血走っている。

　ユスティーナは自分が今本当に危険な立場に立たされていると知り、息を呑む。

　場所は中庭の端、人の気配はない。逃げようにも慣れぬドレスと踵の高い靴では、全力で走ることは叶わないだろう。

（いざとなったら裸足で……）

　なにか武器になるようなものは落ちていないかとあたりを見回すが、残念なことに一分の隙もなく整備された王城の中庭には棒切れひとつ見当たらない。

　動揺したユスティーナの隙をついて、男が一気に距離を詰めた。

　あ、と思った直後、ユスティーナは肩を掴まれ木の幹に身体を押し付けられてしまった。

「うっ！」

　一瞬息が止まるほどの衝撃に、意識が遠くなった。しかし顔のすぐ近くで獣のような生臭い息を吐きかけられると、全身が粟立つような気持ち悪さを感じる。

「この俺がお前如き『スズメ』を相手にしてやるんだ、光栄に思えよ……っ」

　ギクリと身体が強張った。

　小さい頃ソニヤが言い出した、ユスティーナを揶揄する『スズメの子』。これにはスズメの色のようなそばかすがある子供、という意味が込められているが、同時にライラのように幼い頃から白鳥のごとく美しい子供とは違うのだという蔑みも込められていた。

　エルヴァスティ伯爵夫人のお陰でその呪縛から逃れたと思っていたのに、この状況でまた馬鹿にされていたときのことが脳裏によみがえる。

「やめてよ……っ、放して……っ」

「はっ、化粧をして隠しても『スズメ』は『スズメ』なんだよ！」

　だから好きにされても当然だというのか。

　そんなのは間違っている！　と全力で男を否定したいユスティーナだったが必死に歯を食いしばり手を突っ張っているため、できなかった。

　徐々に男との距離が縮まっていくのを絶望とともに見ていると、男がべろりと自分の唇を舐めたのが見えた。

　獣のような仕草にまた皮膚が粟立つ。

（いや、これ以上そばに寄られるのなんて、耐えられない！）

　今は非力なユスティーナをいたぶるようにして楽しんでいるが、その内きっと痺れを切らして強引な行動に出るだろう。

　そうなればユスティーナはあっという間に男の餌食になってしまうに違いない。

（そんなの嫌……っ、誰か……ニコ！）

　ニコを心の中で呼ぶと、急に涙腺が緩んでしまったのか、涙が零れた。

　卑劣な男に涙など見せたくはないのに、一度堰せきを切ってしまったものはすぐに止まってくれない。

「なんだお前、泣いているのか？　ははっ、馬鹿だな……」

「馬鹿はお前だ」

　急に低い声がして、それと同時に目の前の男から潰れたカエルのような声がした。

「ぐぅ、えええ……っ」

「あ……っ」

　涙に濡れた顔を上げると、そこには見慣れた美形が、見慣れぬ恐ろしい顔をして立っていた。

　それもただ立っているわけではない。卑劣な男になり下がった従兄弟の首を後ろから片手で掴み、ギリギリと締めあげている。

「ニコ……！　どうしてここに……」

「話は後だ。ユスティーナ、この男は誰だ」

　ニコは表情を変えずに、さらに冷たい声で問う。ユスティーナは緊張して言葉を喉に閊つかえさせた。

「あの、……従兄弟よ、父方の。今日はライラのパートナーとして来ていて……」

「それがなぜ、君とこんなところにいる？」

「は……、離し……っ」

　更に首を締め上げられたのか、従兄弟は苦悶の表情を浮かべて足をばたつかせる。首だけで持ち上げられ、足が浮きそうになっていた。

「ニコ、やめて！　死んでしまうわ！」

　いくらユスティーナを助けるためとはいえ、従兄弟はこれでも爵位を持つ貴族家の子息だ。殺してしまっては大変なことになるだろう。

「こんなところに女性を連れ込み、嫌がるのを無視して追い詰めるなんて、それでもお前はネニアの男なのか！」

　厳しい声で一喝するが、従兄弟には届いていない。じたばたと苦しそうにもがき、顔色が悪くなっている。

「ニコ！　本当に死んでしまうわ！　手を放して！」

「……もうユスティーナに狼藉を働かないと誓うか」

　さらに低い声で言い放つニコに、従兄弟は微かに首を上下させる。それを承諾とみなしたニコはようやく投げ捨てるようにして手を放す。

「もし誓いを破ったら、世界の果てまで追っていって殺すからな。とっとと去れ。ユスティーナ、行くぞ」

　尻もちをついたまま激しく咳き込む従兄弟を横目に見つつ、ユスティーナはニコに連れられてその場を離れた。






「お前は馬鹿か」

　さっき従兄弟に向けたのと同じ言葉を頭上から浴びせられ、ユスティーナはムッと眉を顰める。

　まるでユスティーナに落ち度があったような言い方は納得できない。確かに強硬に同行を拒否していればニコの手を煩わせることはなかった。

　その点だけは反省している。

「馬鹿ではないつもりだけど、あなたを巻き込んで手間を掛けさせてしまったことは申し訳ないと思っているわ」

　唇を尖らせたままそう言うと、ユスティーナは頭を下げた。

　これでニコの溜飲が下がるのなら安いものだ。

　だが、ニコは満足した様子がないどころか、さらに機嫌を悪化させる。

「そうじゃない、ユスティーナ！　俺はお前との感動的な再会をあんな奴にケチをつけられたのが我慢ならないんだ！」

　そう言うと白い手袋をつけたまま、顔を覆ってしまう。

「くそ……っ、今日お前に逢えると思って楽しみにしていたのに、あんな男と密着しているのを見るなんて！」

「ニコ、本当に悪かったと思っているわ。わたしだってニコと逢えるのだけを楽しみに王城へ来たのに、こんなことになるなんて思わなかったのよ」

　まさかライラのパートナーである従兄弟があんな行動に出るなんて、ユスティーナには予想もできなかった。

　ニコとの再会がこんなことで台無しになってしまうなんて。

　悲しみに眉を顰めると、ニコが口を開く。

「あいつには、なにひとつ許してはいないだろうな」

「許す……？　なんのこと？」

　許すもなにも、話をするまもなく手を引かれたのだと説明すると、ニコは顔を覆った指の隙間から神秘的な紫の瞳を覗かせた。

　ユスティーナがずっと見たかった、大好きな瞳だ。

「ユスティーナ、お前は俺と一緒にいたいと言っていたな。それは今も変わっていないか？」

　突然そんなことを言われたユスティーナは驚いて目を見張る。

　もちろんニコのことが好きだという自覚があるユスティーナは、ニコと一緒にいられるなら嬉しい。

　クロニエ子爵家としても、いまさらユスティーナになにかを期待することはないだろう。もしかしたら従兄弟があることないこと告げ口したら家を追い出される可能性もあるかもしれない。

（わたしはいいのよ。どうせ王城で働き口を見つけようと思っていたんだから。でも……）

　ユスティーナはニコを見上げる。

　ニコのほうはどうなのだろう。

　エルヴァスティ伯爵家に住んでいるのだって、話しづらい複雑な事情があるらしく、詳細は知らされていない。

　ただ貴族ではあるらしいというだけ。そして今は王城で騎士をしていることだけは知っている。

　家名もなにも知らず、一緒にいたいと口にしてしまっていいのだろうか。

　ユスティーナは俯いて口を引き結ぶ。

　それが諦めに見えたのか、ニコがユスティーナの両方の二の腕を掴んで揺さぶった。

「俺はあいつにユスティーナを奪われるかもしれないとなったとき、自分でも驚くほど動揺した。絶対に誰にも渡したくないと思った」

「……ニコ、それって」

　まるで愛の告白のようではないかと、ユスティーナは感じた。

　胸が高鳴り身体がフワフワと浮いているような心地がする。

「ああ、ユスティーナが好きだ。俺とずっと一緒にいてくれるか？」

「ねえ、それって一緒にお城に住もうってこと？」

　王城には城内に勤める既婚者でも入居できる生活棟があり、ニコはそこで暮らしているはずなのだ。

　勢い込んで聞くと、ニコは頷いた。

「ああ、ユスティーナが俺と結婚してくれるのならば、そういう事になる」

　一緒、ニコとずっと一緒……っ！

　ユスティーナの胸に喜びが溢れた。

　デビューして立派なレディとして扱われるというのに、慎みも忘れてニコに抱きつく。

「するわ、結婚する！　大好きよニコ！」

「ふふん、知っていたさ」

　ニコの表情がようやく和らいだ。

　ユスティーナはニコを見上げた。

　どうしても今、ニコから欲しいものがあったのだ。

　それはニコに伝わったらしく、彼は少しはにかむと手をユスティーナの輪郭にそっと添わせた。

　美しいニコの顔が近付いてくる興奮に耐えられず、ユスティーナは瞼を閉じる。するとすぐにしとりと柔らかいものがユスティーナの唇に触れた。

　それは何度も角度を変えて押し付けられるので、くすぐったくてユスティーナは笑ってしまう。

「こら、こんな時に笑うなんて失礼な奴め」

　そう言うニコも笑っていた。






　ひとしきりいちゃついてから、ユスティーナは仕事中だというニコと別れ、そっとダンスホールに戻ってきた。

　かなり長い間席を外してしまったと焦ったが、ユスティーナが会場にいなかったことは特に問題になっていなかった。

　会場の熱気を感じながら、ユスティーナはニコとのやりとりを思い返す。

「俺たちのことは、少しの間秘密にしよう」

「秘密？」

　ああ、とニコが頷く。

　なんでも王城で働いてすぐに付き合ったり結婚したりすると、女官長に目を付けられてしまうというのだ。

　女官長とは王城で働く女性たちを管理指導する一番偉い女性のことだ。女官長に目を付けられては王城で働き続けるのは難しいだろう。

「それは困るわ！　わかった、秘密にしましょう！」

「その辺の根回しは任せてくれ」

　ニコは持っていると有利になるという紹介状の手配を約束してくれた。知り合いに頼めそうだと得意げな顔をする。

「いいの？　それでニコが大変な仕事を押し付けられたりしない？」

　紹介状と引き換えにニコに不利益があるのは困ると言うとニコは緩くかぶりを振る。

「ユスティーナはメイドよりも、侍女のほうが向いていると思う」

　侍女とは、位の高い女性の話し相手や身の回りの世話をする女性のことだ。

　平民でもなれることがあるメイドとは違い、こちらはある程度貴族社会のことが身についていなくてはならないため、貴族の令嬢がなることが多い。

「わたしは王城で……ニコの近くで働けるならどちらでもいいんだけど」

「可愛いことを言う……。ならばなおさら侍女のほうがいいだろう」

　ニコは王族やそれに近しい貴族の警護に就くことが多いのだという。

　ならばニコの言う通りにしたほうがいいだろうと判断したユスティーナは、紹介状をエルヴァスティ伯爵経由で手配してもらうことにした。

（早めに家を出る手筈を整えておこう。万が一にでもお父様がわたしの結婚相手をみつけてきたら大変だもの）

　ユスティーナの結婚相手を見つけるのは、ライラが決まったあとだとわかっているので猶予がある。とはいえ、厄介払いとばかりに適当なところに嫁入りを決められては困るのだ。

（結婚相手まで決められて堪るものですか！）

　ユスティーナは帰ったらすぐに行動を開始しようと心に誓った。

　中央付近で踊るライラを眺めていると「見てあれ……」と不満が感じられる声を耳にした。

　なんだろうと思って意識をそちらに向けると、なんとライラがずっと中央付近で踊りっぱなしだと、非難している。

「普通なら何度か踊ったら脇に寄って中央を他の人に譲るものですのに」

「少し常識がないのでは？」

「美しさを鼻にかけているのかしら」

（あら……、これは良くないわね……）

　冷や汗をかいたユスティーナは会場にいるであろう父と継母を探した。

　従兄弟を押し退けてまで娘と踊ったと言うから近くにいるものと思っていたが姿は見えなかった。

　さすがにずっと張り付いているのではなさそうだ。

　ユスティーナはさりげなく場所を変えてライラの目に留まるように何度か合図を送った。

「なによ、なんか用？」

　頬をバラ色に紅潮させ、ハアハアと息を弾ませたライラが、楽しい時間を邪魔されたとばかりに美しい顔を顰める。

「ごめんなさい。少し休憩を挟んだ方がいいと思って。もしかして足が痛いのではないかしら？」

　ライラが履いている靴はいつもよりも踵が高い。

　歩くのは大丈夫でも、ダンスをすると負荷がかかるに違いないのだ。

「そう言えば、少し痛いかも……」

　思い出したように足元を気にするライラに、ユスティーナは微笑みかけ壁際の椅子へと誘導する。

「座っていて。なにか飲み物を持ってくるわ」

　すっきり飲めるものと、軽く摘まめるものを持って戻ると、ライラが座る椅子の前には人だかりができていた。

　よく見るとそれはライラをダンスに誘おうとする男性たちだった。

　彼らはライラの美しさを褒めそやし、なんとか踊ってもらおうと必死だ。飲み物だけでも届けようと一歩踏み出したユスティーナだったが、ライラの手にはもうグラスが握られていた。恐らく取り巻きの誰かが差し入れたものだろう。

　手にしたグラスをどうしようか迷っているユスティーナに気がついたライラが、近付くなというように手を振ってきた。

　まるで犬でも追い払うような仕草に悲しくなる。

　きっとこんなみっともない『スズメの子』が異母姉だとは知られたくないのだろう。ユスティーナはそう理解して身体の向きを変えライラがいるのとは別の壁際に退避する。

　壁の花にもなれないユスティーナはグラスの中身を呷あおるとため息をついた。

（ああ、早く独立したいわ……）

　これが自分にとっての普通だとわかっているが、ユスティーナの気持ちは急いた。

















２・王城で生きるスズメ












　パーティーのあと、ユスティーナはさっそく父親に王城で働きたい旨を伝えた。

「なんの取り柄もないので、家族に迷惑をかける前に自立した生活をしたい」としおらしく俯くと、ソニヤが勝ち誇ったように哄笑こうしょうする。

「あははは！　ようやく自分の置かれている立場を理解したようね！　遅いくらいだわ」

「しかし当てはあるのか」

　一見心配しているような口振りだが、その苦い表情からは『おかしなところで働いて我が家の品位を落とさないでくれ』と思っているのが透けて見えた。

（あは……わかりやすぅい！）

　心の中で苦笑したユスティーナは「実は……」と自信なさげに王城で働こうと思っていることを告げる。

「行儀見習いにもなりますし、仕込んでいただいた掃除や洗濯も技も生かせますし……」

　そう言うと父親は「うむ」と重々しく頷く。

「そこまで言うのなら好きにするといい。ただし、ライラの……ひいては我が家の邪魔だけはしないと誓え」

「もちろんです」

　ユスティーナはソニヤから横槍が入る前に話をまとめたくて、頭を垂れて父に恭順を示した。

　父はそんなユスティーナの態度に満足したのか、鷹揚な態度で王城で働くことをその場で許可した。






　ニコは約束した通りエルヴァスティ伯爵宛てに紹介状を手配してくれた。

　散歩の途中でそれを受け取りに行ったユスティーナは、その紹介状を書いてくれた人物の名前を見て声を上げた。

「ひええええ！　これって……！」

「あら、ハッキネン辺境伯じゃない」

　覗き込んだ夫人が声を上げる。

「辺境伯って……偉い人、ですよね……？」

「そうねえ。陛下の従兄弟であらせられるわ」

　それを聞いてさらに血の気が下がる。

　国王陛下の従兄弟ということは、王族であるということだ。

　そんなたいそうな身分の人物からの紹介状など持っていったら、変に注目されてしまうのではないか。

「気にしなくても大丈夫だ。辺境伯はニコが剣術指南で世話になったお方でね、懇意にさせていただいているのだ」

　ユスティーナの顔色を気にした伯爵が教えてくれた事実に驚きを隠せない。

（あの時の乱暴な教師が……辺境伯閣下……！）

　ニコからは尊敬する剣の師だと言われていたが、第一印象がよくなかったため、ユスティーナは苦手にしていた。

　しかしこんな面倒な頼みを聞いてくれたのだ。徐々にでも認識を改めた方がいいだろう。

　今後王城で顔を合わせることがあれば礼を言わねばならない。

「はあ……、そうだったのですね。ニコが無理をしていないのならよかったです」

　まだドキドキする胸を押さえるユスティーナに伯爵が口角を上げる。

「しかしユスティーナも水臭い。紹介状なら私がいくらでも書いてあげるというのに」

「えっ、そんな……！　既にこんなにお世話になっているのに、さらにそんなご迷惑をかけるわけにはっ」

　顔の前で慌てて手を振ると、伯爵が眉を寄せる。

「頼りにされないのは悲しいなあ」

「はっ、伯爵様……っ、ふ、夫人～～～～」

　揶揄われているのはわかるがどう対応していいかわからず、ユスティーナは顔を真っ赤にして夫人に助けを求める。

「あら、ほほほ。あなた、ユスティーナを困らせないでくださいな……でもユスティーナ」

　夫人がユスティーナの手を握る。

　その声音はさきほどまでと違い、真剣味を帯びている。

「は、はい……」

「私たちがあなたの力になりたいと考えているのは本当よ？　できれば誰より先に頼ってほしいと思っているの」

　夫人の手に力が籠り、気持ちが痛いほど伝わった。

「伯爵様、夫人……ありがとうございます！」

　ユスティーナは目に涙をいっぱいに溜めて泣くのを堪えた。






　辺境伯の紹介状は、大変な威力があった。

　申し込みから登城しての採用試験、そして面接も驚くほどスムーズで、身構えていたユスティーナは拍子抜けするほどだった。

　ニコが言うように侍女として召し上げられ、比較的いい待遇の一人部屋を宛がわれる。

　他の貴族令嬢とは違い、ほとんど手ぶらのような状態で登城したにも関わらず、特に困ることなく王城生活をスタートさせることが出来た。

（とはいえ……どうして女官長付になってしまうのかしら……！）

　これは辺境伯の紹介状の弊害と言える。

　ユスティーナは知らなかったが、辺境伯は滅多に紹介状を書かないことで有名なのだという。そんな辺境伯が認めた令嬢とは果たしてどんな人物なのかと女官長の目に留まってしまったのだ。

　ユスティーナは図らずも、初手から思いっきり注目を浴びてしまった。

　そしてクロニエ子爵家の令嬢と聞いて、誰もがライラを思い浮かべたらしいが、実際に来たのは姉のユスティーナ。

　美しさから言えばライラに劣るユスティーナを見た面々は落胆を隠さなかった。

（わかります……、噂の美少女が来ると思っていたらそばかすの浮いた冴えない姉が来てしまったら、それはがっかりしますよね！）

　そう心の中で思いながらもユスティーナはバリバリ働いた。

　他の令嬢が避けたり遠慮したりするようなこともどんどんこなしていく様は、いっそ小気味が良いくらいだった。

　今にして思えば、我儘なソニヤやライラ、そして自分に興味のない父親の相手をしていた経験がユスティーナを強くしたとわかる。

　彼女たちに比べたら、多少我儘だったり意地悪だったりする王城の人間のほうが数倍扱いやすかった。

　ユスティーナにとって、働いていたほうがずっと息がしやすい。

（まさかこんなところでソニヤに感謝する日が来るなんて）

　そう考えると、子爵邸での虐げられた生活は無駄ではなかったと思える。






「順調そうだな」

「ええ、おかげさまで」

　警備の仕事をしているため、ニコとは頻繁に言葉を交わすことはないが、それでも王族がいる所を探せばニコの姿を見つけることができた。

　そんなとき目で合図をし想いを伝えあうのだが、その行為のくすぐったいこと。

　ユスティーナはかつてないほどに充実した生活を送っている。

　時々こうしてニコとの逢瀬を楽しむことが出来るのも、生活に張りを与えてくれた。

　人目に付きにくい王城の裏手の木の陰で寄り添うようにして近況を語り合っていると、ニコが労わるような視線を向けてくる。

「つらくはないか？」

「え、全然！　楽しくて仕方がないわ！」

　どうしてそんなことを聞くのか不思議に思って首を傾げると、ニコは申し訳なさそうに眉を顰める。

「いや、辺境伯の紹介状であんなにユスティーナに注目が集まるとは思っていなくて……。結局厳しい女官長付になってしまったし」

　責任を感じているのか、ニコはかかとを地面に打ちつけるようにしている。

　そんな子供っぽい仕草を見るのは初めてで、ユスティーナはニヨニヨと口が緩むのを押さえる。

「ふふっ、本当に大丈夫なんだってば。ソニヤ……ああ、継母なんだけど、彼女に比べたらみんな優しいし、厳しい言葉や態度の中にわたしを早く一人前にしようと思ってくれているのがわかるから、つらくなんてないわ」

　気にすることはないと笑顔を見せるが、ニコは複雑そうな顔のままだ。

「なにかあったら、必ず教えてくれよ？　一人で抱え込まないでくれ」

　ぎゅっと抱きしめられたので、自分からも腰に手を回して身体を預けると、ニコの香りに包まれるようで幸福度が増す。

「ああ……、ニコの匂いがする」

「匂いを嗅ぐのはやめてくれ……」

　嫌がりながらもどこか照れくさそうに言いながら、ニコはユスティーナの髪に口付けをする。くすぐったいと笑っていたユスティーナだったが、その唇が徐々に額や瞼に下りてくると身を固くせざるを得ない。

「あの……、ニコ？」

「うん？　どうした」

　長身を屈めてさらに口付けを続けるニコに、ユスティーナはどう対応したものかと悩む。

（いやじゃないの……そうじゃないんだけど……っ）

　身を隠しているとはいえ、いつ誰が来るかしれないところでいちゃついているのは落ち着かない。

　もしもこんなことをしているのが見つかったら、なんと言われてしまうだろう。

　しかし驚くことに王城は職場恋愛が禁止ではない。

　各自仕事に私情を挟まなければ、黙認されるらしい、と最近親しくなった同僚から聞いた。

「……あまり、激しくしないでね」

「……っ！」

　そう言った瞬間、ピリとニコが緊張したのがわかった。

　驚いて顔を上げようとすると、強引に唇を塞がれてしまう。

　あまりの性急さに驚いて呻くと、一旦唇が解放される。

「ユスティーナ、お前本当にわかってないよな」

「え？」

　見つめるとニコの瞳の奥でチロチロと情欲の炎が燃えているのがわかった。それはユスティーナを一瞬怯ませたが、それ以上にニコの偽らざる気持ちに触れて、胸が高鳴る。

（ニコ、もしかしてわたしを求めてくれているの……？）

　外とはいえ城の敷地内で、しかも隠れるようにしてこんなことをするのは、良くないことだとわかっていた。

（でも……ニコともっと抱き合いたい……！）

　ユスティーナは背伸びをして自分からニコに口付けた。首に腕を回して引き寄せるようにすると、ニコが身体を屈めた。

　舌が唇を割り口腔に侵入してくると、戸惑いながらも舌を合わせる。じいんと身体の中のほうが痺れるような心地に膝が抜けそうになる。

「ふ、あふ……っ」

　歯列を舐め口蓋を舌先でチロチロと撫でられると脳天にチカチカと星が瞬き始めた。これは危険な兆候だと本能が警鐘を鳴らす。

　怖気づいたユスティーナが口付けを解こうとすると、ニコがそれを拒否するように深く舌を搦めてきた。

「ん、んん……っ」

　脳天の星の瞬きが強くなり、とうとう立っていられなくなったユスティーナはガクンと膝を折る。

「おっと……」

　すんでのところでニコがユスティーナの身体を支え事なきを得た。しかしユスティーナはそれに感謝するよりも先に不満を口にしてしまった。

「ちょっと、激しくしないでって言ったじゃない！」

「無理だ。ユスティーナが可愛すぎて手加減できない」

　しれっと悪びれもなく言うさまが、なぜかひどく癇に障ったユスティーナはきびすを返して立ち去ろうとする。しかし膝が覚束なくてよろめいてしまったのを、ニコが後ろから支えて覗き込む。

「ユスティーナ、お前は隙が多すぎる。可愛くて、ずっと囲っていたくなる」

「……可愛くなんか」

　照れ隠しもあるが、ユスティーナは顔を逸らし、更に手で目の下を隠す。

　薄化粧をしても、口付けをする距離まで近付けばユスティーナの肌に浮いたそばかすは見えてしまうだろう。

　それを大好きなニコに見られてしまうことは避けたかった。

　付き合いも長く、ニコはそばかすの有無で人を判断したりしないことはわかっている。

（ただわたしが好きな人の前で見栄を張っているだけ……）

　俯いてしまいそうになる気持ちを叱咤するように唇を強く引き結ぶと、背後からニコが囁く。

「可愛いよ。そうやって俺に蕩かされるのを怖がって逃げようとしているのが、ものすごく可愛い。頭から食らいついて食べてしまいたくなる」

　耳に直接吹き込むように言われると、全身がゾワリと粟立つような気がした。

「ひっ！　や、ちょっとやめてよ……」

　拒否するが、言葉にまったく力が入っていない。

　それでも気力を振り絞り、もう互いに仕事に戻ろうと言い捨てると、ユスティーナは早足で歩きだす。しかし足の長さもあり、すぐに追いつかれてしまい、結局並んで歩き始める。

「もう少ししたら状況が動くかもしれないけれど……俺の気持ちは変わらないから」

「配置換えでもあるの？　でもニコが王城にいるなら問題ないでしょ？」

　遠くの砦に移動となると大問題だが、と言い添えるとニコは微かに笑う。

「ああ、それは多分大丈夫だ」

　早く結婚して二人で暮らそう。

　その目標があればこそ、ユスティーナは頑張れるのだ。






　だが、その『状況』とやらはユスティーナの予想よりも大掛かりなものになってしまった。

　王族の警備についていたニコが、ヴィルヘルム王子の影武者という特殊な任務に就いてしまったのだ。

　以前から似ていると思っていたが、そう思っていたのはユスティーナだけではなかったということだろう。

「ニコが王子様の影武者ということ？」

「まあ、そうなるな」

　ニコは後ろで一本にまとめていた髪を王子と同じようにカットした……いや、させられたと言うべきか。

　少し刈り上げた襟足が気になるようで、さきほどからざりざりと事あるごとに撫でている。

　確かにニコとヴィルヘルム王子はよく似ている。

　金髪と紫の瞳というだけでも「おや？」と人目を引くのに、全体的になんとなく取り巻く雰囲気が似ているのだ。

　もちろんよく見れば違うとわかるが、もしこれに王子に似せた化粧などを施され、王族のような煌びやかな衣装を身につけたら、パッと見は気付かないかもしれない。

「普段は髪の長いかつらを被って、影武者をするときは外すようにするんだと……面倒だが仕方がない」

　人目につかない庭園の隅で、芝生の上に腰を下ろしかつらを外してため息をつくニコはただ面倒くさそうにしているが、ユスティーナは気が気ではない。

「ねえ、それって危ないんじゃないの？」

　なにもなければ影武者など立てる必要はないのだ。わざわざ影武者を仕立てるということは、王子に身の危険があるということを意味する。

　王族の身を守る騎士とはいえ、愛する男が危険にさらされることを喜ぶことはできない。

　心配に眉を顰めるユスティーナを安心させるようにニコは笑う。

「なにもないさ。ただ少し王子が神経質になってるんだよ。あの王女様だしな」

　ニコが言う『あの王女様』と言うのは、ヴィルヘルム王子の姉、ヒルダ王女の事だ。

　ヒルダ王女は国王と王妃の第一子である。

　苛烈な性格で、小さい頃からヴィルヘルム王子を敵視してきたらしい。

　それは王妃である母親から『女王になるのだ、ヴィルヘルムに出し抜かれぬよう完璧な女王に』と幼い頃から言い含められてきたからだ。

　というのも、王妃は隣国から輿入れしてきた王女だったが、第一子だったにもかかわらず、王位を継ぐことが出来ずにネニア国に嫁がされた。

　王位には弟が就いた。王妃は招待されたにもかかわらず、即位式に参加しなかったという。

　なんの努力もせず男だというだけで王位を継いだのが許せない。

　なまじ向上心が強く第一子だったこともあり、自分が国を背負うという矜持があった王妃は事あるごとにそう王女に言って聞かせた。

　奇しくも娘が自分と同じ立場に立たされたことで、王妃の積年の恨みが再燃し、その矛先が実子であるにもかかわらずヴィルヘルム王子に向いてしまったのだろう。

　なにかにつけきつく当たる母と姉のお陰でヴィルヘルム王子は部屋に籠りきりになり、その内に病弱を理由に公的な行事以外では滅多に出て来なくなった。

「さすが王族の警備をしていると、そういう噂にも詳しくなるのね」

　感心してそう言うと、ニコは早口に否定する。

「そういうわけじゃない！　ただ、警備上裏事情もある程度知っておかないといけないだけで……いつもこんな噂話にうつつを抜かしているわけではないからな！」

　ユスティーナの言葉を揶揄からかいと勘違いしたのか、ニコは慌てて否定する。それが妙におかしくてユスティーナはクスクスと笑いを漏らす。

「ふ、ふふっ！　別に噂話をしているからといって変に思ったりしないわ。侍女だって噂話くらいするもの。案外そういう話の中に重要なことが隠されていることもあるし」

　おかしなことではないと言うと、ニコは大袈裟に息を吐く。

「ああ、もう……」

　なににそんなに動揺したのかわからないユスティーナはしつこく笑っていたが、ニコが「そう言えば」と話題を変える。

　急な話題転換に意図的なものを感じなくもなかったが、次にニコが口にした言葉に目を見開くことになる。

「クロニエ子爵家の令嬢が、今度王女の侍女として登城するらしいな」

「えっ」

　クロニエ子爵家の令嬢といえば、ユスティーナでなければライラのことだ。

　働くことが嫌いで、傅かしずくよりも傅かれる方が性に合っているライラが、どうして王女の侍女として王城にやってくることになったのか。

　ユスティーナは嫌な予感がして自分の身を抱き締めた。

「やはり知らなかったのか」

「ええ、もう家とは全然連絡を取っていないから……」

　普通の貴族令嬢は折に付けて手紙を交わしたり、休暇を取って里帰りをしたりするという。しかしユスティーナは手紙どころか家族の話すらしないので、侍女の中では異質な存在と言えるだろう。

　しかしその異質さも女官長の厳しさの前では帳消しになるようだ。

　女官長は休んだり家族を恋しがったりせず、職務にまっしぐらのユスティーナのことを随分と気に入って重宝している様子だ。

　家族と疎遠なことが一般的だとは思わないが、ユスティーナには離れて暮らしている今が一番いい形だった。

（でも、そんな重要なことを知らないなんて、問題だわ……）

　ユスティーナはすぐにでも女官長に確認しに行きたい気持ちでソワソワと視線を彷徨わせる。

「なんとか理由を付けて潰すか？」

　ユスティーナが悩んでいるのを見て、ニコが恐ろしいことを言う。

　物理的に潰すという意味ではないだろうが、それでも不穏だ。

「大丈夫よ！　それにニコは王子様付きでしょ？　王女様の侍女として王城入りするライラと揉め事になったらニコが大変じゃないの！」

　自分の安寧のためにニコが泥を被るなんてことは、万が一にもあってほしくない。

　心の底からそう告げると、ニコが目を細めてなんとも言えない顔をする。

「ああ……俺は後先考えない男になりたい……、いいや、やっぱりなりたくない。ユスティーナは魔性の女だ」

「なにを言っているの？　変なニコ」

　ユスティーナは取りあえず女官長にライラの出仕について詳細を確認することにした。






　拍子抜けするほど簡単に教えてもらった情報によると、クロニエ子爵家から王女側に娘を侍女として召し上げてくれないかと連絡があったらしい。

　パーティーのときの輝くような美しさと、姉のユスティーナが侍女として優秀な働きをしていることから簡単に話が通ったとのことだ。

「子爵家からはあなたも賛成していると聞いていたけれど……違うのかしら？」

「あ、いいえ。そういう事ではなく……この時期だとは思わず……」

　まったく何も聞いていませんでした、なんて女官長に言ったらあとでソニヤからどんなことを言われるかわからない。

　なんとか取り繕って女官長の部屋から退出したユスティーナは、重苦しいため息をついた。

　ライラは素直な性格ゆえに、周囲にいる人物に影響されやすい。

　家にいる時は小さいソニヤのようだった。

　もしも王城に来てヒルダ王女に影響を受けたら、苛烈な性格まで真似してしまうのではないかと心配になる。

　そこまでにはならなくとも、自分も王女のような権力を手にしたと勘違いをしたり、虎の威を借りる狐のような振る舞いをしたりするようになったら大変だ。

（王女様を助長してしまうかもしれない……）

　そうなれば、王城の力関係が崩れてしまう可能性もある。それはニコへ影響するかもしれない。

　ユスティーナは嫌な予感を抱えたままライラの登城を待つことになった。

















３・吊り橋効果












　ライラの登城は、なにからなにまでユスティーナとは違っていた。

　たくさんの荷物を持参し、誰よりも華々しく振る舞うさまは容姿に見合っていたものの、身分にはそぐわないものだった。

　お陰でユスティーナは冷や汗のかき通しだ。

　なんとか意見しようともしたのだが、向こうに聞く気がなければただの難癖。

　職場も違うため、ユスティーナにはもう祈るしかなかった。

（家を離れれば平和に暮らせると思っていたけれど……そううまくはいかないものね）

　そんなことを考えながら回廊を歩いていると、なにやら姦かましい声が聞こえてくる。

　声の元はどこだろうとあたりを見回すと、庭の池の前で数人の女性が一人の男性を囲んでいた。

　よく見ると金の髪を刈り上げた長身の姿が目に入り、ユスティーナはニコだと思い、駆け寄った。

「どうしたの？」

　ニコが絡まれていると思い声を上げると、女性たちも男性もユスティーナを振り返る。そこでユスティーナはその男性がニコではなくヴィルヘルム王子だということに気がついた。

「し、失礼しました。なにかあったのですか？」

　気安く話しかけてしまったことを詫びながら周囲を見回す。いつもいるはずの護衛騎士がいないことに違和感を覚えたのだ。

（ニコはどこに行ったのよ……）

「なによあなた！　出しゃばらないでくれる？」

　高圧的な態度でユスティーナを圧倒しようとする女性は王女付きの侍女だった。

　親しく話す仲ではないが、顔は知っているという程度の関係なのに、向こうはどこまでもユスティーナに強気だ。

「ヴィルヘルム王子にお話があるだけよ！　退いていなさい！」

　声を荒らげる女性は、とてもではないが王族に対する敬意を抱いているとは言い難かった。さっきの姦しい様子からして、あまりいい話ではないと感じたユスティーナは女性たちと王子の間に立つ。

「恐れながらわたくしも王子殿下に伝言がありまして。女官長様からなのですが」

「なによ生意気な！　割り込まないでよ！」

　いきり立つ彼女たちにユスティーナは平身低頭言葉を尽くす。

「もちろん横入りするつもりはございません。お待ちしているので、そちらの用件を先にどうぞ」

　脇に避けたものの、いつでも間に入れるような距離にいるユスティーナが忌々しかったのだろう。

　彼女たちは歯軋りせんばかりに唇を歪め、ユスティーナを睨みつけている。

（仮にも貴族令嬢が、そんな顔を王族に向けるものではないわ……）

　そう思いながらも、この中では一番の新参者であるユスティーナは相手の出方を見るしかない。

　これ以上の出しゃばりはユスティーナにも良くないのだ。

「あなた、たかが子爵令嬢のくせに生意気なのよ！」

　うまい言い分が浮かばなかったのか、令嬢はユスティーナを突き飛ばす。

　避けようとしたが後ろに王子がいるためできず、ユスティーナは諦めの気持ちで池に落ちた。

　派手な水音がしたためか、人が集まってきて、令嬢たちはそそくさと立ち去った。

「君、掴まって！」

　王子が慌てた様子で手を差し伸べてくれるが、ユスティーナはそれを断る。

「大丈夫です。そんなことよりも殿下、汚れてしまうのでお下がりください」

　ごく浅い池だったため濡れた以外にダメージはない。ユスティーナはざぶざぶと水をかき分け池から上がる。

　怪我はないが上から下までびしょ濡れで、そよと風が吹いただけで身体から熱が奪われる。

　早く着替えをして温かい湯に浸かりたい。

　そう思ったユスティーナが王子の前から立ち去ろうとすると、急に視界が揺れた。

　なにがあったと思ったが、王子に抱き上げられたとわかり、ユスティーナは動揺する。

「で、殿下！　いけません、お召し物が汚れてしまいます！」

　慌てて手足をばたつかせると、王子は意外なほどすたすたと歩き始めてしまう。

「君のほうが濡れているじゃないか。いいから黙っていなさい」

　意外なほどピシャリと言われ、ユスティーナは言葉を封じられる。子爵家の者が王族に意見などできるわけがない。

　仕方なしに黙って運ばれる。

　王子が向かっているのは王子の居室がある離宮だった。

　ただならぬ様子に使用人たちが集まってきてユスティーナは恐縮してしまう。

（なんだか、おおごとになる気配が……）

　しかしヴィルヘルム王子は水滴が垂れるのも構わない様子で、寄ってきた侍従に風呂の準備を申し付ける。

　それを聞いて驚いたのはユスティーナだ。

　王子の離宮で風呂に入るなんてとんでもないことだ。

「で、殿下……っ」

「黙っていなさい」

　釈明もなにもすることが出来ず、ユスティーナは浴室に放り込まれてしまい、離宮の使用人の手によって風呂に入れられてしまった。

　ホカホカになって出てきたユスティーナは、用意されていたドレスに袖を通し、応接間に通された。

（やっぱり大変なことになってしまったわ……）

　一応誤解を避けるために入浴の介助をしてくれた使用人に事情を説明して、不慮の事故によりこのようなことになったのだ、けしておかしな間柄ではないのだと念押しをしておいた。

　しかし上手くわかってもらえたかは不明だ。

　不安のまま身を固くしていると廊下が騒がしくなり、些いささか乱暴にドアが開けられた。

「ユスティーナ！」

「ニコ!?」

　現れたのはニコだった。

　知った顔が現れてホッとして笑顔になるユスティーナとは対照的に、ニコは酷く焦った様子で珍しく額に汗までかいている。

　ズカズカと大股でユスティーナの前まで来ると両肩を押さえて激しく揺すった。

「大丈夫なのか？」

「あ、ええ……大丈夫よ」

　ニコの剣幕に押されて引き気味に答えるが、再びがくがくと揺すられる。

「大丈夫なわけあるか！　池に落とされたんだろう？」

「知っているなら聞かないでよ……でも、怪我はないし」

　ただ濡れただけなら雨に降られたのと一緒だ。特に恋人に泣きつくようなことではない。

　しかしニコの認識は違うようだった。普段見ることのない恐ろしい顔をして殺気を放っている。

「ユスティーナにこんなことをしたやつを許すわけにはいかない……それがたとえ女でも……」

「待って、やめてニコ！」

　自分が勝手に巻き込まれに行ったのに、それではあの令嬢たちが可哀そうだと思ったユスティーナはニコに抱きつく。

　落ち着いてほしくてそうしたのだが、ニコはどう捉えたのか素早くユスティーナの唇を奪う。

「んん……っ？　う、ううっ」

　ニコからの口付けは嬉しいが、時と場合による。

　ここは王子の離宮で、いつ誰が入室してくるかわからない状況で、こんなことをしているのはまずい。

　そんなユスティーナの考えを読んだようにタイミング悪くドアが開き、王子と侍従が入ってきた。

「……おっと、これは失礼」

　ふふっと口許を上品に隠して笑うヴィルヘルム王子に、ニコもさすがに居住まいを正す。

「いえ、こちらこそ場を弁えず失礼しました」

　親指でユスティーナの唇を軽く拭ったニコがしれっと頭を下げるのに合わせて、ユスティーナも恥を押し隠してこうべを垂れる。

「いやいや。楽にしてくれ、ニコもそしてユスティーナも」

「お、恐れ入ります……」

　王子は争いを好まない性格と聞いていたユスティーナは、噂に違わず温和な口調にホッとする。

　通常、自分の護衛を担当する臣下がこんなところで女といちゃついている場面を目にしたら気分を悪くしそうなものだが。

　王子は優雅な動作で腰を下ろすと、視線でニコとユスティーナにも座るように促す。

「まずは礼を言わせてくれ。王城で忘れられた王子と言われている私のために、身体を張って仲裁してくれる人がいるとは思わなかった」

　軽く目礼をする王子に、ユスティーナは目を見張る。

　王族は臣下に頭を下げないことは当然だが、それでも目礼をするとは思わなかったのだ。いや、それよりも自分の事をこうも軽く『忘れられた王子』と言い表すことに驚きを隠せない。

　ユスティーナはニコを見た。

　彼は特に表情を動かさずにいる。それに言いようもない怒りが込み上げてきたユスティーナはキリリと眉を吊り上げた。

「恐れながら殿下、ご自分の事を『忘れられた王子』とはあまりでございませんか！　殿下は農産物の品種改良に力を入れ、私財を投げうって補助をされておられますし、水の恩恵が少ない地域に灌漑かんがいシステムを構築するために奔走されておられます！　賢明な臣下国民に殿下のことを忘れているものなどおりません！　いるとすれば私利私欲に目が眩んだ者たちでしょう！」

　前のめりになって熱弁を振るうユスティーナにヴィルヘルム王子も隣に座るニコも言葉を無くす。

　室内の空気が戸惑いの色に染まったことに気付いたユスティーナは、自分のしたことに気付いて顔を青くする。

「た、大変申し訳ありません！　殿下に対して失礼な物言いを……」

　本人に王子を貶める意図はなくとも、王族の言葉に堂々と反論したのだ。

　しかもたかが侍女が。

　慌てて腰を上げ深く頭を下げるユスティーナに、思ったよりも快活な笑い声が降り注いだ。

「あはは……っ、ニコの恋人は楽しい人だな。惚れてしまいそうだ」

「は、え……？」

「……っ、殿下……」

　驚いて思わず顔を上げたユスティーナに、ニコは重いため息をつくのだった。






「王子への嫌がらせは、王女の差し金なんだ」

　収拾がつかなくなった応接間から失礼にならない程度に場を取り繕ったニコがユスティーナを連れ出してそう言った。

　ヴィルヘルム王子は姉であるヒルダ王女から虐げられている。

　それは彼らの母親、イーリス王妃の考えが根底にあることは、誰でも知っていることだ。

　自分が受けた屈辱を娘に繰り返させたくない。

　それ自体は母親として誇れることかもしれないが、だからといって息子を蔑ろにしていいわけではないだろう。

　虐げられた弟――ヴィルヘルム王子はこれまでどんなに傷ついてきたことか、想像に難くない。

　それなのにあんなに穏やかな心を抱き、更に民衆のために有用な施策をしてくれるなんて、人間が出来すぎているのではないか。

　ユスティーナは熱弁を振るうと、ニコは複雑な表情をしてそっぽを向いてしまう。

　他の男を褒めたから機嫌を損ねたのかと思ったが、空気が刺々しくない。

（もしかして……嬉しいの？）

　自らが命を賭して守っている王子が褒められて嬉しくて頬を緩ませるなんて、ニコは純粋なのだとユスティーナもつい笑顔になるのだった。






　翌日、直接の上司である女官長に呼び出されたユスティーナは突然配置換えを言い渡された。

「え、あのわたし……なにか粗相でも……？」

　時期でもないのに急な配置換えなど、左遷としか考えられない。もしかして昨日のヴィルヘルム王子の件が原因なのか。

　王子に横抱きにされて離宮の風呂を使いお茶やお菓子までごちそうになったのは、やはり拙かったのではないか。

　ユスティーナは冷や汗をかきながらもなんとか平静を装う。

「ついて来なさい」

　女官長はいつもの考えが読めない顔でユスティーナを先導する。

　詳しい説明もなく、ユスティーナの思考はいったいどこへ連れていかれるのかと、どんどんと悪い方向へ向いていく。

　俯いたまま歩き続けたユスティーナは、周囲の景色に既視感を覚えて顔を上げる。つい昨日、ここは歩いた記憶がある。

（え、もしかして……）

　ユスティーナが思った通り、女官長は無言のままヴィルヘルム王子の離宮へ入っていった。そして昨日と同じ応接間に通されると、同じ椅子に座らされる。

（え……もしかして昨日、なにか粗相をしてしまったのかしら……？　暇を出されてしまったらどうしよう）

　ユスティーナは歯噛みした。

　もう実家に帰る気はないのだ。もし王城を追い出されたらユスティーナにはいくところがない。

　悶々としているとドアが開き、昨日のようにヴィルヘルム王子が入ってきた。昨日と違うのは、昨日は隣にいたニコが王子のすぐ後ろにいることだろう。

「殿下、ユスティーナを連れて参りました」

「うん、ご苦労」

　女官長と王子は幾分気心が知れているようで、ほんの少し空気が緩んだ気がする。しかし王子の後ろのニコは顔を顰め随分と思い詰めた顔をしていた。

　ニコが警戒するような悪い話なのかと警戒したユスティーナだったが、もたらされたのは予想外の言葉だった。

「君を私付きの侍女として召し上げる」

「は、……なぜ」

　つい口から出た言葉に、ユスティーナは慌てて口を両手で塞いだ。

　ユスティーナ如きが人事に異を唱えることはいかにも僭越。そんなユスティーナを見た女官長は小さくため息をついた。

「あなたも知っている通り、ヴィルヘルム王子には味方が少ない。少しでも公平で、且つ殿下に好意的な人物が必要なのです……あなたのように」

「そういうことでユスティーナ、『ヴィルヘルム王子』に尽くしてくれるか？」

　王子はおどけるように肩を竦めると、まるで他人事のように笑う。

　そんなふうにしなければならないヴィルヘルム王子の王城での扱いに不憫を感じたユスティーナが承諾しようとしたそのとき、ニコが発言を止めるように手を翳かざした。

「……のちのち話が複雑になることは避けるべきだ」

　声は低く、目は据わっている。

　およそ主人たるヴィルヘルム王子や、騎士団でいうところの団長クラスである女官長に対してみせる態度ではないというのに。

　ユスティーナは顔を青くするが、ニコはおろか王子も女官長も気にした様子はなく、普通に話しを続けた。

「それはニコ殿次第でしょう」

「そうそう、ニコがどうとでも出来ることだ」

　二人から同じように言われたニコは苦虫でも噛み潰したような顔をする。

（もしかしてこの人たち……仲がいい……？）

　途端に疎外感を覚えたユスティーナは、挙手の上ヴィルヘルム王子の侍女になることを了承していた。






「早まった真似を……」

「だって、悔しかったんだもん」

　またしても昨日同様ニコと歩きながらユスティーナは頬を膨らませる。

　ユスティーナとて子供っぽい疎外感だけで引き受けたわけではない。

　能力があり、人格的にも優れているヴィルヘルム王子の力になりたいと思ったのは本当だ。

「それにちょっと不純な気持ちもあるの……王子様付きになれば、ニコと一緒にいる時間も増えるじゃない」

「……っ、まったくお前は……っ」

　ニコは隣を歩いているユスティーナを無人の部屋に引きずり込むと、ドアに施錠して唇を重ねた。

　珍しく強引なニコに驚きはしたものの、ユスティーナは口付けに応え、両腕を首に巻き付ける。

「ニコ……」

　淫らに舌を絡め合っていると、身体の奥からジリジリと耐え難い衝動が滲んでくるのを感じた。

（なに……？）

　ユスティーナは身動ぎしてその衝動を逃そうとするが、それをニコが押さえつけるように腰を掴まれた。

「んっ」

「俺を誘っているのか、ユスティーナ」

　熱い息を耳に吹きかけられるとじいんと芯が痺れる。

　奥の方からとろりとしたものが染み出してくる感覚に、ユスティーナは驚く。

　慌ててニコを突き放そうとするが余計に強く拘束されてしまう。

「俺を本気にさせておいて、今更逃げるのはやめろ」

「違うの……、ニコ……わかってお願い……っ」

　声から切実さを感じ取ったのか、舌で耳殻を愛撫していたニコが動きを止めユスティーナと視線を合わせる。

「どうした」

「あの……ちょっと、障りが……」

　もじもじと腰を揺らすと、ユスティーナの言いたいことにピンときたニコが眉を顰める。

「月の障りならまだ先だろう？」

「そ……っ、そういうことは気を遣って口にしないものよ！」

　周期を把握されていることがとてつもなく恥ずかしい。

　乱れることがあるのだと説明するが、ニコはなぜか自信満々に月の障りではないと断言する。

「違うから安心しろ」

「わたしのことよ？　わたしが一番よく知っているわ！」

　問答している間にも下着が汚れてしまうかもしれないという焦燥がユスティーナを焦らせる。だが、騎士の力で押さえつけられては身動きなど取れるわけもない。

「いや、絶対に違う。見せてみろ」

　ニコがとんでもないことを言い放つ。

「絶対にいや！」

　頑なに抵抗をするユスティーナに痺れを切らしたニコが囁く。

「月の障りじゃない。ユスティーナの身体が俺と結ばれたがっている証拠だ」

「え……」

　ユスティーナの脳裏に一度だけ受けた男女の交わりに関する授業の記憶がよぎる。

　年嵩の講師は互いの身体に触れ秘されたあわいが潤うと準備が整った証拠だと言った。

（もしかして……これがそれ？）

　ユスティーナが思わず下を向き該当部分を見ると、ニコが服の上から下腹部に触れた。

「そうだ……ユスティーナが俺とひとつになりたいと思ったから濡れたんだ」

「や……っ」

　スリスリと撫でる指先に力が籠る。痛いというほどではないが、ユスティーナはおかしな気分になる。

「は……っ」

　ブルリと腰が戦慄わななくと、ニコがユスティーナのスカートの裾を捲り上げた。

「持っていろ」

「え？」

　考えが及ばないことを言われると身体が勝手に従ってしまう。

　驚いたユスティーナに自らのスカートの裾を握らせると、ニコは跪いた。

「ちょっとニコ……っ」

　秘された場所に鼻先が触れそうになっているのが恥ずかしくて、ユスティーナは抗議の声を上げる。

　しかしそれに耳を貸すどころか、ニコはドロワーズの上から鼻を秘裂に押し当ててグイグイと動かす。

「ひゃ、ちょっと、やめ……っ」

　そんな不浄なところに鼻を押し付けるなんてとんでもない！　とニコの頭を引きはがそうとする。

　だがニコの鼻先が秘裂の上にある慎ましい宝珠を探り当てると甲高い声を我慢することが出来ずに声を上げてしまう。

「あっ、ああ……っ！　ニコ、待って……、駄目よ！　あっ！」

　秘裂からとろりとした蜜が滴る気配がして、ユスティーナもようやくそれが月の障りではないことを理解した。

（ああ、でも……こんなところじゃ……）

　施錠したとはいえ、いつ誰が来るかもわからないところで、こんな淫らなことをしてはいけない。

　頭ではわかっているのに、理性が溶けたようになってしまいニコを跳ねのけることができない。

　膝が崩れそうになって身体を支えていられない。

　ユスティーナはドアに預けた背中を滑らせると、床に尻をついてしまう。

　体勢を崩されてニコもそのままではいられず、顔を上げる。

　ほっとしたのも束の間、ニコはユスティーナの腿を抱えるようにして開かせた。

「駄目じゃない。もっとだ」
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　ドロワーズのスリットを暴くと、蜜にまみれた秘裂がむき出しになる。

「いやっ、駄目だったら！」

　じたばたと抵抗するが、熱い吐息が吹きかけられると中が収縮して蜜が溢れてくる。

「はぁ……、なんていやらしいんだ……堪らない……っ」

　感じ入ったように掠れた声でニコが呟くと、そのまま秘裂にむしゃぶりつく。

　唇にしたように……、いやもっと激しくあわいに舌を這わせる。

「あっ、ああ、あ――っ！」

　襞を丁寧に愛撫されて抵抗するどころか、嬌声を上げることしかできない。

　ユスティーナの蜜洞は激しく収縮して更に蜜を溢れさせた。

「ユスティーナ……」

　ニコは口許を拭うと苦しそうに呻いた。

　見ると彼のトラウザーズの前ははち切れてしまいそうに膨らんでいる。

「ニ、ニコ……、それ……」

　つらそうなそれをなんとかしてやりたい気持ちでいると、ニコは眉間にしわを寄せ低く唸る。

「俺だって節度はある。それに……ユスティーナの初めてをもらうのに、こんなところでは駄目だということもわかっている……だが、あんな可愛いことを言われて滾らない男はいない……っ」

　あんな可愛いこととはいったい何のことなのか。ユスティーナには心当たりがなかった。

　だが、自分のことをそれほど求めてくれていても、ユスティーナを思いやることを忘れていないニコの在り方に胸がときめいた。

「あの……、じゃあニコ……くっつけるだけなら……いいよ……」

　このままでは終われないだろう。

　ニコだってつらいはずだ。

　男性のアレを落ち着かせるために、少しだけ肌を合わせるならば、ものの数に入らないだろう。

　ユスティーナはそう考えていた。

　だが、実際にしてみると、そんな生易しいものではなかった。

（限りなく……まぐわいに近い……っ）

　トラウザーズから解放されたニコの陽物は、まともに見るのが憚られるほどにいやらしかった。

　天を突かんばかりにそそり立つそれは、美しいニコの身体についているとは思えぬほどに雄々しかった。

　浮き上がったごつごつした血管、張った傘、そしてつるりとした先端には透明な雫が浮かんでいる。

　それがユスティーナのあわいの上を何度となく行き来する。

「んっ、んん……っ、あう……っ」

「は、ユスティーナ……っ」

　大きく脚を開かれ、自分に向かって突き上げられる亀頭を見ながらユスティーナはどんな顔をしていいのかわからなかった。

　ぬちゃぬちゃと淫らな水音は、自分の蜜とニコの先走りが合わさったものだ。粘性のある体液が潤滑油の役割をしてくれているため、痛みはない。

　だが、さきほどよりもずっと中が疼いている。

（中が……痛いほどぎゅうぎゅうしてる……）

　それを耐えているユスティーナは、快感を逃がすために歯を食いしばる。

　しかし快楽を消すことは到底できず、唇から喘ぎ声が漏れるのを止めることはできない。

「あ、……んんっ、ふ、うう……っ、ああ！」

　ジンジンと火照る秘裂からとぷりと蜜が溢れ、それを纏ったニコの雄芯がユスティーナの秘玉を掠めた。

　途端に腰が跳ね、ユスティーナの様子が明らかに変化したのがニコに伝わった。

「やっぱり、ここが気持ちいいのか？」

　そう言って先端で捏ねるように刺激されると、額の裏で火花が散る。

　耐え難いほどの快楽はユスティーナから慎みを奪う。

　ここがどこで、今がいつなのかということがすべて頭から抜け落ち、ニコから与えられている快楽にすべてを支配された。

「はぁう……っ！　や、ああっ！」

「ユスティーナ……っ、くっ！」

　顎を反らし身体を震わせて絶頂したユスティーナのドロワーズの下腹に、ニコが白濁を放つ。

　深いため息とともにニコが項垂れた。

「ユスティーナ、すまない……、大丈夫か？」

　手巾を取り出して白濁を拭きとったニコが話しかけると、ユスティーナはぼんやりとしながらも身体を起こす。

「うう……、ドアに頭をぶつけたわ」

「ふは、それは済まなかった」

　ニコはユスティーナの後頭部を撫でながら、額に口付けを落とした。






　王城の一角、ヒルダ王女の居室は荒れていた。

　出来の悪い弟を笑いものにするはずだったのに、その機会を奪われてしまったからだ。

「まったく、余計なことを……！」

「ヒルダ様、あの者はわたくしにお任せください」

「お前は……」

　ヒルダは目を眇め、最近侍るようになった若く美しい侍女を睥睨へいげいする。

「このライラが、ヒルダ様の憂いを取り除いてごらんにいれますわ」

　ライラは美しい顔を奇妙に歪めた。






　あんな一件があってから、ユスティーナはニコと顔を合わせづらくなってしまった。

　こうなると良かれと思って引き受けた王子付きの侍女という仕事も、四六時中ニコと顔を合わせることになってしまうため気まずい。

（いやなわけじゃないの……ただ、やっぱり恥ずかしくて……）

　ユスティーナはいずれニコと結ばれるつもりでいた。それが少し早まっただけだというのにどうしても恥ずかしくて距離を置いてしまう。

（こんな態度ばかりとっていては駄目よね……わかっているんだけど）

　あのときのニコの色っぽさは、そこらの女性が束になってかかっても敵うものではない。

（アレはもはや……傾国）

「ちょっとユスティーナ」

　考え事をしながら歩いていたユスティーナに背後から声が掛けられた。

　振り向いたユスティーナは得意げに胸の前で腕を組んだライラと視線が絡んだ。

「ライラ……」

　いつか会うだろうと思っていたが、それが今日だとは思わなかった。

　悩んでいるというのに、ライラの世話までしていられない。

　ユスティーナは極力平静を装って返事をした。

「ああ、ヒルダ王女の侍女殿。ごきげんよう」

　軽く頭を下げて薄い微笑みを浮かべるユスティーナに、ライラが気色ばむ。

「ちょっとなに言っているのよ！　お城勤めでおかしくなったの？」

　予想外のユスティーナの態度に面食らったのか、ライラは声を荒らげる。

　ユスティーナは僅かに目を細めると、小さくため息をついた。

「ソニヤからあなたと関わるなと手紙があったのよ。あなたと会っても知らない振りをしろと」

　その手紙を見たときは戸惑った。

　屋敷にいたときのようにライラの手助けをしてやれという内容かと思いきや一切のかかわりを禁じるという内容だったのだ。

　ユスティーナにしたら願ってもない話だが、実父と義母連名で届けられたそれは、一種の絶縁状なのだろうとユスティーナは理解している。

　ライラも承知していることだと思っていたが、そうではないらしい。

　しかしユスティーナにしてみたらどうでもいいことだ。

　せっかく王城で自由に生きられるというのに、これ以上煩わせられたくはない。

「そんなの関係ないわ！　私が話しかけているのよ？　返事をするのは当然でしょう！」

　ライラの言い分には、いつも義がない。しかしこれ以上機嫌を損ねて暴れられては面倒になる。ユスティーナは事務的な会話を試みる。

「なにか御用かしら」

「あんた、ヴィルヘルム王子の侍女になったんですってね」

「……ええ」

　脳裏に先日のことが思い浮かぶ。

　恐らくあのときの令嬢たちから話が伝わったのだろう。

　ライラはユスティーナに興味を持っていなかったはずだから、それを知っているということは、向こうで情報が共有されていたということだと思われる。

　ヴィルヘルム王子がやり返さないのをいいことに、ヒルダ王女側はこれまでやりたい放題だったのだろう。

　ユスティーナは王子の盾になれるなら頑張ろうという気持ちになる。

　もう、王子は一人で戦わなくてもいいのだ。

　ニコもいるし侍女長もいる。そして及ばずながら自分も。

　だが、ライラはまったく予想もしなかったことを告げた。

「あんた、王子の情報を探って私に寄越しなさい」

「え……」

　ライラがなにを言っているのかわからず、ユスティーナは眉間にしわを寄せる。

「あんたに拒否権はないわ。ヒルダ王女が女王になれば、私の将来は安泰なの。嫌とは言わせないんだから」

（呆れた……そんなことを承諾すると、本気で思っているのかしら）

　百歩譲ってライラがヒルダ王女に肩入れするのは構わない、好きにすればいい。

　だが、それに自分を巻き込まないでほしい。

　ユスティーナは真正面からライラを見据えきっぱりと言い切る。

「お断りします。わたしはヴィルヘルム王子を裏切るつもりはないわ……話はそれだけ？」

　きびすを返して立ち去ろうとしたユスティーナを、金切り声が引き止める。

「私の言うことを聞かないって言うの？　そんなの許さないわよ！」

　ユスティーナは肩越しに異母妹を見た。

　美しい容姿は凡庸以下の自分と比べるべくもない。

　だが、哀れだと思う。

「許さなくてもいいわ、別に」

　ライラは両親から可愛がられたかもしれないが、本当の意味で誰かと思いを通わせたり、誰かのためになにかしようとしたことがあったのだろうか。

　歩きながらユスティーナはそんなことを考えた。






　その出来事がどのようにして王女に伝わったのか、ユスティーナには知る由もない。

（でも、きっと怒りのままにあることないこと言ったんだろうなあ……）

　青筋を立てたヒルダ王女に通路を塞がれたユスティーナは、気が遠くなるような心地だった。

「お前、わたくしを愚弄するつもりなの……？」

　地の底を這うような低い声に、ユスティーナの皮膚がざわりと粟立つ。

　禍々しいまでの迫力に、さすがに腰が引けてしまう。穏やかなヴィルヘルム王子と血の繋がった姉弟だとは信じられない。

「愚弄など……とんでもないことでございます」

「ならばなぜわたくしの邪魔をするのだ！」

（こんなに激高されるなんて、ライラったらなにを言ったの？）

　適当に言い繕って逃げることはいかにも無理そうだ。さすがに覚悟を決めなければならないかと思ったユスティーナだったが、ヒルダ王女の間に割って入る人物がいた。

「お待ちください、姉上」

「ヴィルヘルム……！」

　ヒルダの声が更に地を這った。

（え……？　ヴィルヘルム殿下？　……いえ、違うわ）

　ユスティーナは背中しか見えない人物がヴィルヘルムではなくニコであることを確信した。

　いくら影武者でも本来なら身内を誤魔化せるものではない。だが、ほとんど顔を合わせない姉弟にはそれが通用したのだろう。

　ヒルダは憎しみを隠そうともせず、声を荒らげる。

「お前が……お前が大人しくしていないからこんなことになる！　わかったら離宮からもう二度と出て来るな！」

　手に持っていた扇を投げつけるほどに興奮している。

（弟を嫌うにしてもこれは異常だわ……）

　王族は普通の家庭とは違うのだろうが、それを加味しても行き過ぎなほどに王女はヴィルヘルム王子に嫌悪を抱いている気がした。

「姉上、王族として生を受けたのに、ただ離宮に閉じこもって息をしているだけでは国民に申し訳が立ちません。私は自分のできることをする。もうあなたに怯えたりしない」

　はっきりと言い切る姿は素敵だが、ユスティーナは顔を青くする。

（馬鹿、ニコの馬鹿……っ！　いくら影武者でも勝手にそんな無礼を働いたら大変なことになるじゃないのおおお！）

　自分が今誰の影武者をしているのかわからないわけではないだろうに、その場の雰囲気に流されてとんでもないことを言っている自覚はあるのか。

「お、お前……生意気なのよ!!」

「いつまでも姉上にやられている私ではありません。姉上もよく考えて行動すべきです」

　そう言うとニコはユスティーナの腰を抱いて颯爽と歩き出す。

「あ、あの……」

「しっ、少し黙って」

　視線を僅かにユスティーナのほうに向けたニコは黙って歩くように指示する。そのまま二人は無言で歩き、そのままヴィルヘルムの離宮までやってきた。

　衛兵に目配せして居室に入りドアを閉めてから、ユスティーナは肩で大きく息をする。

「はあ……っ、ニコなんてことを」

　ヒルダに宣戦布告のようなことをしてどういうつもりなのか。

　これはニコが決めていいことではない。

　影武者の範囲を大いに逸脱しているだけではなく、臣下が触れてはいけない王室の問題に立ち入る行為だ。

「あれ、私のことをニコだと思っていたのかな？」

　小首を傾げたニコに、ユスティーナは目を剥く。

「ん？　え、だって……ニコ、よね？」

「……」

　これまでニコだと思っていた人物をよくよく見る。

　大口を開けて笑うよりは品よく口角を上げるだけの笑顔、時折意地悪に眇められる瞳は今は慈愛に満ちて細められている。

「え……うそ……っ、ヴィルヘルム殿下なのですか!?」

　混乱しながらも慌てて飛び退いたユスティーナは頭を下げる。もしも本当にヴィルヘルムだとすると、王族に対して失礼な態度だったからだ。

（絶対にニコだと思ったのに！　いや、ニコだって……でもヒルダ王女に対してあの態度はやっぱり、え、いつから??）

　床に視線を落として必死に頭を働かせるユスティーナの視界に靴先が映り込む。

　彼が近付いてきたのだ。

　あわわわ、と身体が竦むユスティーナの頭を手のひら全体でワシっと掴むと、彼は朗らかに笑った。

「なにビビってるんだよ、俺だよ俺」

　その気安い言葉遣いに顔を上げると、少し斜に構えたようなニコがいた。

　ユスティーナは全身から力が抜けてしまい、へなへなとその場に座り込む。

「はぁ……、ニコ……、あなたねぇ……っ」

「似ていただろう？」

　得意げに笑うニコがあまりにも楽しそうなので、ユスティーナは𠮟りつけてやりたくなって大きく口を開いたが、そんな場合ではないと怒声を呑み込む。

　叱られるのを覚悟してそれを待ち構えていたニコは片眉を吊り上げる。

「どうしたんだ？」

「……ニコ、王女様にあの態度は良くないわ……いいえ、とても悪いと思う」

　仲のいい兄妹なら後日謝罪で済むかもしれないが、ヒルダとヴィルヘルムはそうではない。

　ヒルダが一方的な悪意を向けているとはいえ、姉弟は犬猿の仲と言ってもいいだろう。

　そんな危うい関係に大きな一石を投じてしまったかもしれないのだ。

　ヒルダのあの怒りに満ちた表情からは、正直関係を修復できる気がしなかった。

　顔を青くして考えるのは、ニコの処遇だ。

　もちろんユスティーナからも口添えをするつもりだが、それが通るとは考えにくい。

　ユスティーナはこの王城でいくらでも替えの利く単なる侍女なのだ。

　身を投げうったとしてもたいした効果は得られない。

（せめてもう少し我が家の地位が高ければ……）

　国の中枢に深く食い込んでいる家門ならもしかしたらということもあるかもしれないが、クロニエ子爵家はそこまで重要な地位にあるわけではないし、そのクロニエ子爵家の中でもユスティーナの地位は無いに等しい。

（でもなんとかしてニコだけに責任を負わせることがないようにしないと……！）

　ユスティーナが顔を上げてキッと見上げると、ニコは美しい顔を少しだけ怯ませた。

「ニコ」

「お、おお……」

　ユスティーナの眼力に戸惑った様子のニコに抱きつくと、胸板に頬を擦り付ける。

「ニコになにかあっても絶対にわたしが助けるからね……！」

「うぐ……」

　ユスティーナの頭の上でニコがなぜか呻いたが、それを無視してぎゅうぎゅうと抱きついた。
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　ヴィルヘルムの離宮の一室では、秘密裏に話し合いがもたれていた。

　灯りは極力落とされていて、誰が誰だか判別が難しい。

「いろいろな要因が重なり、ここのところヒルダは不安定だ」

「誰のせいだと……」

　咎めるような声色にははは、と笑いが被さる。

「継承の件もある。遅かれ早かれこうなっていたのは間違いない」

「だが、もう少し穏便に……」

「なるようなタマか、あれが」

　違いない、と苦笑した声が、ふと真面目な色を帯びる。

「しかし彼女にとばっちりが行ってしまっては元も子もないでしょう」

「もちろんだ。そんなことは万が一にもないようにしなければ。彼女には傷ひとつつけてはならない。身体も、心も」

　きっぱりと言い切る声には並々ならぬ決意が滲み出ている。

　それに対してはあ、とため息が漏れる。

「早く決着をつけておしまいなさい、彼女のためにも」

「無論そのつもりだ」

　そのあともいくつかの話題が上がったが、さきほどよりずっと事務的に滞りなく処理されていった。

















４・舞踏会












　七日後に大規模な舞踏会を控え、城内は慌ただしさを増していた。

　単なる紳士淑女の社交の場ではない。

　たくさんの貴族たちが一堂に会する場で、国王が後継者を正式に発表するのではないかという噂が流れているためだ。

　もちろん一国の正式な後継者ともなれば、貴族で組織する議会に諮はかられる。しかし次の国王となる候補は簡単には決められないと誰もが思っていた。揉めて当然というところもあるのだろう。

　故に多数の目があるところで大々的に知らしめることである程度の抑止にしようとしているのだとユスティーナは理解していた。

「まあ、それに掛かる裏方の苦労は計り知れないのですが……」

「あはは！　そうねえ！」

　先輩の侍女に慰められながら、ユスティーナは仕事に勤しむ。

　ヴィルヘルム王子の侍女ならば、舞踏会だろうと特に仕事量が増えることもないと踏んでいたが、とんでもない。

　言い方は悪いが腐っても王族、ということだろう。

　しかも後継争いに決着がつくかもしれないとなると、自然と準備に力が入ると言うものだ。

　いつもは控えめにしている正装を『盛装』という言葉に恥じぬよう盛々にする予定だと聞いている。

（おまけにニコの分もある……）

　なんとしてでも次期国王の座を射止めるつもりのヒルダ王女の陣営では、舞踏会までにケリをつけたいのだろう。

　ここのところ活発にヴィルヘルムの命を狙いに来ている。

　そのためヴィルヘルム王子専属の騎士団が常駐していて気が休まらないし、ときどきニコに入れ替わっているため、衣裳の準備が倍になっているのだ。

　影武者のことは秘密であり、事情を知るユスティーナが一手に引き受けているため心労も多い。

「大丈夫？」

　気遣うような声が掛けられ振り向くと、そこにはヴィルヘルム王子が立っていた。

　ユスティーナは頭を下げながらも口をへの字にしてじっとりと観察する。

「私は本物だよ」

「……そのようですね……」

　万が一ニコと間違ってしまっては後々揶揄われてしまうと思うと、本物判定に時間を掛けざるを得ないのだ。

「本当に、ニコがあんな悪ふざけをするから私まで疑われてしまって……」

「も、申し訳ございません！」

　頭を下げると、ヴィルヘルム王子は鷹揚に「気にするな」と言う。

　本物のヴィルヘルム王子は気取ったところがなく、ユスティーナとも気さくに話をしてくれる。

（ヴィルヘルム王子のような穏やかな方が国王陛下になってくださるなら、きっと素晴らしい国になるだろうに……）

　ユスティーナはこっそりとそう思う。

　ヒルダ王女の能力が低いわけではない。

　能力はヴィルヘルム王子と同等にある気がする。

　しかし人を萎縮させるあの態度は受け入れられにくいだろう。

　王としての覇気と言ってしまえば長所になるのかもしれないが、従わぬ人をことごとく悪しざまに罵るような態度を好ましいと考える人は少なそうだ。

（それを言ってしまえば、ヴィルヘルム王子だって、考えを押し通す気持ちの強さが不足しているように見える。誰にでも欠点はある……でも、それを受け入れられるかそうでないかが分かれ道になる気がする）

　ユスティーナが不遜なことを考えているとわかっていながら、止められずあれこれと思考を走らせているとヴィルヘルムが口を開く。

「意図的に似せるようにしてから、誰も私とニコを見分けることが出来なくて少し寂しい思いをしていたのだが、君は違うようだね……と言っても私を見分けているというよりはニコを見分けていると言ったほうが正確かな」

　ヴィルヘルムが乾いた笑い声をあげるのを、ユスティーナは恐縮して聞いている。

「お、恐れ入ります……！　ですがニコとは子供のころからの付き合いということもございまして……けっして殿下を蔑ろにしているわけでは」

　半ば遊ばれている気もしないではない。

　そもそもヴィルヘルムはニコとユスティーナの関係を知っているのだから。

　だからと言って否定しないわけにもいかず、ユスティーナは背中に嫌な汗をかいた。

「ははは、本当に君は真面目だね。それでこそニコの隣に立てると言うものだ。ニコをよく導いてくれ」

「……は？」

　ヴィルヘルムの言葉になにやら違和感を覚えたユスティーナが顔を上げると、ヴィルヘルムは「よいよい」と手を振り話題を流した。

「当日は君も着飾ってくれよ？　君は私の侍女なのだから」

　口角を上げて少し意地悪そうに笑う顔がニコに似ている。

　恐らくわざとそんな表情を作ったのだろう。

「心得ております。殿下に恥をかかせるようなことはいたしません」

　ユスティーナも芝居がかったカーテシーを披露して口角を上げた。






　準備も確認も滞りなく済み、ユスティーナは自室で自分の支度について考えていた。

「髪を結うのと着付けの手伝いは頼んであるし、ドレスは……これでいいか」

　恥をかかせないと大見得を切ったものの、実家からの援助が皆無である以上、今あるものでなんとかしなければならない。

「多少の手直しと……うう……流行を追うことは諦めているわ……」

　飽きのこない普遍的なデザインを昔から好んでいるとはいえ、舞踏会で、しかもヴィルヘルム王子の陣営であることを考えると、今ユスティーナが手にしたドレスではいかにも面白みがなく、華やかさが不足しているように思えた。

（でも着飾るなんてめったにないから、どうせならニコに可愛いって思われたい）

　これまでにないような甘い気持ちがユスティーナの中に生まれていた。

「……誰か、貸してくれないかな……」

　侍女仲間には、ユスティーナの状況を理解し同情を寄せてくれる令嬢もいる。もしかしたら貸してくれるかも、と思ったが、即座に首を振る。

（駄目よ、もしも変に目立ってヒルダ王女から目を付けられてしまったら大変だもの！）

　ニコが啖呵を切った件で、ヒルダ王女はユスティーナを目の敵にしている。恐らくライラからもあることないこと吹き込まれ続けているだろう。

　それがわかっているから、ユスティーナは極力王女とライラを避けている。

（でも、舞踏会では避けることはできないわね……殿下と王女は同じ王族として割り当てられた場所も近い）

　そして後継者を指名するとの噂もある。

　ただで済むはずはない。

（そうね、もしかしたら乱闘騒ぎになるかもしれないし、これでいいか）

　自らをそう納得させたユスティーナに、ドレスが届けられたのは翌日の事だった。

　その日は午後休だったため、自室でこまごまとした用事を片付けていた。

　ドアがノックされ何気なく対応に出ると、大きなドレスショップの箱を捧げ持ったニコが部屋の前に立っていた。

「ニコ……？」

「これを、ユスティーナに」

　差し出されたのは、名のあるデザイナーがいるドレスショップの箱だ。

　動揺していると「入ってもいいか」と聞かれたので戸惑いのまま頷くと、ニコは無言で入ってきてドアを閉めた。

　直後にガチャリと金属音がして鍵が掛けられたことを知ると、鼓動が跳ね上がる。

（ど、どうして鍵を掛けるの？）

　ドキドキと胸が高鳴り、顔が熱くなる。

　言葉に出していないはずのユスティーナの心の声に、ニコが返答をした。

「誰にも邪魔をされたくないからな」

「！」

　ニコの、いつもの言動よりも少し強く雄を感じる。

　気のせいかもしれないが無視できないその感覚を、ユスティーナは両手で掴むようにして胸の前で組んだ。

「ニコ……」

「男が女にドレスを贈るのは、脱がせたいからだ」

　突然ムードも情緒もない言葉を浴びせられて、ユスティーナは顔を強張らせる。

　それに気付かないのか、ニコはさらに続ける。

「俺は現状を歯痒く思っている。早く煩わしい問題を片付けて、なんの柵しがらみもなくユスティーナに愛していると言いたいし、結婚すると周囲に知らしめたい。誰に遠慮することなく抱き合いたいし、それ以上のこともしたい」

「ちょ、ニコ……」

　あまりに直接的な言葉に耳まで熱くなったユスティーナは発言を止めようとニコの口を塞ごうとするが、逆に腕を取られ拘束されてしまう。

「わかっているのか、初めて逢ったときから何年経ったと思っている？　俺はいつまで我慢すればいいんだ」

　ニコの思わぬ激情に戸惑いはあるが、それを上まわる嬉しさがある。

　それほどまでに求めてくれているのかと、ユスティーナの胸が熱くなる。

「わたしだって、早くニコとひとつになりたい……」

　ポロリと零れたユスティーナの言葉にニコが目を見張る。

　なにをそんなに驚いているのかと小首を傾げたユスティーナは、自分がうっかりと直接的な交わりを求めているような言葉を口にしてしまったことに気付く。

「ユスティーナ……」

「ちが、違うの……っ」

　陽も高いうちからそんな淫らなことを考えていたわけではないと否定すると、ニコの眉がぎゅっと眉間に寄った。

「違うのか？　ユスティーナは俺とそういうことをするのが嫌なのか」

「そうじゃなくて……っ」

　ああ、もうどうしたらいいのだろうか。

　ユスティーナは混乱していた。

　家族になりたい、生涯共にありたいという意味で無意識のうちに『ひとつになりたい』と口にした。

　だがニコにしてみれば『身体の繋がりをもちたい』というふうに捉えてしまうのは当然だ。それほどまでにニコはユスティーナを求めてくれている。

　それはユスティーナもわかっている。

　王城の空き部屋であのような淫らなことをしたのは、ユスティーナも同意の上。もしもあの場所がここか、ニコの部屋だったらきっと互いに満たされるまで止まらなかっただろうことは想像に難くない。

（それに、わたしだってニコと初めて逢ったときからずっと……）

　想いの深さを測るなら侮ってもらいたくない。

　自分はそれほどまでにニコのことが好きなのだという自信があるユスティーナは力のこもった眼差しでニコを見つめる。

「ニコ！　あなた、わたしと結婚するのよね？」

「ああ」

　なんの躊躇いもなく頷くことに、こっそりと幸せを感じるが、今はそれではない。

「だったら今はヴィルヘルム王子殿下のことに注力しましょう！　後継に指名されても、そうでなくとも……わたしたちは殿下をお守りするためにいるのだから」

「ああ……だが」

　ニコが強い力でユスティーナの二の腕を押さえて、唇を奪う。

　まるで食らうようにしつこく舐るニコの熱にユスティーナも絆されそうになってしまう。

「こんなに美味そうなユスティーナを前にしてなにもせずにお預けなんて無理だ」

「う……」

　珍しく甘えるように頬をすり寄せてくるニコからは、好きだという気持ちが溢れそうになっているように見えた。

　そんな彼を見ていると、ユスティーナもなんだかおかしな気持ちになってきて、身体がブルリと震えた。

　しかし先日のほとんどまぐわいのような触れ合いの感覚が強烈に脳裏によみがえってきて、ユスティーナは動悸を覚える。

「駄目よ、駄目だったら……」

　引き離そうとニコの腕を掴んで突っぱねようとするが、触れる手が熱くて思考が蕩ける。

（ああ、もう本当に駄目なのに……っ）

　理性でわかっていても、身体が激しくニコを求めているのを止めることが出来ない。それはそのままニコに伝わっているようで、彼は片頬だけで笑うと、再び唇を重ねた。

　今度は味わうようにねっとりと舌を這わせる。

「俺はユスティーナと結婚するし、今から存分に味わう。どちらもやめる気はない。もういい加減覚悟を決めろ」

　深い決意を感じさせるアメジストの瞳に覗き込まれると、心の中まで裸にされたような心地になる。

（もう……ニコったら強引なんだから）

　そう言いつつユスティーナは胸がひどく高鳴っているのを感じる。

　もしかしたら、そう言ってもらいたかったのかもしれない。

（わたしのことを欲しいと……言ってくれた唯一の人だもの……）

　ユスティーナは瞼を伏せてニコの首に腕を絡ませた。

「わたし、結構重いからね……」

「知ってるさ」

　本当は愛されたくて堪らないのに、ユスティーナはそれを理性で覆い隠している。最低でもいい子でいなければ家で居場所がなかった。

　聞き分けが良くて、便利で、口答えしない。

　それが子爵家でのユスティーナの存在意義だった。

（でも、本当はずっと甘えたかったし、抱きしめてほしかった）

　幼い頃に与えられなかったものを、人は長じてからもずっと求める傾向にあるという。

　そしてそれは底なしだ。

　だからユスティーナはニコからの愛を無くしたくないし独り占めにしたい。

　腕に力を込めてニコを引き寄せると、ニコが笑ったのがわかった。

　そのまま数歩移動してベッドに腰を落ち着かせると、口付けを交わしながら互いの衣服を緩めていく。

　ユスティーナがニコのベストを剥ぎ取りシャツのボタンを外すと、ニコの手がドレスのスカートにもぐり内腿を撫でまわす。

「ちょっと、ニコ……！」

　あまりに性急な態度に声を上げるが、それも口付けで封じられてしまう。

　ニコの口付けは、激しさの中にもユスティーナを愛しいと思っていることが感じられて幸せな気持ちになる。

　だからユスティーナも積極的に舌を絡めたくなるのだ。

「ん、ふぅ……っ、あ、は……」

　肌を確かめるように撫でまわして、ユスティーナの官能を高め、愛を伝えるニコは胸に触れ舐る。

　ツンと尖った胸の先端は痛いほどに張り詰めた。

　口に含まれ吸われると、はしたないほどの嬌声が発せられる。

「や、あん！　ニコ、待ってそれ……っ」

　まるで空腹を耐えられない赤子のように激しく吸い付くニコがおかしくて、最初は笑っていたユスティーナだったが、徐々に痺れるような快楽のほうを強く感じてしまい、息が弾む。

「なに？　待ってほしいって？　それはなにを？」

　わかっていないのか、それともわざとなのかニコは乳嘴にゅうしを咥えたままユスティーナを上目遣いに見る。

　その強い視線にゾクゾクと快感を煽られたユスティーナはきつく眉間にしわを寄せる。

「もう……っ、ニコったら！」

　諦めたユスティーナはニコの頭を抱き締めると好きにさせた。

　両方の胸を平等に愛でたニコは手を胸下から臍にかけてゆっくりと下ろしていく。目指す先は蜜に濡れたあわいだろうと思うとユスティーナの胸の鼓動はドキドキと早鐘を打つ。

「触れるぞ」

　小さく口にしたニコに頷く。

　ニコの指が際どいところを掠めながら腿を撫でまわす。

　肌が粟立ち、あわいがむずむずと煩悶するのを止めることができない。

　やがてニコの指が蜜の滴るあわいに触れ、襞の奥まで確認するように擽くすぐる。

「ひあ、あぁ……っ」

　大きく腰が波打つ。

　ニコの指がゆっくりとユスティーナの中に埋められていく。

　狭隘きょうあいな蜜洞は解すように指を動かすとぎゅうぎゅうと締め付けてくる。

　ニコの指は長年の鍛錬で皮膚が硬く節くれだっており、それが隘路を進むだけでユスティーナの性感を著しく刺激した。

　腹側の弱いところを何度も指先の硬い皮膚が往復すると、それだけで嬌声を上げ達してしまう。

「ひゃ、あああ……っ！」

「は、ユスティーナ、可愛すぎだろう……」

　蜜を零しながら指を食い締めるユスティーナに当てられたのか、ニコが目元を赤く染めながら中を解す。

　一度達した隘路は貪欲にニコがもたらす刺激を受け入れようと蠕動ぜんどうする。

　指が増やされもっと太いものに耐え得るようにされると、苦しいほどの快感の中にいるユスティーナに新たな器官が作られたように感じられた。

　それはニコからもたらされる快楽を享受するためのもので、少し触れられただけでも思考が飛ぶほどの多幸感を与える。

「は、ああ、あっ」

　ビクビクと腰を震わせて達するユスティーナは、ぐったりとシーツの上に脱力した。その隙にニコは半端に脱いだ服を手際よく脱がせ、ユスティーナを裸にしていく。

　ユスティーナも特に抵抗はせずされるがままになっていると、ニコがゴクリと息を呑んだのがわかった。

「ニコ……？」

　荒い呼吸をしながら問いかけると、彼は恍惚とした表情を浮かべて吐息と共に言葉を吐き出す。

「ユスティーナは美しいな……」

　愛しいと言う代わりにあらゆるところに口付ける。

　鼻先や額、そして未だ完璧に拭い去れないコンプレックスの源であるそばかすにも、丁寧に優しく口付ける。

　それは決して揶揄するようなものではないことは、ユスティーナによく伝わった。そばかすすらも愛してくれているのだと思うと、ユスティーナの身体はさらに高みにのぼるようだった。

　両膝を大きく開かれ、秘されたところを余すことなくニコにさらけ出す。

「ニコ……っ」

「ユスティーナ、愛している……ずっと、誰より」

　ユスティーナがそれに応えようと口を開いたが、同時にニコの猛る陽根がゆっくりと隘路を侵す。

「ひ、あ、あぁ……っ」

　十分に慣らしたはずのそれは予想以上の質量でユスティーナを苛んだ。

　今まで感じたことのない痛みと違和感がミリミリと身体を拓いていく。

　ユスティーナは無意識にニコに縋りつくと、痛みに耐えるように掻き抱いた。

　短く切りそろえられた爪が、ニコの皮膚に食い込んでも気付かないほどに集中して痛みに耐えている。

「あ、くう……っ、うううう……！」

「ユスティーナ、すまない。痛むか？」

　ニコは爪を立てられた肩には頓着せず、中が落ち着くまで待ち、ユスティーナの身体を優しく抱き締めた。

「大丈夫だ、無茶はしない」

　痛みに涙を流すユスティーナの顔に何度も口付けを落とし、愛を囁く。

　やがて痛みに慣れてきたユスティーナが、強張った身体のまま微笑む。

「もう大丈夫……ニコ、いいよ」

　腰を振って子種を出さないとつらいはずだとユスティーナは、ニコの首筋に顔を埋めてしがみ付く。

「ユスティーナ……」

　耳を擽るユスティーナの息が浅いことを知ったニコは、ゆっくりと辛抱強く中を愛する。徐々に身体のこわばりが解け、蜜がかき混ぜられる音がしてくるとユスティーナから痛みだけではない声が発せられ始めた。

「あっ、はぅん……っ」

「あぁ、ユスティーナ……」

　ニコの低い声はユスティーナの骨に染み入るように響いてくる。

　少しずつ快感が身体の中に蓄積していくのを感じた。

（ああ……、ニコ……っ）

　しかしある一点を突かれたとき、自分でも驚くような声が上がり、腰が跳ねる。

「ひゃあっ」

　そこは指で愛撫されたときにも激しく感じた箇所だった。

　それがわかったのか、ニコは先端で優しく丁寧にそこを突く。蓄積するどころか爆ぜるような快楽に自然と腰が動いてしまう。

「あっ、ああ……っ！」

　中がキュウキュウとニコを締め付けているのがわかるが、どうしていいのかわからずユスティーナは声を上げ続ける。

　ニコの胸板で擦られて乳嘴がジンジンと熱を持つのがわかった。

　いつの間にかニコが激しく腰を振りたくっているが、痛みが快感で麻痺しているのか気持ち良さしか感じなかった。

　一際深く膝を割り開かれ、ニコが深くユスティーナを穿つ。

「……っ！　あ、ひう……っ」

　さらに奥へと侵入してきたニコに戸惑う。

　未知の領域を抉られユスティーナの思考が真っ白になった。

　目の前で明かりが激しく明滅して、前も後ろもわからなくなる。

　ただ、耳元でニコが激しい息遣いでユスティーナの名を呼んでいるのだけがわかった。

「ユスティーナ、ユスティーナ……俺の名を呼んでくれ」

　泣きたくなるほど切ない声に、ユスティーナは自分の身体の輪郭もわからない状態で必死に名を呼んだ。

「あ、ニコ……、ニコっ」

　世界のすべてが光に包まれた気がして、ユスティーナはこれが法悦というものかと理解する。

　同時に身体が絶頂に押し上げられ、隘路がキュウと締まる。

　身体を震わせてニコをきつく締め付けると、ニコが喉奥から絞り出すような呻き声をあげて中に吐精した。

　身体を震わせて何度か白濁を放ったニコはそのままユスティーナの身体を抱き締めると大きく息をついた。

　おぼろげな意識の中でニコを抱き止めたユスティーナは、その逞しい身体が汗ばんでいるのに気付き、運動量に想いを馳せつつ意識を失った。






「ユスティーナ？」

　声を掛けても返事がない。

　顔を上げてみるとユスティーナは腕の中で気を失っていた。

　薄く開かれた唇はまるで深い口付けを誘っているように見えたが、ニコはただ押し付けるだけの口付けにとどめてベッドから降りた。

　その顔は初めて思いを遂げたにしては曇っているように思える。

「はぁ……、自分で決めたこととはいえ、こんな気持ちになるとはな」

　乱れた髪をさらに両手で掻きまわしてニコが煩悶はんもんする。

　軽く身体を拭いて下穿きを身につけベッドに戻ってきたニコは、濡れタオルを手にしていた。

　そして未だ意識を飛ばしたままのユスティーナに膝でにじり寄ると、その身体を丁寧に清拭し始める。

　無言でそれを終えて、手早くベッドのシーツをはぎ取り予備のシーツを敷く。

　清潔になったベッドの真ん中にユスティーナを寝かせると、彼女は肌寒さを感じたのか身体を丸めて横を向いた。

　ニコは毛布をユスティーナと自分に掛けて横になる。

「名前を呼んでくれ、か……。本当の名も知らせずによく言う」

　自嘲するように吐き捨てると、ニコは後ろから温めるようにユスティーナを抱き締めて目を閉じた。






　ユスティーナが目を覚ますと、窓の外が夕暮れになっていた。

（え、もうそんな時間なの？）

　随分と長い時間眠ってしまっていたと身体を起こそうとしたユスティーナは、後ろから抱きついている腕があることを知る。

「ニコ……」

　振り向くと無防備に寝息を立てているニコの顔が見えた。

　影武者となるにあたって、王子に合わせて髪を切ったので表情がよく見える。

　印象的なアメジストの瞳は閉じられているが、それでも金の髪に彩られた顔は美しい。

「まつ毛が長いのよね……」

　そっと頬に触れるとピクリと瞼が痙攣したが、ニコは起きることなく健やかな寝息を立てている。

（この寝顔、守りたい……って思うのはおかしいかしら）

　ニコが鍛錬をかかさない騎士なのは承知している。

　戦いになれば非力な自分は守るどころか足手まといだろう。

　きっとニコの盾にもなれはしない。

（そうじゃなくても、ニコを守ることはできるはず）

　ユスティーナは身を屈めるとニコの頬に口付けてから起き上がる。

　服を身につけようとして、ようやく身体がすっきりとしていることに気付く。

（もしかして……身体を清められた？）

　見れば清拭に使ったと思しきタオルと交換したシーツが部屋の隅の洗濯カゴに入っていた。

　身体を重ねるのとは違う種類の恥ずかしさを覚え、ユスティーナは煩悶するのだった。






　そして訪れた舞踏会の当夜。

　ユスティーナはニコに贈られたドレスと、ネックレスを身につけていた。ネックレスは今日の朝に急遽渡されたものだ。

　上品な細い鎖の中心に紫色の宝石が揺れている。

「え、これ……」

　ユスティーナは目を見張る。

　これまでニコからこのような宝飾品を贈られたことはなかったのだ。

　嬉しさに言葉を詰まらせていると、なにを勘違いしたのか、ニコが唇を尖らせる。

「本当はもっと大きな宝石にしたかったんだが、あまり目立つのは良くないと思ってな」

「え！　そんなことない！　ニコがくれたということが大事なの、大きさとか関係ないよ！　嬉しい……ありがとう！」

　気持ちを素直に表そうとして抱きついたユスティーナにニコは機嫌をよくしたようだった。

（まるでニコが守ってくれているみたいに感じる……）

　ヴィルヘルム王子の侍女として注目を浴びてしまうかもしれないという気負いが、ニコから贈られたドレスとネックレスを身につけることでかなり軽減された。

　ユスティーナは堂々とした足取りで王子の後ろに付き従う。

　会場に入ると、先に来ていたヒルダ王女とその取り巻きたちが睨みつけるような視線で出迎える。

　そういった態度に出られることは十分に予測できたので、気にしないようにした。

　その後国王と王妃も入場し、華やかな舞踏会が始まった。

　王と王妃が踊り、その後でヒルダ王女とヴィルヘルム王子が踊ることになっていた。といっても姉弟で踊るわけではなく、それぞれのパートナーと、である。

（あれ？　でもヴィルヘルム殿下のパートナーって聞いてないな……？）

　王族の、しかも後継者を発表するかもしれない場でのパートナーとなると、そこらへんの令嬢と適当に踊ることは出来ないだろう。

　現にヒルダ王女の隣には婚約者の公爵家令息が待機している。

　婚約者がいない王子はいったい……そう思って王子のほうを盗み見たユスティーナはぎょっと目を見開く。

　いつの間に入れ替わったのか、ヴィルヘルム王子の席に座っているのは間違いなくニコだったのだ。

　もちろん影武者として座っているため、衣裳もきちんと王子と同じ盛装である。

　髪もしっかりと整えられ、美しいアメジストの瞳が輝いている……ユスティーナの胸元のネックレスと同じように。

「……あっ！」

　そこでユスティーナはようやく気がついた。

　ヴィルヘルム王子と同じ瞳の色をしているニコからもらったネックレスを付けている自分は、他者から見ればヴィルヘルム王子のパートナーに見えてしまうということに。

（拙いわ……いえ、でも宝石は小さいから目立たないはず……）

　冷や汗をかきながらユスティーナは足早に移動する。万が一ニコが自分をダンスの相手に指名してきたら面倒なことになると思ったのだ。

　幸い『ヴィルヘルム王子』は国王陛下に話しかけられており、すぐにはこちらへ来そうにない。その隙に身を隠してしまおう。そう決めたユスティーナの腕を後ろから引いた者がいた。

　まさかニコかと思い慌てて振り向くと、そこには知らぬ顔の貴族男性がいた。

「失礼、美しいレディ。この後私と踊ってくださいませんか」

「あ、いえ……わたくしは」

　ユスティーナはヴィルヘルム王子の侍女のため、元々踊る予定はない。

　許可を得れば一曲くらい踊ることは可能だが、その特別な機会をこの見知らぬ男性のために使う気はなかった。

「申し訳ございません、仕事の途中なので」

「そう言わず、一曲だけでも」

　男性はしつこく、ユスティーナの手を放そうとしない。

（もう！　いったいなんでそんなに必死なの？　パートナーに逃げられでもしたの？）

　だから適当にその辺を歩いていたユスティーナに声を掛けたのか。

　乱暴なことをして騒ぎを起こしたくないユスティーナは、王子の名前を出してこの場を切り抜けようと、手を振り払った。

　そのとき、男性がパッと急に手を放したため、ユスティーナはバランスを崩して後ろに倒れ込んだ。

「きゃ……！」

　みっともなく転んでしまうと覚悟をしてきつく瞼を閉じたユスティーナだったが、その身体をしっかりと支えた者がいた。

「危ないなユスティーナ」

「ニ……、いえ殿下！」

　それはまごうことなきニコだったが、今は『ヴィルヘルム王子』の影武者をしている。

　間違ってニコと呼んでしまっては元も子もない。

　そもそも今入れ替わっているのだって、このような大勢の人の中では危険が多いという判断がされたからだろう。

　ユスティーナは今一度口と気を引き締めた。

「バーンズ卿はユスティーナになんの用かな？」

　余裕たっぷりに流し目をするニコからは、僅かに苛立ちと怒りが滲み出ているように感じられた。

　それはバーンズ卿も同じようで、彼は終始挙動不審だ。

「いえ、別に……」

「そうか。もしかして彼女をダンスに誘おうとしていたのかと思ったのだが」

　ニコは手をユスティーナの腰に回して強く抱き寄せた。

「ひっ」

　そのあまりの力強さに思わず悲鳴を上げると、バーンズ卿が顔を青くした。

「と、とんでもございません！　そんな気持ちはひとかけらも……」

　それはそれで失礼だ。

　ユスティーナはニコ以外に自分の需要がないことを思い知ってため息をつく。

「だろうな。私の瞳の色の宝石を身につけているユスティーナを誘おうなど、極刑ものだからな」

「……！」

　息を殺して成り行きを見守っていた周囲の貴族たちが、ニコの発言に目を剥いた。

　周囲には『ヴィルヘルム王子』が特定の女性の存在を肯定したように見えたからだ。

「ちょ、ちょっと……ヴィルヘルム殿下……それはっ、きゃ！」

　さすがにこの状況は良くないと感じたユスティーナが反論しようとしたが、ニコが再び強く腰を抱き直す。

「さあ、ユスティーナ踊ろうか」

　曲が変わったのを機に、ニコが人の波を割ってホールの中央にユスティーナをエスコートする。

　もちろん『ヴィルヘルム王子』を止めることができる者は誰一人としていない。

　然るにユスティーナはそのままニコとダンスを踊る羽目になった。

「……ニコ、どうしてこの姿であんなことをしたの！」

　小声で𠮟りつけるが、ニコは飄々としながらダンスを踊っている。

　意外にもその足取りは優雅で、いかにも上流階級の品の良さをうかがわせる。騎士の鍛錬ばかりしていたはずのニコのどこにこんなスキルが隠されていたのか。

　ユスティーナを巧みにリードしながらニコは笑顔を浮かべる。

「どうしてって……ユスティーナと一番に踊るのは俺以外にいないだろう？」

「そうだけど！　だからって……！」

　直接的なニコの言葉が嬉しくないわけではない。

　ただ、影武者であるのにユスティーナと特別な関係であることを匂わすのは悪手だとしか思えない。

（ヴィルヘルム王子がわたしと個人的に親しいなんて噂が流れたら大変だし、それに……）

　ヴィルヘルムを敵視しているヒルダに目を付けられるかもしれない。

　さりげなく周囲に目を向けると、婚約者と踊っているヒルダと目が合ってしまった。

　ヒルダ王女はダンスをしている婚約者ではなく、怒りに燃えるような瞳でユスティーナとニコを睨みつけていた。

　その瞳は眼力で焼き殺そうとしているかのように強く、ユスティーナは思わず顔を強張らせ、あらぬ方向を向いた。

「どうした？」

　動きを止めずに、それでも警戒するように視線を鋭くしたニコに、ユスティーナはなんでもないと緩く首を振る。

「……少し焦げそうになっただけ」

「は？」

　繋いだ腕を高く掲げてくるりとターンしながらそう言うと、ニコが怪訝な顔をした。






　周囲の目を気にして一曲だけ踊ったユスティーナはこれ以上注目を浴びるとまずいからと言い訳をして、そそくさと立ち去った。

　大事な舞踏会を途中で抜けられたのは、国王が強かに酩酊してしまい、後継者の指名ができる状態でなくなってしまったからだ。

　いつもならいくら飲んでも酔わないのにと王妃が困惑する中、侍従に両脇を抱えられて歩く国王の背中に誰もが老いを感じていた。

　そして一刻も早い後継者の指名を強く望むのだった。

















５・秘密の暴露












　その日の深夜、ヴィルヘルム王子の離宮で騒ぎがあった。

　というより、ニコが騒ぎを起こした。

　原因はユスティーナの姿が見えないことだった。

　先に戻っているはずなのに、どこにも姿が見えない。

　行方を尋ね歩くニコは、舞踏会の夜ゆえに羽目を外しているのだろうと笑った同僚の護衛を殴ったのだ。

　それについては喧嘩両成敗として不問となったが、結局ユスティーナは翌日の昼まで待っても戻ってこなかった。

　ニコが独自に捜索したところ、茂みに彼がユスティーナに贈ったネックレスの鎖が落ちていた。

　ただ単に落としたわけではないことは、鎖が引きちぎられ、あったはずの宝石が見当たらないことからも容易に汲み取れた。

　何者かがユスティーナを誘拐したのだ。

　ユスティーナ自身は仕事上なんの問題もなく、恨まれるような人物ではない。

　しかし王城には明らかにユスティーナに敵意を燃やす人物がいる。

　王女ヒルダと、その侍女にしてユスティーナの異母妹であるライラだ。

　ヴィルヘルム王子の号令もあり、離宮の騎士たちは王女周辺を調査し始めた。






「ライラ、あなたどうしてこんなことを」

　後ろ手に縛られて床に座らされたユスティーナはいい加減尻が痛くてもぞもぞと身動ぎをした。

　目の前には胸の前で腕を組み仁王立ちする美しい異母妹がいた。

「どうしてですって？　あんたが目障りだからよ！」

　記憶にあるよりも低くドスの利いた声にユスティーナは驚きを隠せない。

　ライラにはユスティーナが見ない間、思いもよらない変化があったようだ。

「あんたがいなくなって清々したと思ったのに、家の居心地が悪くなったのよ！」

　堰を切ったように喚くライラの言葉を継つぎ接はぎして考えると、ユスティーナが王城で働くようになってから、使用人の態度が悪くなったというのだ。

（そりゃそうでしょ。言い難いことをわたしに言わせたり、クッションにしたりしていたんだから）

　金銭を介して雇用されていても人間だ。

　おざなりに扱われて嬉しいのは被虐趣味のある者だけで、大半はいい気持ちはしない。

　それに使用人たちとユスティーナは仲が良かった。

　ユスティーナがいかに虐げられていたか知っていて、ソニヤやライラにいい顔は向けないだろう。

　それでも仕事に誇りを持っていた彼らは手を抜かずきっちりとしていたはずだ。

　もしも彼らを変えたかったら、自分たちの態度から改めなければいけなかったのに、それをしなかった。

（傲慢さは貴族が直さなければいけない悪しき体質よね）

「それに、美しさと優雅さを買われて王城に来てみれば、お前が勝手なことをしているから……比べられて……っ」

　ライラはギリリと唇を強く噛みしめた。

（ああ、なるほど……）

　ユスティーナは気付かれないようにため息をついた。

　王城の、恐らく王女側の誰かが、ユスティーナの働きぶりを見て『では妹も』と思ったのだろう。

　美しさならばライラは誰にも負けないだろうが、気働きができるかと言われれば、ユスティーナは首を捻らざるを得ない。

　なにしろ幼い頃から傅かれちやほやされることになれているライラだ。

　もてはやされることはできても、反対にそれを他の……つまり王女にしようとは考えつかなかったのだろう。

　結果自分の機嫌を取ることもできず、もちろん王女の機嫌も取れず、周囲と馴染めずに王女に侍っていても気持ちよく過ごすことはできなかった……。

　その悶々とした気持ちの矛先は歪み、わかりやすく王女の標的であるヴィルヘルム王子と、その侍女に納まったユスティーナに向けられたということ。

（両親から強要されたなら、登城や出仕を断ればよかったのに……それもできないか）

　クロニエ子爵家としても、これを期に王家とつながりを持ちたいという野心があったのだろう。

　なにしろライラは人目を引くほどの美しさだ。

　目に留まれば王家に深く食い込むことだって不可能ではないかもしれない。

（でも、誰かの目に留まる前にボロが出た、と……）

　それを逆恨みしてユスティーナへの恨みを加速させたのだと思われる。

　恐らくヴィルヘルム王子を恨む王女と呼応して引っ込みがつかなくなったのだろう。

　幼い頃からライラは人の影響を受けやすい子供だった。

　だからソニヤがユスティーナを蔑ろにすればそれに倣ならった。

　自分で考えることができないというのは子供なら仕方のないことかも知れない。けれども一人前の娘となった今となっては、それを正すことをしなかったのは不幸と言えばいいのか、それとも怠慢か。

「と、とにかくお前が悪いのよ！　大人しく罰を受けなさい！」

「罰……、なにをするつもり？」

　ユスティーナは閉じ込められている部屋を見回す。

　王城のどこなのかはわからないが、窓がなく淀んだ空気から地下ではないかと思われた。

（もちろん人のいる所から隔離されているだろうことを考えれば、王城の北の端……、あ、もしかして北の端の塔？）

　王城には四隅に塔が立っている。

　主に高所からの監視のためだが、戦争が縁遠くなった近年ではそれ以外に天体・天気の観測、時刻を知らせる鐘楼として機能している。

　かつては塔のてっぺんに身分のある捕虜を幽閉したり、地下の小部屋で罪人へ拷問したりしていたという話も聞いている。

　特に北の塔はそういういう意味合いが強いという。

（つまり、拷問道具がある可能性も……、危険だわ！）

　癇癪を起すだけなら可愛いものだが、ここでライラの加虐性が助長されれば、ユスティーナは無事では済まないだろう。

　彼女の焦りが伝わったのか、ライラは頬を引き攣らせて笑った。

「ははっ、ようやく自分の立場を理解したようね」

　ライラは重い扉を開けて部屋を出ると、すぐに戻ってきた。

　ライラと一緒に部屋に入ってきたのは、王女ヒルダだった。

「王女殿下……」

　ユスティーナはゴクリと唾を吞んだ。

　ヒルダの手には艶々しい乗馬用の鞭が握られていた。

「ふん、何度見ても生意気そうな顔をした娘だ」

　パシ、と鞭を手のひらで鳴らす。

　その仕草はいかにも手馴れており、ユスティーナの心を寒からしめた。

　恐らくあの鞭を人に向かって振るうのは初めてではない。そう思わせるのに十分だった。

「お前、昨夜ヴィルヘルムと踊っていたな」

「……はい」

　踊っている最中に目が合い、焦げるほど睨まれたのだから誤魔化しようもない。

　ユスティーナはヒルダの顔色を窺いながら返事をする。

　鎌をかけているような様子は見られなかった。

（つまり、王女はニコが影武者であることをまだ知らないということ……）

　うっかり口を滑らせたりしないよう、ユスティーナは気を引き締める。

「あれには婚約者はいない。お前、あれと婚約でもするつもりなのか？」

　リズムをとるように、ヒルダは手のひらで鞭を鳴らす。

「とんでもございません。昨夜のダンスは……殿下が知らない令嬢では緊張してしまうから、と急遽申し付けられた、いわばお役目でして」

　まさか昨夜踊ったのは恋仲であるニコなのだと言えず、苦心してそれらしい言い訳を口にする。

　ヒルダは片眉を吊り上げて、ひときわ強く鞭を手のひらに打ちつける。

「ほう、あのように楽しげに踊っていたからてっきりいい仲なのだと思っていたが」

「滅相もございません。わたしごときが殿下の相手など務まるわけがございません」

　必要以上に自分を卑下したくなかったが、今は仕方がない。

　頭を低く低くしてなんとかやり過ごさなければ。

　だが、ユスティーナの答えが気に食わなかったのか、ヒルダは鞭を強くしならせる。すぐ傍で空気を切り裂くような鋭い音がした。

「ならばあのネックレスはどう説明するのだ！　瞳の色の宝石を贈るなど、ただの侍女にするとは思えぬ！」

「あれは……殿下からではなく、……わ、わたしの恋人から貰ったものでございます」

　言うべきか迷ったが、誤解を与えたくないと思ったユスティーナは言い返した。

　しかし、次の瞬間ヒルダは腕を振り、鞭をユスティーナに向けて振るった。

「わたくしを謀るか！」

「うっ！」

　さほど勢いはなかったのに、鞭は空気を裂いてユスティーナの肩を打った。

　ピシッと乾いた音が耳のすぐ近くで破裂し、肩が燃えるように熱くなった。

　思わず肩を押さえて蹲る。

　皮膚が裂けたかと指で探ると、ドレスだけが裂けていると知れた。

（せっかくニコが贈ってくれたドレスなのに……！）

　切なく悔しい気持ちでカッと頭に血が上ったのがわかった。

「ふふっ、いい気味だわ」

　小鳥のような声でライラが囀るのが、ひどく癇に障った。

　痛みと動揺で感情の制御が上手くいかない自覚があるユスティーナは、奥歯をギリリと噛みしめる。

　相手がライラだったら、ユスティーナは掴みかかって初めての姉妹喧嘩が成立していたかもしれない。

　だが相手は王女だ。

　いくら理不尽をされたからと言って手を出していい相手ではない。

「すぐわかる嘘を申すな！　紫色の瞳など、そうそういるわけがないではないか！　それにあれほど質の良い宝石を、その辺の男が手に入れられるわけがなかろう！　わたくしでさえめったに手に入れることができぬほどの品なのだぞ……！」

　コケにされたと思ったのか、ヒルダは鞭を手にわなわなと震えている。

（だから鎖を引きちぎり宝石だけを持ち去ったの？）

　ニコから貰ったものが、まさかそんなに値打ちものだとは知らなかったユスティーナはこれ以上王女を刺激するのは得策ではないと悟り、顔を上げる。

「本当でございます！　エルヴァスティ伯爵家のニコ卿がくださいました！　彼は今ヴィルヘルム殿下の警備として王城に勤めており、わたしの幼馴染で偶然にも瞳が紫なのです」

　ニコの素性を王女に告げることにためらいがあったが、王子の周辺を調べているのならば騎士の出自くらいは把握済みだろうと思い正直に口にする。

　しかしヒルダは鼻を鳴らして目を眇める。

「ふん、浅はかな。エルヴァスティ伯爵家から出仕しているのは、ミカ・エルヴァスティだけであろう。あそこは息子が一人、忌々しくもヴィルヘルム付きの騎士だが……ああ、そうか」

　ヒルダは邪悪な笑みを浮かべる。

　ユスティーナはヒルダの言ったことが理解できずにずっと発言を咀嚼し続けている。

（え？　ニコはエルヴァスティ伯爵家の出身ではない？　でも、嫡子ではなく親類筋だから……え、でも）

　親類筋だとしても、王城に出仕するとなればエルヴァスティを名乗るはず。

　そしてユスティーナは気がついた。

　ユスティーナはニコからちゃんとした自己紹介をしてもらったことがない。

　彼の口から『エルヴァスティ』を名乗られた記憶がないのだ。他の誰かに名乗っているところも見たことがない。

（でも伯爵も奥様もニコのことは家族同然に接していらして……え？）

　動悸がして、息が苦しい。

　誰よりも知っているはずのニコのことが急にわからなくなって混乱している。

「あははは！　その恋人とやらにお前は騙されているのだ！　出自の知れぬ者なら、この宝石だって紛い物か、どこからか盗んできたに違いない！」

　心底可笑しそうに身体を折り曲げて笑うヒルダを、ユスティーナはキッと睨んだ。

（いいえ、ニコがどこの誰でも関係ないわ！　想い合い愛し合った時間が無くなったわけじゃないし！　ニコが盗みなんてもちろんするはずないし！　なによりわたしはニコを愛しているんだもの！）

　王女にそんなことを言っても仕方がない。ユスティーナは唇を引き結ぶ。

　それがヒルダの気に障ったようで、王女は鞭で空気を裂く。

「なんだその目は、もっと鞭で打たれたいのか？」

　威嚇のために強く腕を振り、鞭がひゅ！　と空気を裂く音がした。

　ユスティーナはさきほどの痛みを思い出し、一瞬ビクリと肩を動かしたが怯える心を無理矢理しまい込む。

「騙されてない！　わたしはニコのことが好きだし、ニコだってわたしのことを愛しているのは間違いないわ！」

「な……、王女様に生意気な口を利いて……！」

　ライラが前に出てユスティーナの頬を張る。豪快に振り抜いたために、その勢いでユスティーナが倒れ込んだ。

「なによ、哀れっぽく倒れちゃって……あ」

　身体を起こしたユスティーナの口の端に血が滲んでいるのを見て、ライラが怯んだように顔を歪ませた。

　まさか血が出るとは思っていなかったのだろう。

「わたくしの侍女ならば、それくらいで動揺しないことだ。もっときつい仕置きをすることもあるのだぞ」

「え……」

　ライラは顔を青くする。

　蝶よ花よと育てられたライラは極端に痛みに弱い。

　ゆえに血を見ることが苦手なのだろう。

　ならば人を傷つけるようなことをしなければいいのにとユスティーナは思う。

　だがヒルダは逆にライラを見て『いいことを思いついた』という顔をした。

　それは楽しそうな笑顔だったが、ユスティーナをゾッとさせる。

「ライラ、お前その女をわたくしがいいと言うまで鞭で打て」

「え……」

　ヒルダが椅子に腰かけて悠然と脚を組み、鞭をライラに差し出す。ライラは戸惑ったようにヒルダと鞭を交互に見る。

　美しい花のかんばせが泣きだしそうに歪む。

「さあ、ライラ！」

　決心がつかないライラに焦れたのか、ヒルダが声を荒らげた。

「ひっ」

　ライラは首を竦めて鞭を受け取ると、青い顔でユスティーナに向き直る。

　その手は細かく震えており、すぐに鞭を取り落としてしまいそうだ。

「手加減をしたら、その分お前を打つ！」

　叩きつけるようなヒルダの声に、ライラは泣き笑いのような顔をした。心が決まったようだ。

「あ、あんたが悪いのよ……あんたが……私を蔑ろにするから」

「蔑ろ……なんのこと？」

　ユスティーナが怪訝そうに眉を顰めると、ライラが苛ついたように鞭を持った方の腕を振りあげる。

「あんたが、私を置いて出ていくから……っ」

　ライラの言葉に驚いたユスティーナは、避けるタイミングを逃してしまった。気がついたときにはライラが持った鞭はヒルダと同じところを打っていた。

「ああっ！」

　まるで火箸でも当てられたような熱を感じて、ユスティーナは悲鳴を上げる。肩が燃えるように熱い。そしてチリチリとした痛痒感のあと、ようやく痛みが滲み出てくる。

「うう……」

　堪らず肩に手を当てるとぬるりと滑る。

（血が……）

　ライラから頬を張られたのよりも、酷い傷だ。

　自覚すると痛みが増す。肩に心臓があるように脈動し、ユスティーナは蹲る。

「ユ、ユスティーナ、血が……っ」

　自分でしたことなのに、ライラはひどく動揺して鞭を取り落とす。

　できの悪い喜劇のようだと思ったユスティーナの耳にヒルダの哄笑が届く。

「あっはははははは！　まるで虫だな！　偉そうなことを言っていても痛みには敵わない！　さあライラ、もう一度だ！」

　ヒルダが命令するがライラの反応が鈍い。流血したユスティーナにショックを受けているのだ。

　それがヒルダの神経に触れたらしく、苛ついたように声を張る。

「出来ないのならライラ、お前を打ってもいいのだぞ！」

「ひぃっ」

　鞭で打たれる恐怖が勝ったのか、ライラは慌てて鞭を拾うと両手でしっかりと構える。

「ライラ……っ」

「あ、あんたが悪いんだって……っ、い、言ったでしょ……っ」

　片手でもあんなに痛かったのに、両手で振り下ろされてはどうなるかわからない。

　さすがに血の気が引いたユスティーナがジリジリと後ずさるが、すぐに壁に突き当たってしまう。

（どうしよう……っ、逃げ場がない）

　ユスティーナはせめて悲鳴を上げないようにと奥歯を食いしばる。

　そのとき遠くからバタバタと大人数の足音となにやら言い合うような揉み合うような音がした。

　それは徐々に大きくなり、明瞭になっていく。

　その中でユスティーナは、自分の名を呼ぶ声に気付いて顔を上げた。

（もしかして……ニコ？）

「ユスティーナ！」

　はっきりと聞こえた声は確かにニコの声だった。

　自分を探してくれていることが、こんなにも嬉しいとは思わず、ユスティーナは視界が滲むのを感じた。

「ニ、ニコ……、ニコ―――！」

　声の限りに叫ぶと、ヒルダが大きく舌打ちをして立ち上がる。

「貸せ！」

　ライラが持っている鞭を奪い取ると、ヒルダは大きく振りかぶった。

「わたくしの邪魔をする者は……許さない……っ」

　怒りに我を忘れたヒルダの声は鬼気迫っていて、ユスティーナは息を呑む。こんなに怒り狂っていてはどれだけ打たれるのかわかったものではない。

　だが、そんなユスティーナに覆い被さる者があった。

「だめ……っ」

「ラ……っ、ライラ？」

　どうしたことか、ユスティーナを嫌っているはずのライラが身を投げ出して庇うようにしたのだ。

　ふわりと鼻腔を擽る甘い香りは、本当にごく小さい頃二人で楽しく遊んだ記憶を呼び起こし、ユスティーナを懐かしい気持ちにさせた。

　しかし空気を切り裂く鞭の音に、我に返る。

　このままではライラが背中に鞭を受けてしまうと思ったユスティーナは、肩の痛みを忘れ、必死に体勢を入れ替える。

「ライラ、顔を伏せて！」

「ユスティーナ……っ」

　無防備になったユスティーナの背に鞭が振り下ろされた。

「……あぁっ！」

「馬鹿にして、馬鹿にして……っ」

「いやああ!!　ユスティーナ！」

　鞭が何度もユスティーナの背中に振り下ろされる。

　腕の中にライラを庇いながら燃えるような痛みに耐えるユスティーナに、ようやくニコの声が近くに聞こえた。

「ユスティーナ……っ、やめないかヒルダ！」

　早く鍵を開けろと誰かを急かす声のあとで、乱暴に扉が蹴り開けられニコが入ってきた。

　すぐに数人がなだれ込んできて辺りは騒然となる。

　狂ったように鞭を振るっていたヒルダは取り押さえられながらも、不敬だ、離せと激しく抵抗した。

　余人に被害が拡大しそうになったため、ヒルダは複数の騎士に両脇を抱えられるようにして部屋を連れ出された。

「ユスティーナ！」

「ニ、ニコ……」

　背中が燃えるように熱い。

　麻痺しているのか痛みを感じないユスティーナは、愛する者の顔を見て安堵したのか、ライラを抱き締めたまま意識が遠くなるのを感じた。

「すまない、ユスティーナ……！」

　ニコの悲痛な声が暗くなった意識の中でずっと反響していた。






　次に目を覚ました時、ユスティーナは驚くほど寝心地のいいベッドにうつ伏せになっていた。

（恐らく、最高級のシルク……！）

　さわさわと手を動かしてシーツを確かめていると、背中に激痛が走った。

「うっ」

　痛みは北の塔でのことをユスティーナに思い出させる。

（ああ、そうだ。わたし鞭で打たれて）

　腕の中でライラが泣いていたことを思い出す。

「ユスティーナ……っ」

　すぐ近くでライラの声がして、ユスティーナは反射的に身体を起こそうとするが、痛みで身体が硬直し、身を丸めて痛みに耐える。

「う、ううっ！　……ライラ……っ、あなた、大丈夫？」

　息を詰めて痛みをやり過ごしたあと、細い息の下からそう尋ねると、ライラは怒りを滲ませて叫ぶ。

「あんた……っ、こんな時ぐらい人の事より自分の事を優先させなさいよ！　馬鹿なの!?」

　あんまりな言い草に圧倒されてしまったが、ユスティーナは嬉しくて痛みの中に笑いを滲ませる。

「は、はは……元気そうで良かった。ライラがいつも通りで安心したわ……」

　笑うとその振動で背中が引き攣れて痛みが伴う。

　身体が動かしにくいのは、包帯がグルグルと巻かれているせいだろう。

　しっかりと怪我の治療が施されているようだ。

「ここはどこかしら？　治療はあなたが？」

　体勢を変えようとしたが、うつ伏せが一番痛みを感じないと思い知ったユスティーナはなんとか顔の向きだけを変えてライラを見る。

　ライラは泣き腫らして真っ赤になった目を擦って首を横に振る。

「ここはヴィルヘルム王子の離宮よ。治療は医師がしたわ。私が手当てしたかったけど、駄目だって言われた。ヒルダ王女の侍女だからってユスティーナに触れることも許されず、遠ざけられそうになったのをなんとか泣き落としで回避したくらいなんだから」

　頬を膨らませて自分への扱いに不満があると示したライラは、ユスティーナの知っているわがままで可愛らしい、出会ったばかりの頃の異母妹だった。

「じゃあ……」

「全部ニコとかいう人が手配したの。あの人、随分偉そうだけど何者なの？」

　ライラは胸の前で両腕を組んで鼻息も荒く言い捨てる。

　なんでもあの後、あの場を仕切ってユスティーナに治療を受けさせ、ライラを排除しようとし、更にはヒルダ王女の処遇にも口を出したというのだ。

「私に対しては感じ悪いけど、ユスティーナのことは大事にしているし。ヒルダ様が言っていたようにユスティーナを騙しているようには見えなかった」

　覗き込むようなライラの視線を受け止めきれず目を逸らす。

「わたしにも……わからないわ」

　ヒルダ王女は、エルヴァスティ伯爵家から出仕しているのは『ミカ・エルヴァスティ』という名だと言っていた。

　ニコの正体がそのミカだとしたら、名前を偽っている意味がわからない。

　エルヴァスティ家に出入りして伯爵とも夫人とも既知であるユスティーナに隠す必要などない。

　もしもニコが伯爵家の者でなくても、ユスティーナにはなんの問題もないのだ。

　たとえ伯爵家に出入りの業者や、養い子だったとしても、ユスティーナはニコがニコであるだけでよかった。

（わたしはよくても、ニコがよくないということなのよね、多分）

　信用されていなかったようで悲しいが、それまでの関係だったということだろう。

　そうなるとニコと末永く一緒にいたいという願いも叶わないのかもしれない。

　ユスティーナの気持ちは沈んだ。

「ユスティーナ、具合が悪いの？」

　心配するようなライラの声音に弱々しく頷くと、ユスティーナは枕に顔を伏せた。

　しばらくそうしていると、ライラがそっと部屋を出ていくのがわかり、小さくため息をつく。

（心配を掛けさせてしまったわ。でも、今は大丈夫なんでもないと笑顔で言ってあげられない……）

　ユスティーナは沈んだ気持ちを押し込めるように枕を強く握った。

　その内にうとうととし始め、眠ってしまった。
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　ノックしても返答がないのでそっと扉を開けると、ベッドの上で寝息を立てるユスティーナが見えた。

「あぁ、やはり眠っているのか」

　ライラからそう言われていたものの、少しでも言葉を交わせないかと思っていたニコは残念そうに眉を下げた。

　そのままベッドに歩み寄り、乱れて顔に掛かった髪を整えると、くすぐったかったのかユスティーナが小さく呻いた。

「ユスティーナ」

「……」

　名前を呼んでみたが返事はなく、ユスティーナは口をもごもごと動かしている。

（食べ物の夢でも見ているのか？）

　幼い頃の天真爛漫なユスティーナを思い出して頬が緩むと、背後でゴホゴホとわざとらしい咳払いが聞こえた。

「眠っている婦女子にそれ以上触れるのはどうかと思います」

「ミカ……もちろんわかっている」

　ニコはムッとしたように口角を下げるとベッドの脇にある椅子にドカリと腰掛ける。

　ミカと呼ばれた男は『やれやれ』とでも言いたげな顔をすると手を後ろで組んで待機の姿勢を取る。

　そのままユスティーナが目覚めるのを待っていたが、四半刻もすると遠慮がちに扉がノックされた。

「あの……」

　顔を出したのはヴィルヘルム王子の侍従だった。

　それは時間切れだという合図で、ニコは無言のまま立ち上がり、ミカは扉へ向けて数歩歩く。

「ニコ……」

「わかっている」

　ニコは未だ目を覚まさないユスティーナに触れようとしたのか、手で空を掴むような仕草をしてから名残惜しそうに身を翻した。






「で、どうするんだ？」

　歩きながらミカがニコに尋ねると煩わしそうに首を振る。

　まるですべての柵を取り払うように。

「どうもしない。俺は俺のするべきことをするだけだ」

　神秘的な紫の瞳が物騒な光を映した。
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　ベッドから身体を起こすことができるようになるまでの数日、ユスティーナは主に女性医官とヴィルヘルム王子の侍従とだけ顔を合わせた。

　ライラがどうなっているか心配だったが、王子の侍従によればヒルダ王女と今回の件についての取り調べに応じているとのことだった。

（確かにヴィルヘルム王子付きの侍女を誘拐、監禁して鞭で打つなんていくら王族でも容認されないということでしょうね）

　しかし王族との強いつながりが欲しいクロニエ子爵家がなにも言ってこないのは驚きだった。もし被害を受けたのがライラだというなら多少違いはあったかもしれないが、実際に打たれたのはユスティーナだ。

　ユスティーナが鞭打ちに遭ったくらいなら『どうぞどうぞ、気の済むまで打ってやってください』と揉み手をして恩を売りこむ様子まで目に浮かぶというのに。

（もしかしてソニヤがなにかを企んでいるのかしら）

　ヒルダ王女派からヴィルヘルム王子派に乗り換えようというのか。

　情報が足りなさすぎて判断に困ったユスティーナが、一旦思考を放棄して休憩しようと思っていたとき、扉がノックされた。

　医官がすぐに対応し、大きく開かれた扉の向こうから現れたのはニコだった。

「ニコ……」

　恋人の訪いは嬉しいが、今のユスティーナの心境はそれだけではなく複雑だ。

　なにしろヒルダ王女からヴィルヘルム王子に仕えている中に「ニコ」という者はいないと言われたからだ。

　それが讒言だとしても、ニコについては少し引っ掛かりがある。

　気になることを引き摺りながら接することができないユスティーナはこの機会を逃さずに聞いてみようと、努めてキリリとした顔を作る。

　しかしその顔が驚愕に見開かれた。

　ニコのすぐ後ろにヴィルヘルム王子がいたからだ。

「殿下？　どうしてこちらに……」

　身なりも整っていないのにと慌てて髪を撫でつけたり寝間着を整えたりしていると、ヴィルヘルムはにこやかで親しみやすい笑顔を浮かべて手を上げる。

「ああ、気にしないでくれ」

　気さくにそう言ってくれるのはありがたいが、こちらは気にするのだ。

　そんなことを思いながらもユスティーナはそれ以上の身支度を封じられてこっそりニコを睨む。

（どうしてこんなところに殿下をお連れしたのよ！）

　もしも部下を見舞いたいというヴィルヘルムの気遣いであっても、それを止めるのが正しい護衛の姿ではないか。

　視線でニコにそう抗議すると、ニコは済まなそうに眉を寄せた。

　いつもなら『殿下の思おぼし召めしだから仕方がないだろう』とでも言いたそうにスンとした顔をするのに、どうしたことだろう。

　二人のそんな無言のやりとりをみて、ヴィルヘルムは浮かべていた笑みを深める。

「ふふふ。一つ嘘をつくと、それを隠すのにまた一つ嘘が積み重なるという見本だな」

「おい」

「ひええ！　ニコ、あなた殿下になんという口の利き方を！」

　例えヴィルヘルムの影武者だとて、許されないことがある。

　ユスティーナは諫めようとしてニコに手を伸ばすが、その動きが背中の傷に触れて痛みを生み出す。

「あうっ！」

「ユスティーナ！　まだ安静にしていないと」

　サッと手を差し伸べてユスティーナの身体を支えるニコには正直胸がときめくが、同時に『あなたのせいでしょ！』と言いたくもなる。

　ユスティーナは痛みに顔を顰めながらなんとか表情を取り繕うとヴィルヘルムに目礼をする。

「お許しくださいヴィルヘルム殿下。ニコに悪気はないのです」

「ユスティーナ……！」

　彼女の真剣な態度にニコが呻くと、ヴィルヘルムはまるで『ほらね』とでも言いそうに肩を竦める。

「いいんだ、楽にしてユスティーナ。わたしは本来君にそこまで礼を尽くされるような人間ではない」

　ヴィルヘルムの言葉に違和感を覚えたユスティーナは、恐らく訝しげな顔をしたのだろう。

　王子は苦笑気味に首を傾げると、ニコを意味ありげに見つめた。

　その視線で覚悟を決めたのかニコはベッドの傍らに膝をつくと、両手でユスティーナの手を握った。

「ユスティーナ、俺は君に嘘をついていた」

「え……」

　場の空気が一気に深刻さを増した。

　言葉を発することができず、ユスティーナはごくりと喉を鳴らす。

「俺の本当の名前はヴィルヘルム・ヒルトゥラ。俺が、本当のヴィルヘルム王子なんだ」

「は……、はあ!?」

　冗談はよしてくれとばかりに目を大きく見開いたユスティーナにヴィルヘルム王子だと思っていた方の男性が微笑む。

「わたしはミカ・エルヴァスティ。君がよく知っているエルヴァスティ伯爵家の嫡子だ」

　ミカ・エルヴァスティ――それはヒルダ王女が口にしていたエルヴァスティ家の騎士の名と一緒だった。

　ミカの微笑みには、よく見るとユスティーナが敬愛するエルヴァスティ伯爵夫人の面影がある。

　本格的に混乱してきたユスティーナは、首を大きく傾げた。

「……嘘でしょう？」






　二人の話によると、ニコは……ヴィルヘルム王子は幼い頃からヒルダ王女と王妃によって虐げられていた。

　あまりにヴィルヘルムに対する忌避感が強く、命も危ういと考えた王と側近たちの手によって病弱なためと偽り、王妃から距離を置き離宮に引きこもって暮らすようになった。

　公式行事などどうしても参加しなければならないときにだけ、僅かに顔を出すようにしていたが、それでもヴィルヘルム王子の利発な様子を目にするたびに憎悪の念を深める王妃と王女の行動は目に余った。

　距離を置くだけでは足りない、このままでは確実に間違いが起きると考えた王たちは、王子によく似た背格好の影武者を仕立てることにした。

「それが私だ」

　ヴィルヘルム王子……いや、ミカ・エルヴァスティが少し悪戯っぽく微笑む。

「幸か不幸か、同年代でヴィルヘルム王子のように金髪で紫の瞳の男児というのはなかなか少なくてね。それに我が子を危険の只中に放り出すような酔狂は、うちの親くらいしかいなかった」

　はは、と笑うミカに、ユスティーナは声を尖らせる。

「酔狂だなんて……伯爵と夫人はとてもお優しくて愛情深く、他人のわたしにもとても親身になってくださる素敵な方です……！」

　ユスティーナはデビュタントのときの白いドレスを思い出して胸が熱くなる。

　酔狂で自分の子供を危険な目にあわせるのをなんとも思わない親などには当てはまらない、ソニヤでもあるまいしとんでもないと憤慨する。

「おおっと、ありがとう。そう、今のは照れ隠しで本心は違う。うちの親は私を高く評価して信頼しているからこの大事な役目を私に与えたのだ」

　ミカは照れくさそうに、しかし胸を張る。

　その顔には確かな家族愛が浮かんでおり、ユスティーナはホッとした。

「ともかくヴィルヘルム殿下をお守りするため、私が影武者として離宮で暮らしたり行事に参加したりしている間に、殿下には我が家ですくすく育っていただき、身を守る術を身につけていただいたわけだ」

　ミカの一言でユスティーナは幼い頃のことを思い出す。

　いじめか虐待かと思うような厳しい鍛錬の裏にはそのような事情があったとやっとわかったのだ。

　あれは単に武芸を身につけるためのものではなく、真の意味で身を守るためのものだったのだ。

「あの、でも殿下……いえ、ミカさんは大丈夫だったのですか？」

　同じ年頃で一人離宮で暮らすことはなかなかに厳しいことのように思う。

　それに命を狙われるとなると大人でも耐えられないものがあるだろう。

　だが当のミカはあっけらかんと笑う。

「あはは、私はいわゆる天才でね。演技も武芸も悪意への対処も問題なくできていたから大丈夫だったんだ。でも心配してくれてありがとう」

　こうして話してみると、ニコと瓜二つだと思っていたミカは随分とニコと印象が違う。

　きっと表情から所作からしっかりと作り込んで、『ヴィルヘルム王子』を作り上げていたのだろう。

（力だけではなく、心も強い人なのね）

　尊敬のまなざしで見つめていると、横からニコがユスティーナの視界を遮る。

「ということで俺は王城に騎士として登城してからは適宜ミカと入れ替わり、徐々に王族としての仕事をしながら機会を待った」

「機会……？」

　なんの？　と小首を傾げるユスティーナの手を強く握り、宝石のように美しい瞳で見つめる。

「もちろんユスティーナを俺の唯一の妃として迎える機会だ」

「は？」

　寝耳に水どころの話ではない。

　王族の妃になるなど、夢にも思わなかったことを言われて思わず真顔になってしまう。

「俺の妻になるということはそういうことだ。ユスティーナはおかしいと思わなかったのか？　たかが王城に勤めに行くのに辺境伯の紹介状、そして王城の女性陣を取り仕切る王妃の次に重要人物だと言われる女官長直属になり、あまつさえ王子専任の侍女に引き抜かれるなど……普通ではありえない」

　確かにおかしいと思っていた。でも、ユスティーナに不都合はなかったし、そういうものだと思い込んでいたのだ。

「そもそもユスティーナの採用試験と面接は、俺の妃足りえるかを諮る試験でもあったのだ」

「……えぇ……っ！」

　それでなんだかいろいろむずかしいことを聞かれたのかと今更ながら得心がいく。

　でも、後出しでそんなことを言われても。

　眉を下げるとニコ……ヴィルヘルムは美しいアメジストの瞳を細めた。

「外堀はとうに埋まっている、諦めて俺の妃になれ」

　ユスティーナは真っ白になりそうな頭の片隅で、ヴィルヘルムの美しさを再確認するのだった。






　矢継早に情報を詰め込み過ぎたようで、ユスティーナは発熱した。

　すぐにヴィルヘルムとミカに退室を促した医官の勧めでベッドに横たわりながら、頭の中は混乱を極めていた。

（え？　ニコが本当はヴィルヘルム殿下で、ヴィルヘルム殿下がミカさんで本当のエルヴァスティ伯爵家のご子息で……え？　ヴィルヘルム殿下が私を妃にするって??　え??）

　思考が走り、目がギンギンに冴えわたってしまいとても眠れそうになかったユスティーナは悶々と考え続けた。

　これまでの行いで王家に失礼に当たりそうなことはなかったか……ある、あるに決まっている！

　ユスティーナは消え入りたい気持ちになり、顔を両手で覆う。

　散々ニコに甘え好きだと言ってきたこれまでの言動がユスティーナを苛む。

（うわあ……どうしよう。小さい頃ならいざ知らず、王子様にあんなことやこんなことをしてしまった……！）

　将来はニコと結ばれると信じていたユスティーナは大胆にもしてしまった過度な触れ合いを思い出して顔を赤くした。

　不敬どころの話ではない。

　ニコに、いやヴィルヘルム王子にユスティーナの初めてを捧げたのだから、彼がユスティーナを娶ろうとする気持ちはわからないでもない。

　だが、ユスティーナはニコの妻になる気はあっても、ヴィルヘルム王子の妃になろうとは爪の先ほども考えたことがないのだ。

「どうしよう……、本当に、どうしたらいいのかしら」

　出口のない迷路をグルグルと彷徨うのにも似た、焦燥感と絶望感がユスティーナを満たしていた。






　翌朝、あからさまに寝不足顔をしたユスティーナは床上げとなった。

　とは言っても自室で静養を命じられているので、ただ単にベッドが変わっただけで、仕事復帰には程遠い。

　身体が鈍ってしまわないように、せめて縫物をしたいとこぼすと女性医官が眉を顰めた。

「あの、教養としての縫物や刺繍は許されても、これまでの侍女としての仕事はもう無理だと思いますけれど」

（え、どういうこと？　もしかして怪我を理由に退職しなければいけないのかしら！）

　確かにこれまで王城に勤める者は長期の休養を要する事態に陥ったとき、退職しないまでも王城ではなく自分の屋敷で静養するのが通例だ。

　年若い女性ならばそのまま復帰せず結婚して辞職することもままある。

　それに気付かず普通に王城の自分に割り当てられた部屋で過ごそうと考えていたユスティーナは青褪める。

「どうしよう……わたしクロニエ邸には帰りたくないわ……！」

　あそこには自分に興味がない父と、敵意しか持っていない継母がいる。

　屋敷に帰れば王女に反抗した不出来な娘として折檻が待っているに違いない。

「あなた、もしかしてかなり鈍いのかしら……そうじゃなくて、あなたは既に侍女の扱いではないということです。ヴィルヘルム王子の想い人なんですもの」

「……はっ」

　私があなたの専属なのもそういうわけですよ、と苦笑する医官の言葉に顔が熱くなる。

　廊下を歩く間、誰ともすれ違わなかったことがありがたいと思うほど、ユスティーナは動揺していた。

（いや、まって……わたしの気持ちがまだ整理できていないのに……周囲が、外堀が本当に埋められてしまった……？）

　思考に沈むユスティーナは故に、自分の居室ではなく、ヴィルヘルムの部屋の隣に案内されたことに気付くのが遅れてしまった。

「あ、うあ……！　わたしがここで過ごすのはどうかと思います……っ」

　かつて賢王と呼ばれた王の妃が愛したと言われる離宮で、仕事もせずにただのんべんだらりと過ごすなど、あってはならないとユスティーナは激しく首を振る。

「あの、あまり興奮しないでください。お身体に障ります」

　医官から窘められてユスティーナが口を噤むと、あれよあれよという間にユスティーナの私物が運び込まれ、部屋が快適に整えられてしまった。






　それからしばらく治療に専念したユスティーナが身体を伸ばしたり屈めたりしても問題ない程度に回復したころ、ライラが訪ねてきてヒルダ王女が謝罪したいと話していると聞かされた。

「王女様は陛下に蟄居ちっきょを命じられて大変落ち込んでいらっしゃるから、更にユスティーナをどうこうするつもりはないと思うのだけれど……」

　何度も行き来するうちにライラは離宮にすっかり馴染んでいる。

　周囲からの影響を受けやすい分、いい環境に身を置けばライラはこの上なくよい令嬢なのだ。

「もし気が進まないなら、私からきちんとお断りをするわ」

「ありがとう、ライラ」

　ユスティーナは笑みを浮かべながら考える。

　傷は癒えたといっても、恐怖まで綺麗に拭い去れたわけではない。あのときの冷たい石畳の感触や、鞭を打たれたときの火掻き棒を当てられたような痛みは、まだユスティーナの深層意識にしっかりと恐怖として残っている。

「でも、お会いするわ。王女様のお考えを無下にするなんて許されないもの」

　会うといってもまさか二人きりではないだろう。鞭などの武器をヒルダ王女が持参しない限り、最悪の事態にならないはず。

　そう言って恐怖に呑まれそうになる己を納得させていると、部屋の扉が許可なく開けられた。

「いやなら断っていい。ユスティーナがヒルダに阿おもねる必要はない。もし会うというなら私が同席する」

「……殿下」

　淑女の部屋に許可なく立ち入ることができる人物は、離宮の主であるヴィルヘルムに他ならない。その後ろにはミカが影のように付き従っていた。

　素早くカーテシーで礼を表そうとしたユスティーナとライラを「よい」と一言で黙らせると、空いた椅子にドカリと腰掛ける。

　ライラは最低限の礼儀を取りながらも、なぜかヴィルヘルムのことをよく思っていないようで表情が硬くなる。

「ヴィルヘルムと呼べと言っただろう、ユスティーナ」

　ニコという名はどこにも存在しない偽名だ。幼い頃から慣れ親しんだとはいえ、ヴィルヘルムは本当の名前でユスティーナに呼んでほしいと思っているようだ。

「あ、はい……。でも、まだ慣れなくて」

　名前を呼ぶのもそうだし、ヴィルヘルムが王族だという事実も上手く呑み込めていない。まして恋人や婚約者のように振舞われてはユスティーナの心臓はいくらあっても足りないほど忙しない。

「敬語もやめてくれ。なあ、ユスティーナ」

　ヴィルヘルムがずい、とテーブルに肘をついて身体をのめらせる。

　前髪が触れそうなほど近くなり、ユスティーナは思わず息を止める。

　視界の隅でミカがライラの腕を引いて退室するのが見えた。

「ニコ……、じゃないヴィルヘルム……殿下」

「殿下は無しだ」

　ゴツと額を軽くぶつけると、怯んだユスティーナの唇に自らのそれを軽く触れさせる。

「ふぁ……っ」

「ふ、もっとすごいこともしたのに、この程度で驚くなんて」

　にやりと人の悪そうな顔で「かわいい」と呟くと、今度はねっとりと唇を重ねてくる。

　もちろんそれに異を唱えることなどできず、ユスティーナは薄く唇を開く。

「だって、好きな相手とキスすると……ときめくでしょう？」

　ここが、といいながらユスティーナはヴィルヘルムの胸を押した。上等な布地に覆われた胸板の下の動きはわからなかったが、ユスティーナはその表情からヴィルヘルムも同じなのだと確信を得た。






「やりすぎだったと思っている」

　目も合わさず胸の前で腕を組んだまま、ヒルダ王女はユスティーナに『謝罪』した。

　彼女にしてみれば貴い王女である自分が下位貴族の令嬢で、しかも敵陣営であるヴィルヘルムの侍女だった者にそのような発言をするだけでも大変な譲歩だったのだろう。

　ユスティーナはそれらの事情を加味し、ヒルダの発言を正式な謝罪として受け入れようとした。

　だが、ヴィルヘルムはそうではなかった。

　愛するユスティーナを誘拐され鞭で打たれて「やりすぎだったと思っている」などと心の籠らない言葉を投げかけられて許せるはずもないだろう。

「それで謝ったつもりか」

「うるさい！　お前が同席しているだけでも気分が悪いというのに、これ以上なにを望むというのだ！」

　ヒルダとヴィルヘルムは火花を散らしそうなほど鋭い視線を交わし合う。

　こうしてみると、まったく似ていないと思っていたヒルダとヴィルヘルムは似たところがあった。

（縄張り意識が強いというか……でも、似てるなんて言ったら大変なことになるから、絶対に言えない）

　ユスティーナはキュッと口を意識して閉じた。

「それよりも例のものは持ってきたのか」

　まるで怪しげな取引現場のようなことを口にしたヴィルヘルムに、ヒルダは唇を歪めながらもライラに合図をして小さな箱を手に取った。

「お前が主導権を握るな、気分が悪い」

　憎々しげに言い捨てると、その小箱をユスティーナに差し出す。

「え？」

「お前のものだ。まったく、お前がしらを切るから変に拗れたではないか」

　自分が受け取っていいものなのかわからずヴィルヘルムを見ると、彼はゆっくりと頷いた。

「誘拐されたときに奪われた宝石だ」

　端的に説明したヴィルヘルムに、ヒルダがムキになって反論する。

「違う！　分不相応なものを身につけていたから徴発したまでだ！」

「贈り物に相応も不相応もあるか……本当に常識のない姉だ。頭が痛い」

　ユスティーナの目には姉弟の態度は好転したようには見えなかったが、ひとところにいて意味のある言葉を交わしているだけでも前進なのだろう。

　ヒルダは国王である父から相当きつく咎められたようだ。

「ありがとうございます。これはとても大切なものだったので嬉しいです」

　小箱を受け取ったユスティーナは両手でそれを包むと胸にそっと抱く。

「今後はユスティーナにおかしなちょっかいを掛けないと誓ってくれ」

「交換条件だからな、念を押さずとも承知している」

　拗ねたような言葉の後に、ヒルダは椅子の背凭れに身体を預けて鼻から息を吐いた。

「まったく、お前の考えることは本当に理解できん」

　心底呆れたと言わんばかりのヒルダの言葉に嫌な予感がしたユスティーナは、ヴィルヘルムを見る。

「交換条件って？　もしかしてわたしのせいで不利な申し出を吞んだの？」

　ヴィルヘルムならば自分の事を後回しにしてユスティーナの身の安全を第一にしてしまうことは十分に考えられた。

　しかしユスティーナはヴィルヘルムの考えをすべて呑み込むことはできない。

　今まで日陰者のように生きてきたヴィルヘルムは『ニコ』でなく、『ヴィルヘルム王子』としての幸せを享受する権利がある。

　ユスティーナの心配を知ってか、ヴィルヘルムは安心させるように微笑む。その笑顔には一片の曇りも感じられない。

「大丈夫、正当な取引をしただけだ」

　ヴィルヘルムの言葉にヒルダが顎を上げる。

「そうだ。互いに得たいものを得るための契約だ」

　ヒルダがそう満足げに口にした真意を尋ねたが、ヒルダもヴィルヘルムもそのときは教えてくれなかった。






　ユスティーナがそれを知ったのは十日後、国王が改めて議会を招集し自らの後継を指名する場でのことだった。

　通常単なる侍女が同席できる場ではなかったが、ユスティーナには特別に席が設けられた。侍従長や女官長のすぐ隣に控えたユスティーナは心臓がいやな音を立てるのを止めることができなかった。

（どうしてわたしがここに呼ばれたのかしら？　まさか、王族に対するこれまでの無礼を清算する場ではないわよね？）

　心配しつつ、この対応に心当たりがないわけではない。

　実は七日前にヴィルヘルムがユスティーナに養女にならないかと打診してきたのだ。

　その承認に関するものかも知れないと考える。

「養女？」

「ああ、エスヴァルティ伯爵家の養女だ」

　ヴィルヘルムはクロニエ子爵家のユスティーナに対する仕打ちをよく思っていなかった。このまま縁を切らずにいれば、なにかのときに利用されたり搾取されたりすることは十分に考えられる。

「でも、もう縁を切ったも同然なのだし、わたしは気にしていないわ」

　だからヴィルヘルムも気にしなくてもいいのだと告げるが、彼は頑なだった。

「駄目だ。これからの俺たちの未来のために、絶対に必要なのだ。それとも実父との縁が切れることは、やはり心細いのだろうか」

　そう言われてユスティーナは実父クスターのことを思い浮かべる。

　母が亡くなってソニヤと再婚してからはまったくユスティーナに興味を示さなかったクスターだったが、母が生きていたころは……、………………。

「あれ？」

　ユスティーナは首を傾げる。いくら思い出そうとしても、幼い頃の記憶には母と屋敷の使用人との思い出しか出てこないのだ。

「おかしいわ、父との思い出が全くないの……」

　ユスティーナは母との幸せな思い出を『両親との思い出』と思い込んでいたのかもしれない。思い出すのは、甘えようとして手を伸ばしたのに非情にその手を振り払われたことや、顔のそばかすが目立つようになってきたユスティーナを見て顔を歪められた時のことばかり。

　どんなに考えても、ユスティーナは父との間にいい思い出を見つけることができなかった。

（ああ、そうか。お父様との縁はとっくに切れていたのね）

　途端にユスティーナは身体が軽くなるような感覚を覚えた。

　もう父親のことを気にしなくてもいいのだと知り、ヴィルヘルムに対して深く頷いた。

「……そうね、もしエルヴァスティ伯爵様がそう望んでくださるなら」

「ああ、伯爵と夫人もそれを願って……」

「もちろんエルヴァスティ伯爵家はユスティーナを養女に迎えたいに決まっているじゃないか！　よく決心してくれた、我が妹よ！」

　ヴィルヘルムを押し退ける勢いで喜びを露わにしたミカにユスティーナは圧倒されてしまった。

　手配はすぐに整った。

　養女の話を聞いたライラは猛反発したが、「お城でいつでも会える」と説得すると渋々ながらも頷いてくれた。

　やはりライラには周囲の環境が大事なのだと痛感したユスティーナは、これからも姉妹助け合っていこうと胸に誓う。

　クロニエ子爵はユスティーナの養子縁組に特に反対しなかった――というか無関心だった。ユスティーナを養女にと望んだエルヴァスティ伯爵を『もの好き』と言ってのけ、ソニヤは遺産を分け与えなくてもよくなったと喜びさえした。

「これでクロニエ家のすべてを愛しいライラに与えてやれる」

　それが父と継母の本音なのだと知ったユスティーナは、僅かに寂しさを感じたが、胸の中を占める感情のほとんどは（ああ、この人とちゃんと縁が切れてよかった……）というものだった。






　故にユスティーナは現在、『ユスティーナ・エルヴァスティ』としてこの場に立っている。女官長も全てを把握したうえで、いつもと変わらぬ対応をしてくれているのがありがたかった。

　女官長はユスティーナの肩に少し触れ、小声で囁く。

「淑女たるもの、どんなときでも落ち着いて対処出来ねばいけません。努々ゆめゆめ新しい自分の名を忘れぬように」

　実父との縁が切れたことを落ち込んでいるとでも思ったのか、厳しい女官長にしては珍しくアドバイスじみたことを言っていた。

「そうですね、肝に銘じます」

　これからはエルヴァスティ家の名に恥じぬように生きねば。

　しかしそれは、ユスティーナの思い違いだった。

　今まさに、会議の場で国王が立ち上がり、次の国王の指名をしようとしていた。

　現在継承権を持っているのは第一子のヒルダ王女、第二子であるヴィルヘルム、そして先王の年の離れた弟君。しかし彼は高齢であることを理由に辞退するものと思われている。よって事実上姉弟の一騎打ちなのだ。

「次代の王には――」

　場に緊張の糸がピンと張りつめた。

　知らずユスティーナも緊張してごくりと唾を吞む。

「……ヒルダ・ヒルトゥラを指名する」

「……！」

　ざわりと空気が揺れたのがわかった。

　確かにヒルダは有能だが、感情の起伏が激しすぎるきらいがある。

　ユスティーナを誘拐して危害を加えたことも、どこからか情報が洩れ『嗜虐性のある王では不安』という論調もあった。

　それに引き換えここ最近のヴィルヘルムは健康の不安もなくなり（もともとヒルダから身を守るための方便だったから当然である）、政策も地味ながらよく考えられたもので評判がいい。

　下馬評ではヴィルヘルムが後継に選ばれるという考えが優勢であったのに。

　ユスティーナは残念に思う気持ちがありながら、どこかホッとしていた。

　もしもヴィルヘルムが国王になってしまえば、自分ではない、もっとみんなが納得するような王妃を迎えねばならないだろう。

　籍が子爵家から伯爵家になったところで、ユスティーナでは明らかに力不足だ。

（そうなったら身を引かなければと思っていたから……ヴィルヘルムには悪いけれど、ほっとしたわ）

　ようやく肩の力を抜いたユスティーナに、国王の言葉が届く。

「王とて完全な存在ではない。私がそうだったように、王女は諫言かんげんを受け入れる器を持たねばならない」

　その言葉に、みんなの視線がヴィルヘルムに注がれる。

　ヒルダに対抗しうる唯一の者として、その一挙手一投足はこれからも注目されていくのだろう。

　それは恐ろしいほどの重圧に違いない。

（ヴィルヘルムを、わたしが支えていこう）

　ユスティーナは改めて身が引き締まる思いだった。

　国王の後に、正式な後継として指名されたヒルダが挨拶を述べた。

　それはこれまでの過ちを認め、これからは誰に恥じることのない王になるという宣誓だった。

　まっすぐ前を向くヒルダは為政者としての責任を感じているように見えた。

　その立派な姿に王妃は感動して涙を流して嗚咽していた。

　自分が背負わされた理不尽という重い荷物を、ようやく下ろすことができたのだろう。

「私からも少しよろしいでしょうか」

　場がざわつく中、ヴィルヘルムが挙手をした。

　なにを言うのかとみんなの注目を浴びたヴィルヘルムは国王と議長の許可を得て前へ進み出る。

「これまで私は病弱を理由に一線から退いていたが、これからは将来の王となる姉を支え、愛する伴侶と共にこの国のために尽力すると誓う――ユスティーナ・エルヴァスティ」

「……!?」

　思わぬところで名を呼ばれて、ユスティーナは飛び上がるほど驚いた。

　誰だ、なんだというざわめきに冷や汗が出る。

「ユスティーナ、さあ」

　そう言って隣にいた女官長がユスティーナの背を押した。

　見ると女官長は満面の笑顔だ。

（ああああ、さっき言っていた名前を忘れるなって、これのこと？）

　ユスティーナはさっきのヴィルヘルム以上に注目を浴びているのを感じながら、前に進み出た。

　思えば女官長から議場に入るならば身だしなみは大事だからと言われ、少しいいドレスを着せられたり、化粧を念入りに施されたりしたのはこのせいだったのかとようやく合点がいく。

　すべて、仕組まれていたのだ。

　考えがすべて顔に出ていたのか、ヴィルヘルムは悪戯が成功したような顔をしていた。

「ユスティーナ・エルヴァスティ。君を我が妻に迎えたい。承知してくれるね」

　差し出された手は、これまで幾度となくユスティーナを導いてくれた手だ。

　ユスティーナが逃げられないように外堀を埋めていたヴィルヘルムは、とうとうこの諸侯が集まる、最も断りづらいだろう場で、最後の一手を仕掛けた。

　自信満々に見える彼の顔を見つめたユスティーナはキリリと唇を引き結ぶ。

（そんな顔したってわかるわ。本当は緊張しているんでしょう？）

　幼い頃からずっと一緒にいたニコ、いやヴィルヘルムのことだ。ユスティーナには手に取るようにわかった。

　それに、聞かれなくとも、答えはずっと前から決まっている。

　ユスティーナは蕩けるように微笑む。

「はい、喜んで」

　この手と共に生きていこう。

　そう決めたのだ。

　ユスティーナがヴィルヘルムの手を取ると、議場からわあっと歓声が上がり続いてどこからともなく拍手が沸き上がった。

　おめでとうという祝福の声、そしてはやし立てるような口笛まで聞こえて、ユスティーナは国の重要事項を定める由緒ある議場で大胆なことをしてしまったと顔を赤らめるのだった。






　ユスティーナとヴィルヘルムは手を取ったまま離宮へ戻ると、服を脱ぐのももどかしく抱き合った。

　唇が自然と重なり深く舌を絡ませ合うと、得も言われぬ高揚感を生んだ。

「ユスティーナ、ようやく……誰に憚ることなく抱き締めることができる……っ」

「ヴィルヘルム……っ」

　少し余裕のない荒々しい口付けに、ユスティーナは愛する人から求められているという喜びを噛みしめていた。

　逸る手でボタンを外され、下着をずり上げられて胸を揉まれる。ヴィルヘルムは時折力を込めて乳房を掴み、硬くしこった乳嘴を指で弾いてその感触を楽しんだ。

「ひ、あぁ……っ、ヴィルヘルム……」

　敏感な先端を弄ばれ、ユスティーナは声を震わせる。

　嬉しいのに、泣きそうになるほど感情が昂っていた。

　名実ともにヴィルヘルムに受け入れられたことがこの上なく嬉しい。

「ユスティーナ、ああ、可愛い……食べてしまいたいくらいだ」

　熱く湿ったヴィルヘルムの吐息が敏感になった乳嘴にかかったかと思うと、ぱくりとそのまま口内に迎え入れられた。

「ひゃあ……っ!?」

　吐息よりも熱い舌でぞろりと舐められ、チュウと吸い付かれる。ユスティーナの中をビリビリとした痺れが走り抜ける。

　既に口付けで官能を高められていたユスティーナはブルリと腰を戦慄かせた。

（わたし、この感覚知っているわ……！）

　初めて肌を重ねたときのことが思い起こされ、体温が上がる。

　愛しいヴィルヘルムに触れられると、自分はこうなってしまうのだというあきらめのような解放を得る。

　ヴィルヘルムの大きな手のひらは胸から脇腹、そして臍など余すところなく撫でさする。

「あ、はぁ……っ、ヴィル……っ」

　堪らずに身体をくねらせると、ヴィルヘルムがぐう、と小さく唸った。

　どうしたのかと視線を合わせると、少し乱暴に唇を奪われるが、それだとてユスティーナを高めることにしかならない。

　ねっとりと口蓋から頬の内側、歯まで舐られ背筋が震える。同時にくりくりと乳嘴を摘まみ転がされれば一気に高みに上り詰めさせられ、高波が砕けるようにして果てる。

　荒い息遣いのユスティーナは、蕩けすぎてみっともない顔を見られたくなくて顔を手で覆う。

「ユスティーナ？」

「や、顔……見ないで」

　きっとだらしない顔をしている。そう思ったユスティーナは泣きたくなるが、その手をやんわりとヴィルヘルムがどかす。

「こんな可愛い顔を見ないでいるなんて、できるわけがない」

　そう言ってヴィルヘルムはユスティーナの顔のあらゆるところに口付けを落とした。額や頬、瞼や鼻先にわざと音を立てて口付ける。それがまるで児戯のようでユスティーナの顔が綻ぶ。

「ふ、あはは……っ、くすぐったい……」

　嫌だと言いながら明確な拒絶を含まない甘い雰囲気が辺りに満ちる。

　ヴィルヘルムがこめかみや耳、首筋に唇を這わせると、ベッドの上は再び濃密な雰囲気に呑まれていく。

　身体が蕩けてしまうほど愛撫を施されたユスティーナは、ヴィルヘルムがいつの間にか膝を割り、脚が閉じられないように自分の股座に陣取っていることに気付いた。

「あっ、なにをしているのっ」

　ヴィルヘルムは両手でユスティーナの乳房の柔らかさを味わいながら、蜜に濡れる脚のあわいをじっと見ていた。

「……濡れているな」

「もう！　わざわざ口に出して言わないで！」

　ヴィルヘルムの言葉にヒクリと中が反応したのを感じたユスティーナは頬を赤らめた。

　初めての行為ではないとはいえ、あけっぴろげにするほど慣れてもいない。

「ああ。だが、俺の手と唇でこんなふうになってくれるのが嬉しくて、つい」

　つい、とヴィルヘルムの指がユスティーナの下腹を撫でた。

　臍の下を執拗に撫でさすられると、身体が熱くなるのを感じた。

（なに……撫でられているだけなのに）

　あわいから蜜がとろりと零れ、中がぎゅっと収縮する。

「あっ、やぁん……っ」

　ビクリと腰が跳ね、背を反らすと、ヴィルヘルムが、ユスティーナの脚のあわいに顔を伏せた。

「ユスティーナは俺を誘惑するのが上手だ……っ」

「えっ、そんなことしてな……っ、ひぁああっ！」

　すでに蜜で濡れたドロワーズの割れ目を媚肉ごと指で開くと、濃い女の匂いがする。

　秘めた部分を開かれたユスティーナが恥じらいの声を上げようとしたが、すぐにそれは嬌声に取って代わられた。

　ヴィルヘルムがユスティーナの、どこよりも敏感で柔らかい肉にむしゃぶりついたのだ。

　夢中になって舌を伸ばして差し入れると、面白いほどにユスティーナの身体が跳ねる。

　奥から溢れる蜜を舐め啜り味わうと、消え入るようなユスティーナの声が聞こえる。

「ひぃ……っ、や、そんなところ……、駄目だったら……ァ……」

　言葉に強い拒否が混じっているのを感じるが、反対に身体は如実に快感を伝えてきた。

　汗ばむ肌がしとりとヴィルヘルムの手に吸い付くようだし、上気した桃色の肌が甘い香りを放つ。

「駄目か？　こんなに気持ちよさそうなのに？」

　恥丘をゆっくりと撫でまわすと、淡い和毛の奥の秘玉が震えた。

「駄目、駄目よ……っ」

　しかしユスティーナの本心は期待に打ち震えていた。

　既に秘玉をあしらわれる甘い快感を知っているユスティーナにそれを拒むことはできない。息を詰めてそのときを待っていると、ヴィルヘルムの指が優しく花芯を摘まむように触れた。

「あ、あぁ……っ！」

　まるで雷が落ちたような強すぎる刺激にユスティーナが仰け反る。

　額の裏で星が瞬き泡のように次々と弾けている。

　腰が浮き、余計に秘所をヴィルヘルムに捧げるような格好になってしまったが、強すぎる快楽に身体がいうことをきかない。

「ああ、ここ、気持ちいいだろう……、可愛いな、ここも食べてしまおうか」

（駄目、そんなことをしたら……っ）

　ユスティーナの思いが声になる前に、ヴィルヘルムがユスティーナの宝珠を口に含む。器用に舌で鞘を剥くと、プリプリとしたむき出しの器官に吸い付いた。

「ひぃん！　あ、あ……っ、あぁ……っ」

　我慢などできるわけがなかった。

　女の中で一番敏感なところを口に含まれ舌でねろりと撫でられたユスティーナは、ガクガクと腰を震わせ極まってしまう。

　ぶわ、と一気に全身の毛穴が広がったような感覚がして熱が逃げていこうとする。

「あ、はわ……っ」

「ユスティーナ、大丈夫か」

　トロトロに蕩けた顔をしたユスティーナを心配してヴィルヘルムが声を掛けてきたが、もちろんまともな返事ができる状態ではない。

　ユスティーナはヘロヘロになりながらも『ちょっと無理、休ませて』と目で合図したつもりだった。

「ああ、本当に可愛い……。俺も愛しているよユスティーナ。俺を受け入れてくれ」

「ひあ……？　あ？　は、ぁう……っ」

　人の気持ちがわかるというのは幻想だ。

　大抵は『こんな感じかな？』という推理でしかない。

　たまたま当たっていたのなら僥倖ぎょうこうだが、今回はそうはいかなかった。

　ヴィルヘルムはユスティーナの秘裂に指を差し込み、中の具合を確かめる。中はすっかり蕩けていて、すぐに二本、三本と指を呑み込んだ。

　極まったばかりのユスティーナの中は痙攣と収縮を繰り返してヴィルヘルムの指を放すまいとする。

　それが堪らなくよかったのだろう、ヴィルヘルムは顔を上気させて息を荒くしていた。

「ユスティーナ、ああ、俺を受け入れてくれ」

　いよいよと喉を鳴らしたヴィルヘルムは陽物を数度擦り先端をひたりとユスティーナのあわいに宛がう。

「あ、は……っ、ヴィルヘルム……好き……っ」

「ユスティーナ……っ」

　少しとろりとした蜜を擦り付けてから、ヴィルヘルムはゆっくりと侵入してくる。ミリミリと押し拓かれる感覚に思わず息を詰めた。

　本当は呼吸をしたほうがいいことは知っているが、ヴィルヘルムを受け入れるときに緊張してしまうユスティーナは、まだそれが上手くできない。

　それでもなんとかヴィルヘルムをすべて胎内に収める。

　ぴったりと隙間なく合わさると、自然に腕を回して抱き合う形になる。

「あぁ、あたたかくて心地いい」

「は、ぁう……っ、わ、たしも……っ」

　ビクビクと身体を震わせながらでは説得力がないかもしれないが、これは仕方がない。ユスティーナも我慢しているが、ヴィルヘルムだって我慢しているのだ。

　胎内に収めた雄芯は特に素直で早く解放されたいと脈動している。それが具つぶさに伝わってきて、ユスティーナは更に愛しさを増す。

（ああ、ヴィルヘルム……っ）

　愛しく感じながらも、少し尻の座りが悪いと思ったユスティーナはゆるりと腰を動かした。腰を中途半端な感じで捻ったままだったのでそれを直しただけのつもりだったのだが、ヴィルヘルムが息を呑むのがわかった。

「ユスティーナ、……俺を誘惑しているのか」

「へ？　そんなの、してな、きゃあ！」
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　根元まで埋まっていた雄杭がギリギリまで引き抜かれ、奥まで一息に貫かれる。

「あ、ひぅ……っ！」

　身体中の細胞が悲鳴を上げるほどの快楽の波がユスティーナを押し流そうとした。溺れてしまわないように必死になって正気を保とうとするが、それがますますヴィルヘルムの心を掴んだ。

　彼は激しく腰を振りたくり、奥の奥まで突き上げる。

「く……っ、ユスティーナ……ユスティーナ……っ」

　恐ろしく学習能力が高いのか、それとも本能的な勘なのか、ヴィルヘルムはユスティーナの感じるところを少しも外さずに、的確に刺激した。

　驚きと快楽と少しの痛みと戸惑い。

　あらゆる感情がまとめて襲ってきてユスティーナを押し流そうとする。

「あ、ああ……っ！」

　おまけにいつものチカチカと額の裏あたりで瞬く火花がバチバチと尾を引いて一斉に流れた。

「あ、ああ、駄目、なにか来ちゃう……っ」

　なにか得体のしれないものに耐えるように腰を反らせると、ヴィルヘルムが浮いた腰を掴んで腰骨をぶつけるようにして激しく突き上げる。

「ユスティーナ、ティーナ……っ」

　掠れるような低い声で名前を呼ばれると、蜜洞が戦慄きぎゅうと締まった。

「は、あ……っ、ああ――！」

　ビクン！　と全身が硬直すると、中の雄芯が締め付けられてヴィルヘルムが唸った。

　僅かに遅れて膣壁を抉るように刺激された後、びゅくびゅくと精が注がれた。

　数回に渡って白濁を注ぐと、ヴィルヘルムはユスティーナを抱き締めて胸のあたりに顔を伏せ、大きなため息をついた。

「……はあぁ……」

「……よくなかった？」

　ため息にあまりよくないものを感じたユスティーナは、弾む息の合間にそう尋ねた。後悔に似た匂いがしたのだ。

　しかしヴィルヘルムは驚くほどの速さで顔を上げると、大きく広げた手でユスティーナの乳房を掴む。

「そんなわけないだろう！　すぐにもう一回と頼むなんて紳士のすることではないから耐えなければと自分を押し殺していたんだ！」

　その剣幕に驚きながらも、ユスティーナはむにむにと胸の膨らみを味わっているヴィルヘルムに納得せざるを得ない。

「あ、ごめんね。勘違いだったわね」

「そうさ！」

　乳嘴を摘まんでくりくりと捏ねながら鼻息を荒くするヴィルヘルムに、ユスティーナは愛し気に目を細める。

「少し休んでからなら……いいけど」

　ユスティーナだってヴィルヘルムと愛を交わすのが嫌なわけではない。ただ、体力や持久力には明らかな差があるからそこを考慮してもらいたいのだ。

「……少しって、ユスティーナの少しとは、どれくらいだ？」

「え、ちょっと待って。顔怖いよ」

　美しいゆえに真顔になると怖さを感じさせるヴィルヘルムを必死に宥めるユスティーナだった。






　その後は、少し荒れた。

　主にクロニエ子爵がどういうことだとねじ込んできたのだ。

　数日前ではあるが提出していた養子縁組が受理され、ユスティーナは正式にエルヴァスティ伯爵家の者となったのに対して、クロニエ子爵が異議を唱えた。

「貴様、今まで育ててやった恩も忘れて、このような騙し討ちをするなど、許さぬぞ！」

　ねじ込んできたとき、ヴィルヘルムは公務で席を外していたが、運よくエルヴァスティ伯爵と夫人が訪ねてきてくれていた。

「そんなことを今になって言われても……。ユスティーナを我がエルヴァスティ家の養女に迎えたいと打診をしたとき、そちらは……」

　エルヴァスティ伯爵は言葉を濁してユスティーナを見た。

　元父親とはいえ、クスターは実父である。

　ありのままを伝えて娘が傷つくことを恐れたのだ。

「……財産分与しなくてよくなったと諸手を挙げて賛成なさったではないですか」

　新しい父にそのような負い目を追わせたくなくて、ユスティーナは自分から口にした。

「それはお前がヴィルヘルム殿下とそういう仲であると知らなかったから……！」

　これまで散々虐げてきた実の娘が王子妃となるかもしれないとなると、途端に惜しくなったのだろう。

　裏を返せば、そうでなければ目もくれなかったという自白でもある。

　クスターの言葉にエルヴァスティ伯爵夫妻は揃って眉を顰めた。タイミングはばっちりで、ユスティーナは夫婦とはここまで似るのかと思わず感嘆の声を上げそうになるのをなんとか我慢する。

「伯爵だって、だからこいつを養女にしようとなさったのでしょう？」

　ユスティーナに居丈高に出ることはできても、さすがに身分で敵わない伯爵には下手に出るしかないのだろう。

　その態度の差が、ますます怒りと情けなさを増長する。

　伯爵に対しても申し訳ないと思う気持ちでいっぱいになっていると、夫人が立ち上がった。

「ユスティーナと初めて会ったのは、彼女が六歳の頃でした。それからずっと交流を深めてきました……あなたがユスティーナを蔑ろにしている間、ずっと！」

　身体の前で合わせた手が小刻みに震えていて、それが夫人の隠し切れない動揺を伝える。

「そう、クロニエ子爵が親としての役目を放棄したから我らがその分ユスティーナを愛した。養子縁組はそれがただ、公式のものとなっただけのこと。ヴィルヘルム殿下のことはまったく関係ない。むしろ余計な気苦労が増えただけでいいことではない」

　きっぱりと言い切ったエルヴァスティ伯爵は立ち上がって夫人の肩を抱いた。

　まるで二人でユスティーナの盾になろうとしているかのような光景に、ユスティーナは涙が滲みそうになった。

「これまで育ててくださった恩は、幼い頃の労働と侍女として働いた賃金を仕送りしたことで相殺したつもりです。そもそもライラと違ってわたしにはそんなにお金をかけていませんでしたよね」

　折れる気はないことを示すべく、ユスティーナも立ち上がった。

「お帰り下さい。ここはヴィルヘルム殿下の離宮です。不心得者は立ち入りを許されません」

　毅然とした態度で言い放つと、クスターは悔しそうに顔を歪め、なおもなにか言い募ろうと口を開く。

　しかしそれと同時に部屋の扉が開き、肩越しに確認したクスターは息を呑んだ。

「そう、ここは私とユスティーナの離宮である。文句があるなら私を通してもらおうか」

　入ってきたのは公務を終わらせ駆けつけたヴィルヘルムだった。

　さすがに王族に楯突くような胆力を持ち合わせていないクロニエ子爵は、途端に取り繕うような苦笑いを浮かべる。

「そんな、文句なんて滅相もございません……ですが」

　顔を引き攣らせながらも実父としての権利を主張しようとする。

　だがヴィルヘルムとその脇に控えていた護衛が同時にかちゃりと剣を鳴らしたことに身の危険を感じたのか、慌てて立ち上がると挨拶もそこそこに退散した。

　王家はもとより家格で上位に当たる伯爵家にすら楯突くことなどあり得ないのだ。

　気を張っていたユスティーナが脱力して椅子に座ると、ヴィルヘルムが肩を抱いてその横に座りこめかみに口付ける。

「遅れてすまなかったな、大丈夫か？」

　愛する者の体温を感じて、ユスティーナはようやく身体の力を抜く。やはり緊張していたのだ。

　エルヴァスティ伯爵と夫人も安堵の息を吐いて同じように座った。

「――すみません、元父が失礼なことを」

　ユスティーナが三人に謝罪する。

　特に夫人は親しくもない相手から恫喝されて、震えるほど恐ろしかったのだろうと申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　しかし夫人はあっけらかんとして微笑む。

「本当に！　あまりに自分勝手なことを言うものだから、思わず殴りかかりそうになって、自分を抑えるのに必死だったわ」

「ああ。君が拳を握っていたからひやひやしたよ」

「え」

　夫人が震えていたのは恐怖ではなく怒りからだったことに驚いたが、和やかな空気がそれを払拭していく。

「でも、子爵のことでもうあなたは謝らなくてもいいのよ……というか謝らないで」

「そうだぞ、ユスティーナ・エルヴァスティ。もう君は誰にでも頭を下げていいような女性ではないのだから」

　エルヴァスティ伯爵が言うようなことはなかなか難しいが、それでもユスティーナがこれから身に付けなければいけない振る舞いなのだ。

　ユスティーナは努めて口角を上げた。

「はい、お父様、お母様！」

　なんの力みもなく二人のことをそう呼ぶと、場の空気が明るくなる。

　隣にいるヴィルヘルムと微笑みを交わすと、ユスティーナはまた一つ、身体が軽くなるような気がした。

　エルヴァスティ姓にもすっかり慣れた頃、ヴィルヘルムとユスティーナの結婚が正式に発表され、その一年後に式を挙げた。

　それは盛大なもので、王都では祭りのような騒ぎになった。

　翌年には可愛らしい男児が誕生し、二年後には女児が生まれた。

　ヴィルヘルムは大いに喜び、良き父、良き夫であろうと更に奮闘する。

　我儘で癇癪持ちだったヒルダは、自分が次期国王なのだという自信と余裕から落ち着きを見せるようになり、予てから婚約していた公爵子息と結婚し王配を得た。

　ヴィルヘルムは王家と貴族の調整役として忙しく立ち働いている。

　余計なしがらみがなくなったヴィルヘルムとヒルダはズケズケと物を言う姉と弟となった。ひやひやする場面も少なくないが意外にも良いように作用し、議会ではかつてないほど議論が活発化し国を導く流れができた。

　ネニア国の繁栄は近隣諸国からも注目されることとなった。
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